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叙 座 


原色版 八 頁 •グラビア 版 八 〇 頁 •記事 ニ 四 頁 

銀座の 今と 昔と、 晝と 夜と、 表と 裏と 

且那樣 の 銀座と 奧樣の 銀座と、 甘党の 銀座と 辛 
党の 銀座と 丨 丨 ：： 銀座の 明暗 百態を ヵメラと 絵 
と 文で 描いた" すべては 懷 しい 偸し い 銀座 風物 
詩：：： そして 銀座を 愛する 人の ための 精細 無比な 
ガィドブックで ある !! 

揷絵^木信太郞.宮田重雄.木村莊八 
文 銀座 風物詩 (奥 野 信 太郞) 銀座 今昔 (高木 健 夫) 銀座 朝 
から 夜中まで (扇 谷 正 造) 銀座の 五覺 —— 味覚 (尾 崎宏次 •河 
上英ー)嗅覚(戸塚文子)聽覚(飯澤匡)視覚(北州冬彥)觸 
覚 (S 佐 東 一郎) 銀座 界隈 (唐 島 基 知 ニ) 銀座の 魅力 (アン ケ 
1 ト) 銀座の 地図 (四 頁大 •索引 付) 


010  K レエ 

—— バレ H を 愛する 人の ために I 

拘爛 豪華な 寫眞と 懇切な 記事で、 バレ ヱを 習ぅ に 
も 鑑賞す るに も 是非 必要な 知識を 網羅した。 —I 

第—歌篇伎 

—— 歌舞伎 鑑賞の ための 入門 I 

永い 伝統と 厳しい 制約 Q 上に たつ 歌舞伎を 真に 樂 
しむた めには これ だけの 基礎知識は 是非 必要です 

第 3 集 日本の 舞 躍 

艷麗 優美 世界に その 比を見ない とい. われる 日本 舞 
踊の ほんとぅの 美し さ、 よさを 理解す るた めの 絕 
好の 入門 書で あ 9、 絢爛たる 舞踊 寫眞 集で ある。 

第 4 集 浮世絵 

原色版 八 枚、 グラビア 版 八 八 頁に 百 一り 名人 巨匠の 
代表的 傑作 二百 数十 点を 收 めた 浮世絵 大 画集で あ 
リ 、浮世絵の 全貌を 知る に 絕 好の 手引書で ある。 

一 龍 オリン ヒック 

第一 回 大会から 第 十四 回 大会まで、 各國 選手の 熱 
戰の記 錄寫眞 二百 数十 点を 收錄 わ、 各 競技 毎に 詳 
細な 記 錄を附 して その 歴史と 精神を 明らかにした 

各册 共定價 二八 〇R  •送料 ニ 四 円 


東京都 千代 田 区 神 田 神 保 町 三 ノー  七 

アル  ス 

振替 •東京 ニ 四 八 八 八 


中村吉 右衛門  '、清 忠錄 〃の 清 正 

NAKAMURA  KICHIEMON  (1886-) 


明治 十九 年 東京 生れ。 三世 中 村 歌 六の 実子。 子供 芝居 時分 力 
ら 盛名が あり、 六 世 菊 五郎と 市 村 座で 入 気を 爭 つた。 中 村会の 
頭領。 文化 勤 章 及び 芸術院 黨 を 授与され た。 これは 得意と す 4 
'' 淸忠 の淸 正。 
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十二 世 守 田 勘弥の 長男。 前名 八十 肋。 明 冶 三十 九年襄 名。 菊 
吉の市 村 座 時代 その 座頭と してす わる。 六 代 目 菊 五郎と 並んで 
近世での 舞踊の 名手と た、 えらる。 これは 最 t 得意と する'' 六 
歌仙" の 文屋。 


明治 ニ H ^ — 年 東京 生れ。 先代 市 川 段 四郞の 長男。 京華 中学 争 
業。 新時代の 教養を 身に つける と共に、 簌 重な 歌舞伎 俳優と し 
ての 訓練もう けた 0 自由 劇場に 参加 0 欧米 演劇 見学に 海外に 遊 
ぶ。 春秋 座を 作り 新作に 精進。 これは 得意と する 舞踊、' 操 三袭: 


三番' 


ICHIKAWA  ENNOSUKL 

(1888~) 


中 村時藏  ”実錄 先代 萩" の 浅 岡 

NAKAMURA  TOKIZO  (祕 〜 ） 


明治 二十 八 年生れ。 中 村 歌 六の 三男。 G 在 5 
右衛門 一座の 立 女形と して 活路;。 t3 和 二十 六 年 
度 芸術院 賞を 授けられた。 詰 袖 （女房役） を 得 
意と する。 これは B 実錄 先代 萩" の 浅 岡。 
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市 川 男女 藏 （四 此）  、、忠臣 藏 〃三段目の 若 狹之助 

ICHIKAWA  OMEZO  IV  (1898-) 


騎 


儀^ V 


減 I ■巧 
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市 川 門 之 助の 子。 前名 男 寅 0 大正 六 年 襲名。 六 代 目 菊 五郎の 
薫陶を うけ、 立 役、 二枚目、 老 役、 女形 等を 兼ね 現在 菊 五郎剠 
団 の重鎭 。これは'' 忠臣蔵" 三段目の 若狹之 助。 


十五 世の费 子、 前名 市 村 家 橘。 昭和 二十 三年 袈名 。女形 
枚！ 0:を得意として、素直な芸風。これは【妹背山」の求女 
役と 評せられ ている。 


適 ニ 


七 世 幸 四郞の 長男。 昭和 十五 年 市 川 宗家 o 養子と なり 海老 藏 
を© 名。 十五 世 羽左衛 門の 役柄を ついで 歌舞伎 俳優ら しい 容姿 
と、 大様な 芸風と で、 現在 人気役者の 隨ー 。これは 新作'' 藤 十 
郎の 恋〃 の 坂 田 藤 十郞。 


松 本 幸四郎 （八 世）  '、觔 進 帳’ の弁麽 

MATSUMOTO  KOSHIRO  VDI  (1908- ) 


七 世の 次男と して 生る。 昭和 二十 四 年 襲名。 吉右術 門の 薫陶 
をう け、 芸風 も 酷似して 立 役を 得 5： とする。 これは » 名の 折 勤 
めた'' 勧進帳" の辨慶 。当り 役と して 評判され た。 
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露 翁 


吉 右衛門の 未 弟。 昭和 二十 五 年 劇界に 由緖 深い 名家 中 村 勘 三 
郞の 名を II う。 義父 六 世 菊 五郎の 芸風を 慕って、 立 役、 二枚目 
女形 いずれも 器用に 演じ こなし、 この'' 大功 記" の 十 次 郎はそ 
の 当1) 芸 として 好評。 
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尾 上 松綠 （ 一 世）  暫 の！！ 鲁彳 41 五郎 

ONOE  SHOROKU  II  (而 〜） 


父は 故 松 本 幸四郎 。六 世 菊 五郎の 蒸陶 をう 
け、 舞踊 藤 間 流の 家元。 現 菊 五郎 劇 埴の立 役 
として 新 博 作、 舞踊に 甯 閼。 


六 世 菊 五郎の 養子。 昭和 二十 ニ 年 襲名。 現 
菊 五郎 劇壇の 立 女形と して 古典に 新作に 大ぃ 
に 活躍。 


大谷友 右 偉！ 門 （七 世）''  忠臣 藏 "七 段 目の ぉ輊 

OTANI  TOMOEMON  VH  (1920-) 


中 村 歌 右衛門 （ 六 世）  '、篛 釣瓶" の八ツ 橋— 

NAKAMURA  UTAEMON  VI(i9i7~) 


六 世の 養子。 前 名大 谷 広太郎 。子役と して 驗鱗定 とた、 ぇら 
れ ていたが、 従軍 七 年。 帰還 後 女形と して 活躍。 二十 三年 七 世 
を 襲名。 最近は 映画界に も 出演、 好評。 これは" 忠臣 藏 "七 段 
目の お 軽。 


五世の 次男。 前名 芝 飯。 昭和 二十 六 年 六 世を 襲名。 天成の美 
貌と 気品 ある 芸風、 若 < して 名家の 名を 辱し めない。 毎日 文化 
貧 授賞。 これ 丨よ w 籠 釣瓶" の 八つ橋で、 非常な 好評で あつた。 


15 


坂 東 毒三郎 


桐一 葉" の 片桐且 元 


BANDO  JUSA 巳 URO  (1886 〜 


現 関西 刺增 の重鎭 。最近 この w 桐一 葉" の 
片桐且 元を 演じて 最も 好評。 


乂 


へ 

ぐ 


■:t  、v 
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市 川 壽海  ''桐一 葉〃 の 木 村長 門 守 

ICHIKAWA  JUKAI  (藝~) 


前名 壽美藏 。故 左团 次と 共に その 二枚目と して 活躍した が、 
戦後 関西 劇壇に 移り 重用 さる。 この'' 桐一葉" の 木 村長 門 守は 
近来の 傑作と 評せら る。 


片岡仁 左衛門 （十三 世）  ”太 功記， 十 段 目の 光秀 

KATAOKA  NIZAEMON  Xffl  (m3 〜） 


H 世を 父に、 昭和 七 年から 七 年間 靑年 歌舞伎の 座頭 t して 
活躍。 昭和 二十 六 年 十三 世を* 名。 現在 •閱 西歌籌 伎に 奮關 。東 
西の 芸風の 長を t ねて 名門の 名を 辱し めぬ。 これは’、 功記" 
+ 段 目の 光秀 „ 
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へ n 


m 


V ミ • 


市 川 団十郎 （九 ttt)  歌舞 十八番の ''E 力 六 

ICHIKAWA  DANJURO  IX  (1838-1903) 


江戸の 歌舞伎 俳優の 名家 七 世の 五男と して 
生る。 明治 革新の 気運に 乗じ、 歌舞伎 劇の 改 
良を 企て、 「活歴」 と 云われた 新 演出を はじ 
め、 名実と も 一代を 風龉 した。 これは 得意と 
する 歌舞伎十八番の 肋 六 0 


尾 上 菊 五郎 （ 五世） 
弁天 小僧 

ONOE  KIKUGORO 

(1844—1903) 


三世の 孫。 八 才で市 村 座主と なり 俳優と し 
て 市 村 家 橘を 名のり、 明治 元年 菊 五郎 襲名。 
九 世 団十郎 の 時代物に 対して 世話物を 得意と 
し、 両 入の 活躍した 明治 年間を 团菊 》 年代と 称 
した。 これは 最も 得意と すろ 辨天 小僧。 


’オ; ，ミ:、: 4 ■:ボ ，い'  へ， 
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'.夕: ノ 


、.パ: 属 


市 村 羽 左衛門 （ 丨 • h lll:)  '’俠 客 春雨 傘'’ の 大口 屋喚雨 

ICHIMURA  UZAEMON  XV  (簡 


+ 四 世 羽左衡 n の簦 子で、 八 t にて 初舞台、 明治 二十 六 年 七月 家 橘を つぎ 
団十郎 、荀 五郎の 薫陶を うけ、 同 三十 六 年 十月 羽 左 衛門路 名。 様式 的な 時代 
物 や 派手な 世話物に 長 じ、 ことに そのす ぐれた 容姿と 張りの ある 名 調子から 
生れる 生 世話物の 妙 演技は 天下一 品の 名を はしい ま、 にした。 晚 年まで 水々 
しい 色気を 失わず、 万年 若衆と うたわれ たが、 いかにも 歌舞伎 役者ら しい 最 

後の 役者で あつた。  20 


鈴ケ 森" の 白 井播八 
(長 兵衛 は左団 次） 


. 


ぬれ:々- 


个 ” 雪 暮夜 入 谷 畦 道の 直次郎 


七" 与 括 情 浮 名 横 渐 の与三郎 


源平 布引； flr_ の 実 盛 


: 


が ト 

私' 


尾 上 菊 五郎 （六 世） 

鏡 獅子" の 後ジテ 


五世 菊 五郎の 実子。 明治 兰 + 
六 年 三月、 菊 五郎 典 名。 幼時よ 
り 団十郎 、菊 五郎の K しい: 电陶 
に 芸の枯 傭を 体得、 性 来の 銳い 
カン t 旺盛な 研究心と で 歌舞伎 
に 新生面を 開いた。 時代物、 

世話物、 新作、 舞踊に 亘 つて、 
老若男女 あらゆる 入物を 見事に 
丨寅じ 別け る 広い 芸域を もつ た 近 
代の 名優 だつ た。 昭和 ニ H ^ — 年 
芸術院 会員に なり、 沒後俳 後と 
して、 初の 文化 觔 章を 授与 さわ 
た。 


; .-沈 - 


假名 手本 忠臣 藏 "六 段 目の 勘 平 


I 玉 兎 


十'' 芝 浜の 革 財布 
の 魚屋の 政 五郎 


， w 紅葉 狩" の 更科姬 


孤城 落 月 の 淀 君 

NAKAMURA 
UTAEMON  V (1865 〜 1940  ) 


近 江 源氏 先陣 館の 盛 網 

NAKAMURA 
GANJIRO  (1860-1935) 

明. 大 •昭 三代に 亘り 関西 劇 
壇に 覇を なした 名優。 


団菊殁 後の 東都 劇界を 掌握 0 ''孤 
城 落 月〃 の 淀 君は その 当り 芸。 


驚. 


t 岡 仁 左衛鬥 （H -一 世）  ■■堀川 •の 与次郾 

KATAOKA  NIZAEMON  XI  (1857-1934) 

填 •歌と 相 並んで 東西 劇界の 雄。 •堀川" の 与 次 郎は片 岡 
進の一。 


右上 松 本 幸四郎 （七 世）  ” 先代 萩〃 の 仁 木 5 摩 正 

MATSUMOTO  KOSHIRO  W (1870-1949) 

父は 藤 間 勘 右衛門、 師は九 世 団十郎 。''先代 获 〃の 仁 木 弾 正 
は 松 本の 家の 芸。 

右下 市 川 左団次 （二世）  ''大 否 •， の 馬場 三 耶兵衛 

ICHIKAWA  SADAN J 丨 II  (1880~1940) 

新 歌舞伎 し 新機軸を 開き、 自由 劇場 創立。 ''大盃" の 馬場 ニ 
郎兵衛 は 初代 讓 りの 当り 役。 


左上 市 川 中 車 太 功記’‘  + 段 目の 光秀 

ICHIKAWA  CHUSHA  (1860-1936) 

前名 市 川 •八 百藏 。明治. 大正 期の 名優。1' 太 功記" 十 段 目の 
光秀は その 当り 役の一。 

左下 実 川延若 （四 世）  ”樓門 五三 桐" の 五右衛門 

JITSUKAWA  ENJAKU  IV  (1877-1951) 

関西 劇界で 揭治郎 にせ まる 名手。'， 樓門 五三 桐” の 五右衛門 
は 最後の 舞台。 


个沢村 宗十郎 （六 生）  " w 当'’ の 名 古 屋山三 

SAWAMURA  SOJURO  VI  (1875-1949) 

和 事 •女形を 得意と し、 帝劇 時代は 大いに 帟 つた。 


+ 守 田 勘彌 （十三 世）  ''忠臣 簌‘の 定九郎 

MORITA  KANYA  Xffl  (1895-1932) 

市 村 堕から 帝劇に 入り 二枚目を 得意と し 新釗ノ V 面に 笋カ した。 


个中村 梅 玉 （三世）  '壽 門松" の 女房 おきく 

NAKAMURA  BAIGYOKU  HI  (1875-1948) 

祺治郎 の 女房役と して 関西 劇界に 重きを なした 。これは 得意 

の 近 松 物の 女'' 壽 門松" の 女房 おきく。 

、レ 尾 上 松 助 （四 世）  ，'玄 治 店の 蝙蝠 安 

ONOE  MATSUSUKE  VI  (1843-1928) 

として 近世の 名人と うたわる 。これは'' 玄治 店" の蝠起 
安で、 当り 役の 一。 


f 和 


■ 


筋 隅 （暫 、矢の 根、 和 藤內、  猿陳 （朝日 奈 

車 引の 梅 王 


隈取り、 単に クマ ともいう。 歌舞伎 俳優が、 顔面 表情を 誇張 强調 する ための 化粧 法の 一種で ある。 
シナ 劇に も 「瞼 讅」 と 称する 隈取りが 行なわれて いるが、 この 両者の 連関は 明確で ない。 歌舞伎では 
じめ て 用いた のは、 初代 市 川 団十郞 で、 延宝 元年 （1673) に 坂 田の 金 時に 扮 して 荒事を 演じた とき だ 
という。 暫 •曾 我の 五郎、 車 引の 松 王、 梅 王、 時 平等、 その他 数十 種に のぼる。 
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尾 上 栄三郎 の 天竺 德兵衡 天竺 德兵衞 の 狂言は、 文化 元年 （ 1804 に 初代 丨名上 松綠 が; W 
じた、 鶴屋 （大） 南北の 出世作。 その子 尾上栄 H 郎 （後の 三世 势五郞 も これを 得, •；：<： とし 
た。 見 あらわしに なると、 樋の ロから 大きな 篓か •のそのそと 出て 〈る。 やがて 蟇の Vf が荆 
れ て、 德^衞 が 印を むすんで あらわれる。 代表的な 复 狂言。 この 錦絵ので きたのは、 文化 
六 年 六月 （ニ 森 田 座に 「阿国 御前 化粧 鏡 j という、 不破 X 占屋の 此界 に 天 5 德兵衞 をから ま 

せた 狂言の 時。 絵師は 初代 歌川豊 国で ある。 大演劇 博物館 a)  28 


ニ 代 目 団十郎 の 矢の 根の 五那 「矢の 根」 は 歌舞伎十八番の 一つ。 曾 我の 五郎 時 致が 初 
春 早々、 炬燒 やぐらに 腰を かけ、 大きな 矢の 根を 破 石で といて いる。 くたびれ てつい うと 
うとと すると、 兄の 十 郞の靈 が あらわれて 危難を 告げる。 い、 きなりむ つくり 起きて 助けに 
馳 けだす という 芝居。 二世 市 川 団十郞 の創演 で、 大ザ ツマ も 演奏され る 勇壯な 荒事 芝居。 
初代 鳥居 淸滿 （ 1735  ~ 1785) の 筆で、 描 線の 顔面に 力 强い 特色の ある、 いわゆる 鳥居 流 
の 代表的 作品。 （早大 演劇 博物館 藏） 


御所の 五郎 葳と 「 勸進 帳の 富榷 とは、 故 十五 世 ポ 
村 M 左衞 門の 当り 役で ある。 この 原画は 尺 五の 絹本で、 
伏 木吳为 氏の ^ 衣裳 その他の 料 彩、 細部の 模樣 等に 
至る まで 非常な 努力に よって 成つ たもの。 故 優から 直 
接 演劇 ff 物 館に 寄贈され た 十二 幅のう ち。 （半大 演劇 
博物館 藏） 
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東京の 歌 嬅伎座 

昭和 二十 六 年 一月 
に m 興 成つ て 開場 
式を 挙行した 歌舞 
伎 座。 コンク リー 
ト構 造を 桃 山 様式 
に遑 用した 豪華な 
败堂 。収容 人員は 
ニ 千 六 百。 • 


て、 その 活動 領域を 年 
々にせば めら れ ている 
のが 実状な の だ。 とい 
つても、 それは 我が 日 
本 ばかりの こと だけで 
はなく、 アメリカ でも 


中 村 吉右洱 (票 i B の 近影 

昭和 ニ 土 ハ年-f 一 S 百 文化 g 章を 
授与され た。 それを W 用した、 栄え 
ある 当日の：-: >真 {毎日 _) である。 


現代 觏 


.現代 歌舞伎は、 芸術院 


会員に して 文化勲章を 授けら. 

れた 、中 村吉れ 術 門を 頭目と 

し、 関東 関西に 数 劇団 あり 〇 いう ふ 

うにい つてし まぇば、 それでもい、 の だ 
が、 それだけでは 現代 歌舞伎の 展望には 
物足りなぃ。 

だ， か、 何事に よらず、 現 ft のこと を ハ 
ッ キリと 片付ける こ •とは むずかし いもの 
だ。 歴史に しても 現代史は まとまりが つ 
けにく い。 それと 同様に、 現代に お； h る 
歌舞伎の 世界. を 見 わたして、 これは こう、 
あれは こうと、 テキ パキと 書き わける こ 
とは 存外 やつ かいで ある。 地図の 上に、 
国境 や 鉄道を 書き入れる ような わけには 
いきそう にない。 だから、 霞の か、 つた 
遠山を のぞむ といつ たような 程度に とぐ 
まる、 かも 知れない ことを 前以て おこと 
わりして おく。. 

〇 

.いつたい、 現在の 歌舞伎 劇壇は、 東京 
と 大阪の ニ* 所に、 その 本拠 •か ある だけ 
たといつ てよ かろう。 

劇場で いえば、 東〗 示なら ば 先ず 歌舞 ^ 


座、それに新橋演舞場か明治座のどちら 
か、、、 歌舞伎を かける とすると、 大 劇場が 
ニ 軒。 この 三 座と も 歌舞伎を. かける よう 
な ことは、 一年のう ちに ひと 月 かふた 月 
というの' が 現状 だ。 三越 劇場 も 昨年 あた 
力までは 歌舞伎を やつた、 が、 近来は 新劇、 
現代劇、 もしくは 文楽な どを 主と する よ 
うにな つてし まつた。 ほかには 浅 草のス 
ミ ダ 劇場の かた ばみ 座と いう、 ドサ 廻り 
に 近い 一 劇団が ある。 それから、 しいて 
数ぇれば、 浅 草 公園に 女 剣劇が いくつか 
あるが、これはど ^,- らか 
といぇば.、 軽演劇の 部に 
編入した ほうがよ さそう 
である。 

大阪 には、 収容 人員 三 
千 人を ほこる 歌舞伎 座が 
あり、 道頓 堀には なお 中 
座に 歌舞伎の か、 る 場合 
も あるよう だ* か、 每月 
すると 一、 ニ莖と いうと 
ころ。 京都 四 条の南 座 も、 

歌舞伎 おどりの 発祥地た 
る四条 河原を 記念して、 


歌舞伎 劇場ら しく、 軒に 櫓を 上げて はい 
る もの、、 歌舞伎を •かける のは、 恒例に 
なつた 十二月の 顔見せ 興行 以外には、 あ 
の 月 この 月と、 ほんの かぞえる ばかり。 

中京 名古屋 でも、 御園 座に 東京 ゃ大阪 
の 俳優 陣を むかえる 時 だけが 歌舞伎 興行 
といつ た 状態。 その他の 各地 方、 たとえ 
ば 仙 台、 横 浜、 静 岡、 新 潟、 金 沢、 西の 
ほうで 岡 山、 広 島、 福 岡 等々 にしても、 
常設の 映画館は たくさんに あつても、 歌 
舞 伎の 常 打 劇場は、 ほとんど 一つ もない 
とい つても ょかろう。 もちろん、 それら 
.の映画館も、歌舞伎ゼって新劇だって上 
演 できる 設備は 持つ ている の だから、 巡 
演歌舞伎を時としてかけるところはある 
'がそれ はとき たまと いうに 過ぎない。 

〇 

こう 見て くると、 歌舞伎の 現状は、 う 
ら 淋しく 感ぜられる が、 これが 歌舞伎 ば 
かりの ことでは なく、 演劇と いう もの 全 
体の ことなので ある。 

要するに、 役者が 直接に 舞台に あらわ 
れる 演劇なる ものは、 映画の 進出に ょつ 


写真 右 大阪の K 鋒 伎 座 

丨 災を免 がれた 千 h 前の 七 
奸、 綜合 劇 埃。 い ま 大阪驮 
舞 の 本拠で ある。 

写真 左 京都の 南 座四条 

河!*; (の來 力 ■。軒に 背な*: ら 
の愤を I •.げ て あるの も ゆか 
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フランス でも ィギリスで もという ように 
世 界 的の 現象な ので ある。 

もとょり演劇 (: は、演劇独特の価値と 

意義- -J を もつ ている から いつまて たつ 
ても、演劇が映画に置きかぇられてしま 
うは ずは な. いが、 社会の 慰 楽 施設と して 
は、 どうしても 映画の ほう、 がいち じる し 
く優勢になってきたことは否定できない。 

ゎ、が：！：本だ ^/ ;: .っいて考ぇてみても、 
今か.ら三十年前 (: は、トーキー時代 (: は. 
いつて いなかつた から、 演劇と 映' 幽と は、 
その 勢力は 半々 の 対等 だつ た。 しかも、 
その 演劇の 八十。 ハー セン 卜までは 歌舞伎 
だ つたと いつて よい。 ところが 今日では 


臨して いたの' が、 «1-: 今ではゃっと- 


一一 


十。 ハーセ  ントに なつて. しまつた といつ て 


映画は トーキ ー から 天然色と めざましい 


発達を とげた ばかりでなく、 一方、 演劇 
といぅ ものの- 9 i>、 新劇 や 経 演衛や レビ 
ュー のた ぐい' が、 ぐつ と 増大した ので、 
歌舞伎の 領域は 押されざる を 得な くな つ 
た。 つまり、 三十 年 前には、 歌舞伎は 演 
釗ぜん たいの ベ fr 1 セントを 占めて 君 


むょかろ.ぅ：それは、先き (: 述べた1ー'街 
中京における驮舞伎劇場の数の上からも 
肯定されるわけである。 

どぅしてこんなことになつてきたのか 
かつては、歌舞忮は六七十年前までは、 
刚十郎(九世).菊五郎(五世).左刚次 
(初代) の 三 8優をはじめ、七 1«: 阐藏、 
三世仲藏、-へ世ヤ四郎、中村宗十郎らの 
活躍はなぱなしく ' =本啡！の演劇とし 
'て、 都会と いわず 地方と いわず、 あら ゆ 
る 劇場は 歌舞伎 以外の ものを 上演す る こ 
ともなく、：！：本じゆぅの入気をひとり占 
めに していた ので ある) それが どぅして 
せばめられた 演劇の ニ、 三十 パ ー セント 
といぅょぅに追いこまれたのだろぅか" 
この 答ぇは 比較的かん たんで ある。 端的 
にいぇば、 時代 文化の 推移に ょつ て、 民 
衆の支持を得ること'が闲難 (; なつたか.ら . 

、、こ 0 


0 


でも、 東京、 大 阪の両 
歌舞伎座は、開演すれば、 
いつも 滿 眞 になる ではな 
いか。 六 百 五十 円 もす る 

切符に ブ レミ アムが つい 

て、千円になりニ千円 (: ‘ 
さえな つたと いうでは な 
いか。. 「源氏物語」、 は 三 
千円とぃぅ声さぇ爪たと 


ひ 


ら 


ま 


がと 切 安 どし" 
} だ 入りな ろ 
世 顔 名ん も 主お 
11 1 なでのぅ 家き 
< ぅ 者 後 この. 書 
藏ょ 役最の 三の 
仲の 枝た 三 新人 
村 蛙 鉑れ与 結の 
中き 歌われ 髪 此 
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ぃぅから、ぃかにも读氕はょさそぅだカ 
その実 態は というと、 それは、 このごろ 
の 社用族と 哼ばれる階級の ['}1 体兒物'が多 


いからだといつても過ー：：：：ではあるまい 

〇 

次に、この現代の歌舞戊を構成してい 
る、 といぅ か 背 a つて 立つ ている 俳優は 
どのく. らい あるの か またこれを制ヵし 
ている 興行 者には 識れ .i n ' が あるの だ ^, 
ぅか。歌舞伎人国記はどぅいぅものにな 
るの だろぅ か。 

それを見る前 (: 、い*っまてもないが、 
見物す る 人、 がなければ あ. り ゆる 演劇 も 映 
画 も 成りた， ない の だから、 祝 代 歌舞伎 
の 構成 メン、 'ハ— として 見物の 参加して い 
る ことは 第一 要件で あり、 前提で も ある' 
しかし 見物の 数は、 だいたい 劇場の 数と 
比例するのだからはぶくとして’成接の 
担当者について考ぇてみょぅ。 

歌舞伎の 担当者は、 興行師と 俳優と 従 
業以と (:. 分かたれる。営業場たる劇場の 


33 


下の 俳優 数は 少なくも •.倍 T- 
の三百人はあるから、.狄舞は 
俳後の総数は五西名をくだ.，” 

ない-こいえ るて あろ ラ-.、 

この 外に 大道具、 小道具の 
関係者、 下座 音楽の 雠 しか、 

衣裳方、髮の方面など、そぅ 
ぃぅ直接の従業 |1 が、少 く* っ ぜんたぃで 
は百名以上には達するであろ*っ  これ.り 
の 人々 は そ n ぞ れの劇闭に附厲してぃる 
わけ だ。 

〇 

このょぅに、約五 ^ ,バ !: 0ぼる歌舞戊 


谢 竹 親 5 :: 5 
忪の奵、帥 
弟、 みがり U 
兄年屮古ぁ興 
谷 -:-の芝 :^ ぃ 

i 

白 


ことは〗 刖に 述べた から 略す る e 
さて、 歌舞伎の 興行 者は _ ^ と 考ぇて 
みると 松 竹 株式会社 一軒 きりだから おど 
ろく？ 社長の 大谷竹 次郎と 先日 物故した 
白 井 松 次 郎の 、双生児の 兄弟の 占有 だっ 
た 感が ある。 もつ とも 初めから そぅでは 
ない ので、 約 五十 年間に、 劇場の 買収と 
俳優を傘下におさめることに成功 -1 た立 
志： H 中の 人た る ことは- ^. 知の 事実 だ。 京 
阪では 大浦新 太 郎 .•安田 彥次郎 •尼 野 貴 
之 等を、 東京で も 田 村 成義 、帝劇の 山 本 
久三郎 氏な どの お 株を 追々 に 手に 人れ た 
ので あつた。 これにたい して 小 林 一三 氏 


いたの だが、 現在では、 一、 ニの 小 興行 
者を のぞく と、 松 竹 だけと いうの' が 実状 
である。 

しい.て異をたてれば、前進座が長十郎、 
翫右衛 門、 国 太郎、 芳三郎 その他の 歌舞 
伎 俳優を 糾合して おり、 また 歌舞伎の 巡 
演 もやつ ている ことを 特記して おけば ょ 
いであろう。 

けれど も、 歌舞伎が 独占 事業の ょうな 
形を 取る ことは、 俳優 その他の 競争 意識 
ゃ研究意愁を低減させるぉそれもぁるか 
ら、決して好もしぃ状態ではなぃのだ、が、 
これはっまり歌舞忮の興けとぃぅものに 


東 {玉は 一時 歌舞伎 劇団を ^ して 対立して  経済的の：： がと もな うか 


映画 以 


上に困難な水物てある証換たともいぇる 
ので ある。 

いわんや、歌舞伎.のょぅに、古典的な 
文化財の 公演は、 文化 事業で あり 公益 事 
業と して 取り扱わるべき もので、 営利 会 
社 (: ,ー任しておくことが間ちがつている 
の だ： ィギリスで も フランスても、 ^* 典 
劇をー年に六十パーセント以上演^::する 
国立劇場 (: は、国家が助成の手を延ばし 
ている = いまのぅ ちに 保護の" 途を 溝ず 
る 必要が あるの だ。 

歌舞忮俳優の数は、1:三年 |3!1 の調杏 {: 


ir c* *u  の 力 Mn 
8 題 役者と い 


よると、 名 題 役者と 称す 

本中にニ百名前後はある 

うのは、 その 昔 六、 七十 年 前、. 歌舞伎 劇 

はなやかなけし頃には大いに羽振りをき 

かしたものだつた"江ー13時代の1劇団と 

いうか1座の構成法ていぇば、味跟を中 

心と して 名 題 役者' が 四、 五 8も配眞され 

n ば大 一座で、 その 下に 相 中上也 という 

名 題 下と も 呼ばれる 役者が 数名、 その 下 

に相中、その下 (: 下立役とか4<部屋また 

は 稲荷町な どと 呼ばれる ものが あつた わ 

けである。いまでは、猫も杓子もといつ 

てい、 ほどに、 ちよつ とした 役者は 俳優 

忮会の 承認を 求めて、 名題におさまつて 

いたから、こんなに数'が多いのである" 

だから 歌舞伎 座で も、 名 題 役者' が 「いら 

せられ ましよう 」 というた つた 一つの せ 

り ふしかない 役 だつ たりす るので ある- 

M 幡に中  服 软收 。で 他 まあ、 かり 
装た 場 頭， 河 も 舞た 神岭 

しの番門の門献げ呦-n  に そういう あ 

i £ == £ _ l l 
友'衛 -|.- |4 承 郎の の软の 罢 すれは その 
上 舞阁る 之 下 十 畑 もは 郎の 
真肷長け5真長技のれ十郎 
写の随 お忖 写岵舞 系 こ提人 


役者の多くは、五、六の劇団 (; ぞくし'て 
おり、 他 !: 無所属と 称すべき 人々 も ある。 
歌舞伎 (: ぉける劇団組織は、戦時体制の 
- つと して、 情報 局の 芸能 課が 便宜上 t 
ぇ出した名残りであつて、新劇における 
'か 如く 合理化され たもので はない から、 

ム WIL Ji 自在な ものである。 

屮村 ,1| “衛門を盟主とする占6衛門劇 
['J-! {: は、 松 本 幸 四 郎 •中 村 歌 右衛門 •中 
村勘三郎をはじめ、老巧市川_藏.中村 


乂 五郎 •片岡 市藏. 澤村訥 升 •市 川阐之 
助 . 中忖 _| 1] 十郎などと _ ，ぅ入 々か る 
時代も 1«- 活も舞踊劇も、りっばにぃける 
陣容 だ。 

菊五郎劇団と呼ばれるのは、六代目な 
きあとのー喵で、市川 ^ 夂藏を長老格に 
して、 ^ 上梅幸.磁上松緑.坂東彥三郎 
:ポ村羽左衛門^中村瘤助らのほか、 ^ 
h 鯉三郎 •河原 崎 權十郎 .¥ 上 多 賀之丞 
• It)- 川照藏 といつ た 人々 がぞくし ていて 
これも時代に世話 (: 舞踊劇にと、はつら 
つと した 活勒 をつ、 > け ている。 六 代 目の 
沒 後一* 月 も 休演いた しません と あるか 
ら 、その 一致 忮カぶ りが 思い やられる。 

市 川 猿 之 助 一座と 称する もの も あつて 
市 川 段四郎 •市 川 松 蔦 •岩 井 半 四郎 •澤 
村 源 之 助ら がぞくして いるが、 この 一座 
では 大 歌舞伎を あける ことは 少 々困難な 
ので、 他の 劇団との 合同 や 無所属の 有力 
人の 参加を 求める ことになる' 

前進 座が、 もつ とも あざやかな 劇団を 
組織して いる ことは 前に 述べた 通り だ。 

東京で 無所属 者と 見なされる 中には、 
市川三升.中村時藏.市 )|| 海老藏.澤村 
訥子 •大谷 友 右衛門 •中 村 芝 鶴 •市 川 八 
百藏.市川小太夫とぃった人々がぁつて 
随時 客分と して 合同 出演の 形を とる ぅだ 
，、し、 中 村会な どい ぅ 時には、 吉 •歌 • 
時な どの ほかに 大阪の 中 村棋 治郎 •中 村 
富十郎 など も 参加す る e 

関西 歌舞伎は、 大阪の 歌舞伎 座を 根城 
にして、 大同団結を している。 阪東寿 三 
郎 •市 川 寿 海を 長老 格に して、 中 村 腐 治 
郎 •片岡 仁 左衛門 •坂 東茲 助. 中 村 富 十 
郎 •実 川 延ニ郎 •嵐 雛 助と いつたと ころ 
が 中心に なつて いる。 この 中の # 年 連中 
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を、 ^ 助と 武知： n 鉄 ニ 氏と が 指導して、 歌 
舞 伎の 再検討を やつて いるのは 注目され 
てい、 0 

また、 一時 東宝 劇団に 加わつ ていた 嵐 
一一 ーも衛門 は衝 团新潮なるものに加わつて 
京都の-南降：で現代劇をゃり、市川八 71 藏 
など も 加わつ ている。 歌舞伎が 現代 大衆 
劇を やる 試みは、 わたくしは 歌舞伎の 機 
護保存とは別の立場において賛意を表し 
また 注目 もして いる。 というのは、 歌舞 
伎の 演技 力を 現代劇の 中に 消化して もら 
いたいから だ。 

なお、 この 際 注意して おきたい のは、 


歌舞伎 役者の 生活 問 越、 侍 偶 問題で ぁる。 

—— これは 立ちい つたこと になる から、 
正確には わからない ♦か、 頭目の 諸 優を の 
ぞいて は、 生活は 一 ばい 一 ぱい、 むしろ 
赤字財政と いぅの が 生態の 実相で ぁるら 
しい。 二十 年 三十 年の 年期のは いつた 老 
陵に して、 一と 興行 (二十 五日 間) で 一 
万円前後、ニ万円 (: 達しないとぁつては 
苦しい わけ だ'' 

おまけに、歌舞伎の世界には、相当に 
封建的な ものが 残つ ている から、 何かと 
散 转 •か 多い。 だから アルバィトを やつた 


絵本 太 功記 每三郎 の 光秀、 
寿 海の 卜 次郎、 •十郎 の 初 
* ■九 時媒を 除けば 卡节 対 

丙の 第 •線の 役荇 である 


り、 細 ^ ' が おしる こや おでん やを やらな 
くて は ^といぅこ.と (: もなる。好きな 
ればこそゝまた今から外の商売に ^ 向も 
な.“ ないから のバ止 むを 得ず の ^ 者 稼業 
も 相当 !: 多い ので ある。 世の 識者、 文部 
^ などは、それらについても芩 ^ をめぐ 
•b  L ^ L J^v  »b  i ^ L 

これに反して、映阔は何といつ.ても待 
遇がい、 ° だから、若チの役者が映_に 
出たがるのも無现はない"たつたニヵ月 
r.l 度で 何 卜 万といぅ、ー年かせいでも 315 
つつかないほどの大金にありつけるから 
て ある ■ 

〇 

さて、こぅした俳險なり、劇 [+] なりは、 
公演 (: 際しては、代厶 ^ と松仃の 1£ 脱 ?;- 
と ^ 逆して出し物、犴..： |) をきめる"東か 
な.- T ば 大 衫社技、高愤演劇部姣、 )|| ^ 湞 
•19: 、 遠 藤 爲存とぃった入々、関内ならば 
大衫の ほか (: 、11地 «! 行の^井 ^ 人邡 
u 比繁 i< 郎 、菱 ill lr. 'ij など、 い c た 人々 
が八 ||-: 坷 !: ぁたる.らしぃ 
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適の 
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劇 大祈 


,-1'. し 物の 多くは、 每 月の レ パ^ — 广ゾ— 
を通覽すればわかるごとく (: 、いょいょ 
:5*限されてきた感じを与ぇる。時代狂：：：：：1 
•世 ^ 狂：.：：；. 舞踊劇を 通じて、 だいたい 
七、 八十 種の、 極めっ きの 作：： i を 取っ か 
ぇ 引き かぇ、 配列 !: ばかり 苦心して いる 
といぅ 状況で、 新作 h 演はニ •五 割を 出 
ないといつてょかろぅ。あまりに ¥- 調 {: 
なってきたので、通し狂-.:::'がボッポッあ 
.らわれはじめた- さて また 新作を 提 fft す 
る人もまことに寥々て、宇 
野倍太氏 :: 永田衡し：：氏位い 

だとい つても ょくは なかろ 
ぅか 

これ !: たいする、 歌舞伎 
の 批邡家 、評論家 もたいせ 
つなの だ、 が、 いまのところ 
権威の、あるのは'叫卜屮来 
の劇評束たる-一- ^ ”人郎氏 
'が ぁり、 ぁとは 新 銳の： .if 論 
家とぃぅゎけだ'が、これも 
肷舞忮ニ術の推進カとして 
は、 人き な 力を 侍つ ている 
のだから、桁 ^ 的な :-/*. |評'が 


も. つと 盛んに 
なる よう 希望 
する 

〇 

終りに、 歌 
舞 伎の 現状 !: 
たいして、 わ 
たくしどもは 
どう対処すれ 
ばよ ぃので ぁ 
ろうか。これ 
を 滅ぼして し 

まぇな ど/- いうのは、 新劇の 中の 一部の 
人 だ It ' がいう はな. しで、 何とかして、 こ 
の文化遗産を有意義に持ちっ、、、けたい、 
というの が、 日本人た る もの、 念願 だと 
思う；〕 それ !: はどう すれば よかろう か'- 
わたくしは、 これにたい しては、 た、 v 
ーつの夢を語るにと、>めておきたい。夢 
には説明をっける必要はないから、別に 
具体的な 理由 や 方策は 述べなぃ I 。 

: 東西の 歌舞伎 淹を 、国立劇場に す 
ること"そうして、そこに 権威者 !: よつ 
て .1: 宰される歌舞伎研究所を置いて俳優 
の 再教 ff や ^ 稀の 調 ^ 研究を する 

公演は 年 六 M 以 h とし、 国立の こと だ 
から、 政府の 助成 も あつて、 人 場 料は. rZ 
円前後で私足るょぅにする 

歌舞は劇間はー -- っほど -:: 粘選して屮活 
を保阳し'地"の巡 |>'| 公演も定期的 (: 行 


待し、 後援し、 歌舞伎の 適正な 
る 鑑賞に 役 だ、 せ、 やがては、 
新時代の 代表的 演劇を 生む 母胎 
になる ょぅ、 ょき 演劇 感覚の 養 
戎 にも努カするょぅにしたい。 


' 


都 1^ 劇 ^ ふぅの人きなドラ 


—グを 作 e て、 銳衆の 代 ^ となつ て 支 


系播というと堅苦しいか 系図 調 ベ 
戶籍 調べの こと. である。 歌舞伎と いうり 
つぱな 演 $' が 父 もな く 母 もな く 木の 
枝から生れ落ちたょうに、.ぽつかり天か 
ら降つてくるわけはない。また、はじめ 
から、いま見るょうにすぐれた芸術 (: な 
つていた はず もない 腕白て どうに も 手 
のつ けられない 幼少 年 時代 も あれば、 三 
十に して 立ち 四十に じて 惑わず という ふ 
うに、 自覚して 立ち あがつ たこと も ある 
からこ そ、 たいした ものに なつた の だ。 
その ゆく たてを ざつと 述べて みょう。 

もうょ ほど 以前、 五十 年 も 前の こと だ 
が、 坪 内 逍遙 先生は、 歌舞伎と いう 芝居 
は、 じつに 複雑で、 いわゆる まともな 演 
劇のと ころも あり、 音楽 劇のと ころも あ 
り、 舞踊劇の 部面 も ある。 この 三つが ま 
たぉたがぃに泥清しぁってぃて、どれが 
1E 体 かつ かまえる のが 困難 だ、 まるで ギ 
リシ ヤ神 話に. /!,. てく る カイミ ーラ (カツ 
卜は その 想像. 図) という 怪獣 見たい だと 


いつたことがある。これはまことにうま 
い 養 諭と して、 今日 もな お 人々 に 記憶 さ 
.れ ている。 ヵィミ ーラは 三 頭の 怪獸で 、 
頭は ラィォン、 胴体は 山羊、 しっぽは 蛇 
に なつて いる。 それで 一疋の 勒物な ので 
ある。 わ' が 国に も、 鶴と いう 怪鳥が あっ 
て、 源 三位 賴政 'がしと めた という 話が あ 
り、 「鶴恩治」とぃって歌舞伎にも脚色 
されて いる。 どつ ちに しても 同じ だ' が、 
ちよう ど 歌舞伎は いくっもの 頭を 持っ た 
怪動 物の よう だとい つたわけ である。 こ. 
の、 少 くも 三つ ある 頭は、 みんな それ ぞ 
れ由 つて 来る ところ' が あつて、 歌舞伎の 
だいじな要素になつているのである。そ 
れ が どこから 来たの か、 その 系図 調べを 
しようと いう わけで ある。 

〇 

歌舞伎は もはや 現代劇ではなくて、 古 
典劇と呼ばれてさぇいる。同じく古典劇 
とか 古典的 舞台芸術と 呼ばれて いるもの 
、が、 日本に 四つ ある。 それは、 舞楽と 能 
楽と t 楽と、 この 歌舞伎な ので ある。 


舞楽と いう ものは 平安時代の お 公卿 さ 
んの 育てた もの、 大宮人 文化の 象徵 とも 
いうべき 典稚な 舞台芸術、 うたう 文句は 
なぃ が、 笙 •蓽螺 .琴 •琵琶 •笛 •太鼓 
などと いう 管较 楽に ょる、 いわば 日本バ 
レエで、 一千 年 以上の 伝統を 保有して ぃ 
る。 「君が代」 でも 「荒城の 月」 でも 
この 音楽 (雅楽) から 直接に 出て いるょ 
うな わけ •で、 日本の 音楽と 舞踊の 源泉に 
なつて いる。 

能氣と 能狂言とは、 鎌 食 * 至 町の 武家 
文化に育>て上げられた演劇で、謠曲とぃ 
う 脚本を 持つ。 これは 日本 オペラで 、六 
百年の 伝統を 持つ てい 5。 舞楽の 歌舞伎 


6 

3 


にたいする 影響は 間接 だが、 能楽に 至つ 
ては 父で あり 母な ので ある。 脚本 も 舞台 
も 楽器 も、 そつく り その ま、 貰いぅ けて 
歩み だした ばかりでなく、 「勧進帳」 も 
「道成寺」もみんないたぐいてきたもの 
なので ある。 

文楽は 入 形 浄瑠璃 芝居の ことで、 これ 
は 血を 分けた 兄弟 以上、 異体同心 といつ 
た 深い関係で ある。 文楽と 歌舞伎とは、 

江 一口 時代の 民衆 文化を 背景と して 並行し 
て 育成され た 音楽 劇で ある。 これが お 互 
いに 流通し 合つ たことは おどろく ばかり 0 
「忠臣 藏 J にしても 「寺子屋」 にしても 
「妹 背 山」 にしても 「廿四 孝」 にしても、 
みんな 人形 生れの 浄瑠璃 だつ たのを、 歌 
舞 伎が 無遠慮に 吸収した ので ある。 のみ 
ならず、 その 音楽 的 演出 法まで も 受けつ 
いだの だ。 

これで、 歌舞伎の 先祖 や 父母 兄弟との 
つな' がりは 一と 通り 判つ たわけ だ ♦か、 ど 
ん な 生いたち をし'  どんな 苦労を 重ねで 
古典 芸術にまで 成長した のか、 こんどは 
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文楽 人形'; 争播璃  i 丙 闇の お阍 。芸術院 
会 u— fVm 文 五上 r> のつ かつてい る确 m の 
お IfL  「去年の 秋の わずらいに いつそ 
死んで しもうたなら 一J の クドキ 0 


なる もの' が 起つ てきた ので.、 明治 期に 至 
る 三百 年間 女優を この 国が 忘れた 形ち に 
なつた ので ある。 

女歌舞伎がびしやんとやられると、 若 
衆 歌舞伎と ぃぅ 美少年 劇団' が 取つ て 代つ 
たが'  これ また 風紀 上の 理由から 間 もな 
く 禁止を 命ぜられた (■しかし、 人の 一生 
にして みれば、 歌舞伎 も 十六 七才 にはな 
つていた の だから、 その ま、 消える わけ 
にもい かず、 当事者は 政府に 歎願した の 
で、 二つの 条件が 提示され た。 その 一つ 
は 前髪の ある 若衆は 舞台に 出さない こと。 
もう 一つは レビ ユ ー 見たい な 歌舞は しな 
ぃで、 まともな 狂言 即ち 物真似 狂言ず く 

しを する こと ..... いう ニ 力 条を堅 く 守 

ることにして許可された。 

つまり、 こ、 まで 来て 不良 青年の 歌舞 
伎は、 まつた く 目の さめた ように、 魂を 
人 n 替えなければ ならな かつた。 二度 三 
It と ^ 令の^ 5:1たのか却ってタメになり 


演劇の 道を まじめに 歩みは でノ， 
じめたのである -o I やが 前 ^ 
て、 元禄 歌舞伎を むかぇ、 

元祖 市 川 團十郎 ゃ、 大近松 心の 
と 提携した 名優 坂 田 藤 十 郎 T 
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とか 女形 芸術の 大成 者芳澤 
あやめな どが 出現す る— に 
なる〃 要するに 三十に して 
立ち四十にして惑わずにな 
ったの が、 元禄 歌舞伎と い 
う 立派な 姿だった ので ある。 

あとは とんとんび ようしで、 

人形浄瑠璃と はお 互いに 交 
流し. て、 激励し あい、 おしまいには 人形 
の ほうの 財産を みんな もらい 受けて 大世 
帯に なり、 その上に 能楽 や 能狂言 も 民衆 
化して 取り こみ、 鶴 だか カィミ一ラ だか、 
ぇたいの知れないほどに、雑然としたヮ 
ンダフルな演劇になりすましたのであつ 
た。 

こういつた わけで、 歌舞伎は それまで 
の 日本の あらゆる 芸能、 舞台芸術を、 み 
んな流しこんだ大きな湖のょうな演劇だ 
という ことになるの だが.、 その もとはと 
更に 水源を たずねて 行く と、 結局は 散 楽 
(後の 猿 楽) という 山から 流れ出して い 
ること (: なり、この散楽というものは、 
約一千三百年も前 (: 、現今の中央ァジァ 
她 方から シナ 朝鮮 等を 経由して 日本に 渡 
来したものだ。こん {: ちの曲芫、手品、 
経 業、 人形 まわしの たぐいは、 散 楽の 一 
部な ので ある。 

歌舞伎の 系譜を たどつ て 行く と、 その 
もとは、 東洋 的 世界的な 血統を 持つ もの 
といえる わけて、 なかなか 面白く 愉快で 
U る 


その 歴史、 沿革を かいつまんで 申し上げ 
こ、 o 

人-^ 

生れた のは 江 一口 時代のは じめ、 慶長ご 
ろ だから、 ざつと 三诌 五十 年 前。 そのこ 
ろ亂流といつて大流行をしていた踊りの 
一派 念仏 踊りを、 出 雲の お 国が 京都の 四 
条 河原で、 入の 目に 立つ 踊り 方を した。 
これが 人気に かなつ て、 歌舞伎 踊りと い 
ぅ もの' が 基礎を すぇた。 男女 合同だった 
が'  女優 連の レビ ューが 呼び もので、 そ 
の あいだに 猿 若と いぅ 滑稽 寸劇 (すな わ 
ち 狂言) ♦か 演ぜられた。 これが そもそも 
の はじめで、 お 国を 見習っ た 舞踊 劇団 ♦か 
ぞくぞくと あらわれて これを 女歌舞伎と 
も 遊女 歌舞伎と もい つた。 それは 名の 如 
く 踊り子が 遊女を 兼帯して いたからで、 
しぜん エ D チックで も あつたので、 風紀 
上の 取締りに 手 こずっ たので、 三十 年 ば 
かりで 禁止され、 女性 芸能人の 出演が 一 
切 法律で 差 止められた。 そこで 女形 芸術 


写 楽の 大 首の 代表的 儒作诛 俺は 五世 市 川 M 

十郎 ，役は エ ■と 推定され てぃる。 


歌舞伎 役者の 美し さとい う ものは、 元 
来、 現実の 美し さとは ちがう ものな ので 
ぁった。 

象徴的な 手法で 幽玄の 精神を あらわす 
能と 比べる と 遥かに リアルな 歌舞伎に つ 
いて、 こんな ことを いぇば、 どこか 奇墙 
に聞ぇるかも知れ ^ 'が、夺れは歌舞伎を 
考ぇる 上に 於て、 甚だ 重要な 問題な ので 
ある。 

歌舞伎の 歴史を 知る ためには、 文献の 
他に、 錦絵 —— 芝居 絵を 見る 必要が ある。 

芝居 絵の 中に、 顔を 大きく 描いた 「大 
首」 という ものが. あり、 これによ つて、 
むかしの 役者の 顔は 大体 こんな もの だろ 
うとい う 見当が つく。 

大首は 男女の 役柄を 問わず、 多少 グロ 
テスタな 感じを 免 かれまい。 例の 東洲斉 
马 楽に 至つ ては、 しばしば 醜 怪 でさえ あ 
る 0 

だが、 そういう 韻 •か、 歌舞伎では、 美 
しいと いわれた ので ある。 


この 「美し さ」 は、 従つ て、 能の、 老 
女の 面の 美し さ-のよ うな もので、 ある 訓 
練を 経ての ちに 会得す る 感覚で なければ 
ならない。 

歌舞伎の 観客は、 今日では、 その 層が 
広くな つたから、 親切な 入門 書 も 必要 だ 
し、 いろ-^- 啓蒙 的な 試み も 行われる の 
だ •か、 江 一口 時代には、 そんな 順序で 歌舞 

伎は 親しむ 性質の ものでは なかつ たよう 

ご 0 . , 

町内の 人のう わさを する ように、. 役者 
の 名前 や 芸風が 耳に 人つ て 来る。 江 一口 全 
体 ♦か、 市 川 團十郎 に対して 郷土 代表と ぃ 
つたよう な 誇りを もつ ていた。 三 座 (中 
村屋 、森 田屋 、市 村 座) の 出し物 も、 新 
聞な どがない 時代 だつ た ♦か、 すぐに 伝わ 
つた。 多分 そんな こと だつ たのだろう と 
思う。 

だから、 子供の ころから 親しんで 来た 
歌舞伎の よさ や 面白さは、 人に 教えられ 
て おぼえる ような ものでは なかつ たの だ。 


役者の 顔の 美し さに ついても、 自然に 
江 一！ 一の 市民は 理解して いたので ある。 

では、 その美し さとは 何かと いぇば、 
現実を 造形 化して、 再現した ものと いぇ 
ばい、 かと 思う。 

舞台の 上に 立つ ている 人間の 身長は、 
(一段 高い 所に いるの だから 目立つ とは 
いつても) 観客と 大差ない の だか •ら 、何 
かそ こに 入々 の 視線を 引きつけ、 印象を 
強調す る 方法 ♦か とられなければ ならない 

近代劇では 「何げ なく」 勅 作し、 「何 
げな く」 ものを いう ことが 要求され るか 
歌舞伎の演技はその逆で、誇張がっねに 
行ゎれる。 歌舞伎は 誇張の 芸術な ので あ 
る 0 

汾装に しても 同様で、 まず、 立 役 — 
男の 役で も、 ふけ 役と、 特殊な 貧 事 師 {分 
別の ある 人物) 以外は、 原則として 白粉 
をぬ る。 実 事師の 一例と して、 家老の 役 
など、 いつても、 やはり 身ぎ れいには し 
ている。 「忠臣 藏」 の 由 良 肋な どは その 
い、 例 だ •か、 本物の 家老を ^ 生して、 無 
精 ひげを 生やしたり したので は、 興 ざめ 
であろう。 この ことにつ いては、 近 松 門 
左衛 門の 「虛実 皮膜 論」 という 有名な 言 
葉が、 穂 積以 貫の 「なにゎみ やげ」 の 序 
文に 引用され ている。 

要するに、 身ぎ れいに している ところ 
に、 役者の 役に 対する たしな み ♦かあつた 
ので ある。 そして、 これは、 幹 役 —— 悪 
人の 役の 場合 も、 少しも 変り はな かつた。 

別ない、 方では、 それ ♦か 役に 於け る 
「色気 I という ことで ある。 色気と いう 
言葉は 誤解され 易い ♦か、 歌舞伎の 美学、 
つまり 能の 「花」 に 該当するだろう。 

老け役で も、 敵役で も、 色気 •かなけれ 


ばいけ ない。 そして、 その 色気は、 現実 
の人問 |: 份する時にも、化桩法ゃ衣裳に 
一 稀の 工作を 施す ことにょ てて 表わされ 
るので ある。 

顔を つくる 上では、 目に 「目 ばり-を 
人れ る。 n を 「わる.、 眉を 濃く 引く。 

荒事に 至つ ては、 紅で^ をと る。 

すべて、 目鼻立の 特歃を 思い切つ て 発 
揮 させょうと している ので ある 3 

ところで、 そういう 顔は、 現実とは 大 
分ち がつ ている。 そして、 素顔が 美しく 
て も、 この汾 装に ふさわしくない 役者は 
大した 役者では ない。 

逆に、 索 顔が 美 1 くなくても、 こうい 
う 風に こしらえた 顔が 引き立つ 役者は、 

顔 だけで 立派な 役者 だつ たといえ るので 
ある 0 

鼻高という仇名のあつた五代目松本幸 
四郎の輯ばむろん ¥ 真がない時代だから 
はつきりはわからない .0 しかし、马楽の 
絵は、 槪 して 極端にまで リアルな もの だ 
つたと いうし、 耳 楽 以外の 絵師の も ほ、 > 
写 楽のと 共通して いるから、 五代 目の 顔 
は、 ある 程度 吾々 にも 想像 出来る。 

そして、 その 顔は、 敵役と いう 特殊に 
発達した 異様な 役柄に、 正にう つてつ け 
の 顔と いう こと ♦か出来る。 残忍で、 何と 
なく 妖気 さえ 伴つ ていて、 そして 立派で 
ある。 忮の 初演した 「BT たらい」 (時 今 也 
壤旗挙 )の光秀の鏵台などさぞかし見 
事な もの だつ たろうと 思う。 

明治 以後の 役者では、 九 世 ® 十郎 にし 
て も、 五世 菊 五郎に しても 立派な 顔 だ" 
この 二人の ^ 真帖 は、 なまじの 芝居を 見 
ているょりも堪能させてくれるほ1だが 
九代目のぢ真では、荒事の役が実にすば 


五世 驀 五部の 名 古屋山 H 寛 臞胤丨 A と 

いう 江 r ■•のに おいか‘ よく 川て いる- 


m じ く 五世* 五部の 三 浦 助義村 五十 

ニ才 r みずみずしい 落 武者 ふ が 全身 
に 表われて いる。 


九 世 ■十 郎の暫 地面に 根が 生えて いるよう 
な 嚴貴感 。荒: ギの 决 々 i_ さ 。すばらしい ◊ 

七 世 ■蒙の 石 川 五右衛 P*! 山門の 上から 手 裏 期 

を 投げた 不逞な つら だ i L い。 


近世の \ では、 先代 右衛 r 


らしい。 

浅 草 公園に 建つ た 銅像と 同じ ポ ー • ズを 
とつている九代目の「暫」の ¥ 真など 
隈が 盛り 上つ ている ょうな 感じで ある。 
'ま々、 荒事の 主人公の 第一条 件で ある 
刀の みなぎり、 が、 全身に 行き届いて、 顔 
にまでは つきり 出て 来て いるの だ。 

五代 目の ^ 真では 「鞘 当」 の 名古屋 111? 
三の 顔、 が 圧巻であろう。 優美な この 役を 
波' がどう 表現した か。 役の 性格を 真髓ま 
で 知つ て、 その 役に 陶醉 してで もい •るょ 
うな 表情が、 場面の 郎の 音楽 
まで 聞ぇ て 来る 感じまで 生し 
ている。 

以上 二人は 明治 劇壇を 代表 
する 名優 だが、 更に 團 •菊に 
もまして 見事な 顔を もつ てい 
たのは、 四 世 芝翫と 先代 團藏 
で、 芝翫の 「山門」 の 五右衛 
門 や 「車 引」 の 松 王の K 真、 

團藏の 「先代 萩」 の 仁 木の ^ 

真は、 正に 歌舞伎 美 そのもの 

といえ よう 


の 顔 だ。 気品' が ぁつて、 目 もと 
凉 しく、 これは また 現実の 美貌 
でも ぁつたの だが、 先代祺 治郎 
も 顔の 大きさ、 目の 美し さで、 

歌 右衛門と 並び 立つ 存在 だつ た ハ 
聪治郎 の 顔は、 荒事 風の 大百的 
のか つらに も、 和 事の ニつ 折の 
かっらにも、ぁるぃは武士にも 


町人に もょ く 似合っ た ◊他に 先 
:代 1: 左衛門の松王、あるいは中 
: 車の 光秀、. 先代 源 之 助の 定九郎 
丨 ；，B?S 先代 梅 幸の うん ざ りお 松、 そし 
て、 この間 死んだ 延若の 最後の 五右衛門 
等 も、；： S 真と して、 後代に 残る 資料で あ 
ろう。 

ところで、 こ、 にあげた 顔が、 我々 現 
実の 美貌とは いぇぬ 場合の 方が 多かった 
ところに、 歌舞伎の 秘密が ある。 

歌舞伎の 演技の 中に、 「見得」 という 
もの か ある 静止して画のょぅな形をみ 
せる 手法で、 中には 「だんまり」 のよう 
に、 見得を 連続 的に 行うた めに 作られて 

0世芝»の「助六」に於ける奪休期の立派 


^、 ^ .の ^ 郎の大きさは ^ 真で. 


- 


Irr r I 


rm、 


ご 


見得の時に、立役は目 
を 大きく 開いて 寄せる. 
つまり、 クワ ッと脫 むの 
である。 

この 顔を 見て、 美しい 
と 思う 者' が、 初めて 歌舞 
伎の陶酔者といえるのだ 
ろう。 

大首 絵の 顔 こそは、 こ 
の 睨んだ 瞬間の 顔を とら 
えた ものと 見て ょいので 
ぁろう。 

〇 

#*叩」 だ. の 「曾 我の 対 
面」 だのを みると、 主役 
が 見得を きる 時 !: 、 舞台 
!: 並んで いる 仕 丁 や 大名 
など' が、 化粧 声と いう も 
のを かける。 
f あ 丨 り や こ— り や 一 


hv 


反 I し、 最後に 


五世 《右衛門の「忠臣藏」六段目のぉかる 女 

方の美貌と试.£: ?: かご 4 な役 (: も |,|,. ている- 

初代® 治 部の 「障 屋-の 熊 谷 顔と その 中で も 
ょく 利 <目の驮舞伎美を見ていた.>5たい~ 

いる 芝居 さえ ある。 

この 見得 こそは、 役者の 顔を 特に 美し 
く 見せょぅ とする ことで も あるの だ。 五 
世 幸 四郎は 西洋人の ような 高い 鼻梁を も 
つていた から、 その 特徵を 強調す るた め 
に、 横向きの 見得を 屢 々演じた というが 
ふつう 見得は、 正面を むいて 行う の' が 原 


つけえ」 という C 
「でつけぇ」とは、むろ 
ん 「大きい」 という こと 

である。 

「大きい」 といぅのは、 観客の 方から 見 
て、役者 (: 対する「ほめ言葉」であつた。 

つまり、 舞台に 出て いる 役者の 与ぇる 
印象は、. 現実を はなれて、 もつ と 大きな 
感じ' が あるのを、 すぐれた 役者と したの 
である。 

「暂」 0 衣裳のょぅ (: 、大きな素袍を着 
て ルる ような 役は 扮装自 # 大きく み 
せるょぅにェ夫されてぃる、 
役者が見得を.した瞬間 {: 、ッケを打っ 


という 演^! が あるのは ^ の ^ ^ て銳客 
を剌激 する わけ だが、 時として、 役者の 
衣裳の 袖 や据 をう しろから 拡げて 見せる 
こと' が ある。 これ も、 ^ ^ を 大きく しよ 
うとい うこと なの だつ た。 

先代 幸 四 郎 、が 話 1てぃたのだが、九世 
團十郎 の 「一の ^ 」 須磨の 浦の 幕切れで 
熊 谷が 片足 ふみ 出した 見得を 
した 時 なぞ、 歌舞伎 座の 舞台 
力ら はみ 5；： 一す ようて あつたと 
いう。 そのく せ、 自宅の 庭を 
散歩して いる 九 代 目の ^ 真な 
ど 見る と、 傍に いる 者との つ 
り 合いから みても、 彼は 小 じ 
ん まりした、 老人の よう だ。 

九 代 目の 弟子に 当る 中 車は 
小さな 顔 だつ たが、 「十 段 目」 
(絵本太功記)の光秀の 7: チ真 
など見ると、実 (: 大きく見ぇ 
る。 この 方には、 まず 顔を つ 
くる 時に、 眉間の 疵 をず つと 
上の 方へ つける という 苦心が 
あつたので ある。 

九 代 目の 場合は、 それは 芸 
の 力と ひと 口にい つて 了ぇば 
それまで だ' が、 技術と しても 
その 足の ふみ 出し 方に も、 観 
客の 心理に 大きい という 印象 
を 与ぇる 巧 ^ な 間 かめつ たの 
だろう。 

この 團十郎 がの こした 仕事 
として、 明治の 「活歴」 劇 •か 
ぁる。それは、歴史の立体化 
という ことで、 文明開化 期に 
ふさわしい 新しい 演 $• 運 ^ た 
つた。 こうした 史劇の 主人公 


に扮 した M 十郎が 、今までの 软舞伎 には 


と 


なかつ た 演技を 発明した。 「腹芸， 
ぅのがそれだ' 

感情を_の中 (: 人れて、露恃に出さず 

+ I 世 仁 左* 門 「寺 子*」 の 松 王 光 樣な 、し 

か し是しい占 ^ さといぇょぅ 

中 車の 光秀の ) a 舞 c く かぐやく その 顔に， こ 
の逆賊の秘められた怒り*か燃ぇている. 
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四 世* 之 助の 定九郎 * の 華と いう/ ，葉が そ 
のま、 当て 嵌る。 


六 世 梅 幸の うんざり お 松 南北 物の 女の 頟梅 
的な 客 M 気があら われて いる。 


に、 それとなく 観客に 分らせよう とする 
手法 だ。 それ 以前に も、 こういう 演技を 
もってぃた役者はぃなぃこともなかった 
が、 _ 十郎に 依って、 完成を 見た ので あ 


る. 


という ことは つまり、 團十郎 の 時代に 
なつて、 初めて 観客が そのような 間接的 
表現に 甘んじた という 意味で も あろう。 
淀つ て 團十郎 以後、 ^. かしから ある 「忠 


臣藏」 四 段 目の 由 良 助、 「陣屋」 の 熊 谷 
などに も、 「腹芸」 の 要素' が 加わっ た。 
派手な 型から 地味な 心理描写に 移行した 
ので ある 0 

ところ' が、 この種の 演技は、 実は、 主 
人 公を 大きく 見せる ので ある。 饒舌な 人 
間ょりも 無口な 人間の 方が 何となく 大き 
く見ぇるょぅに、舞台ては、余り多くを 
語らず、 観客に 解釈を 委ねて 超然と して 
る 演技の 方が、 観客を 
感歎 させ、 また 大きな 
芸だと 思わせた ので あ 
った。 

むろん 團十郎 がすぐ 
れた技 倆の もち 主で あ 
つたから、 「腹芸」 は 
成功した ので あり、 た 
、>盲目的 (: そのまねを 
すれば、 かぇって 収拾 
のつ かない ものになる 
の だ， が、 演劇の 革命児 
だっ た 團十郎 が、 やは 
り 「大含  く 見せる j こ 


とを 考ぇて いたのは、 つまり それ' が 歌舞 
伎の 伝統 精神だった からであろぅ" 

覲 客の 中から 舞台に 向つ て 声をかける 
習慣は、 今日で も 廃らない ばかり か、 む 
しろ 盛んになつ た 傾向 さぇ ある。 主に 役 
者の 屋号を ょぶので ある' が、 むかしは、 
ょ^ 「大きい」 と..* つた ものら — - I 文 


と 


献を 見る と 「親玉 様」 とか 「大明 神 
かぃう掛け声もあつたょうだ'が、これら 
とても、英語のグレート (: 当る意味であ 
つたに相^連なぃ。 

「役者の 神様」 「大統領」 などは 大正 以 
後に 生れた 掛け声 だ' が、 すべて こうぃう 
場へ ロに、 超 特大 即ちの ちに 記す ^ 附 けで 
ぃう 「極大 上々 吉」 の 感じが ふくまれて 
いるのは、 おもしろ いこと だと おも ラ" 

歌舞伎では、顔の立派さに次ぃで、 «-: ム 
の- K きいとい うこと、 が 高く 評価され /' 点 
を、 以上の ベた、 が 「こまかい」 という ほ 
め 言葉が さかんに 行われる ようにな つて 


三世 延 若の 五右衛門 籌台 !: 轚氕樓のょう (: 

浮んだ 見 ^ な マスク ◊ • 

から、 歌舞伎は 変って 行く ので ある。 

従つ て 「大歌 舞 戌」 という 名称は、 非 
常に箔をつけたい、方なのである。 

これに 対して 「小 芝居」 風な 芸 という 
ものが ある ◊小 芝居とは むろん 大劇場 !: 
寸 __ > ての ^"*勒場ということなのたヵ ^ 
舞 伎の 役者の あいだでは、 小 芝居の こと 
を、 古い 呼び名で 「どんち ょう 芝居」 と 
呼び、 その 芸風を 低く 評価した。 

この" 改視 は、 階級 的な 意味では なく、 
その寅技に伴う 一 掉の くさみを 人 歌舞 
伎では 異端と 見た の' た。 

つまり「腹 |+.- ム」のょうに説明を少くし 
て、 含蓄 だけで 親 客に わか つても らおう 
とする ゆき 方を、 大歌 舞 ^ の最 右端と す 
ると  + 芝居の 方は 逆に 出来るだけ、 わ 
からせょう とする 最左 端て ある' 

ー例をあげれば、 「すしや」 の ド 男 弥 


「車 引-傘の 見潯も から 先代 幸四郎 の 梅 王 
六悅荀五郎の松王、先代羽左衛門の樓九" 

助と いぅ 役 だ。 この 役は 三位 中将 維 盛' が 
姿を やつして いる わけなの だが、 劇中、 
ほか !: 人の いないのを 見す まして、 ある 
じの弥ん-衛門'がこれを上唑へ敗して、敬 
いかしず くと ころ' か ある： 

チョ ボ (伴奏の 義太夫)' が 「忽ち かわ 
る い」  といぅと、 今 まて 小 走りに 右 
往左往 していた 弥助が 懐手を して悠 々と 
ニ ^ へ 上る， てして、 セリフ も、 公 _ の 
11 調でものをいぅ 0. だ。- 


こういう 転換は いかにも 歌舞伎ら し-, 
技巧で 面白ぃ の だが、 大歌 舞 伎では た、 > 
懐手を して 上り、 片膝を 立て、 坐る だけ 
で、弥助が維盛になつたということを表 
ゎすのに、 小 芝居の 方では 手拭に 針金の 
しんを 入れた ような もので 公卿の もつ i 刃 
を 表わし、 それを もつ ことによ つて 維 盛 
という 点を 強調す るので ある。 

こうすれば、親客は'はっきり弥助*か 
公卿な の t：' とわ かる-" 

親切と いぇば、 これ 程 親切な ことは な 
いが、 こ、 まです る 必要は むろんない。 

これは、 ひとつの 最も 分り やすい 例な 
の だが、 小 芝居の 方では、 演出、 演技の 
いろいろな 面に、 こうした 「説明」 •かつ 
くの だ。 

文楽の 人形な どを 見て いても、 人形っ 
かいの 中で 「説明 癖」 の ある 人は、 人形 
をいかにも人間らしくつかう自分の惋を 
感、 七 させよう として、 いろいろな ことを 
する、 

それら. は、 「くさい.- といわれる こと 
なの だ ◊小 芝居の 欠点 も、 そしてく さい 
ことで あ -2) : 

リァリズムが 歌舞伎に 入って、 喜 怒哀 
楽を 一々 表情に 呪わす ことにな つたら、 
それは 古典から 遠ざかる。 

.子役が 泣く 時に、 両手を こも 目の 
前にあげるだけで、哀れを誘う。その子 
役が 真実に 泣いたら、 それほど 哀れでは 
ない ものである 

古い 脚本を 見る と、 口惜し' がる 時に 「チ 
エツ」 といつ たり'  途方に くれた 時に 「ホ 
イ」 といつ たり、 おどろいた 時に 「ヤ テ」 
といつ たり、 切られて 死ぬ 時に 「ダ ア」 
といつ たりした ようで ある'' 


「暫」 の 衣* 柿色の 素 泡 大枚''  城 •か 

ゆるぎ出るょうな感じの，効 ^ を伴つ 

ている" 

役者は、 そぃう う 基本的 演技 
'がう まければ ょかつた の だ。 そ 
して その 中で も 「大きい」 芸 
と 「くさい」 芸とが あつたので 
ある。 

〇 

次に 歌舞伎の 脚本と 演出' が、 

役者と どういう 関係に あつたか 
考えて みょう。 

むかしは 各 座に 「座附 作者」 

という もの ♦かあつて、 劇場 專属 
(一年 交代) の 役者を 素材と し 
て、 脚本を 書いた ので ある。 

役者と いう ものは、 子役の 頃から 歌舞 
伎の世界に育つているのだ*か、名門の子 


は、 エス カレ—々 1に 乗つ ている よぅに 

年を 追つ て、 少く とも ある 段 ^ までは、 
「出此-できたのである。門閥なくして 


髮す きとい う® 向は、 驮 鋒 伎の 演出の I つの 
. ンヤン ルと なつた。 

「千 ^ 轍」 柄 川 内、 髮す きの 錦 蛤： ^ 培 おと 
わ *' 招川の髮をすいているところ おとわ* か 
絞の屮の夫の頰を兒ている点に沈意- 

が 「ぬれ 場」 の ラヴ •シ ーン で、 むかい 
合つて話をせず、ニ人とも正面に向つて 
動作を きめる ことは、 舞踊 的 要素が 入つ 
ている からで も あるか これ も 観客の 方 
に 美しい 二枚目と、 美しい 女形が、 同じ 
ょうに 顔を 見せる という ことを 考えて い 
るので あろう。 

「髮 すき，.」 の 趣 ^ も 男 も 女 も 正面を も 
くと いう ことから 始つ たのでは ないかと 
思う の だが、 考えて 見れば、 つねに、 ニ 


人の 対話の 場合、 少く とも 扇形に 開いて 
客席から 両方の 顔が 見える ように 演出 さ 
れ ている ことは、 歌舞伎の 末流を 占めて 
いる寄席の漫才 (: さえ、おもかげを残し 
ている 特色と いわなければ ならない。 

殳 者と 客席と を 最も 親 ^ させる 手段は 
歌舞伎 独特の 花道でぁろう。 

花道は、 能の 橋が、 りの 変形と いわれ 
ている が、 舞台の 左手に 横につ いている 
橋が、りを、花道のように客席を通る様 
式に かえた 人の 頭脳は、 実にえ らいと 思 
う。 能と 歌舞伎との ちがいは、 橋が、 り 
と花道との場合によくあらわれている。 

目の前を、 役者、 が 通る という ことを い 
かに入々が喜んだかは、今日でもたとえ 
ば 「S •津 I のよう な 芝居を 見る とわ かる。 
普通の花道の演出 !: 対しては、現在銳客 
の感覚が麻 ^: して、それをあたり前のこ 
とのよう !: 思つ ている から、 改つた 感激 
もない が 「沼 津」 の 十 兵衛と 平作が、 仮 
花道から、 客席の 間を 通つ て、 本 花道へ 
るあいだに、どんなに客席がざわめ 


力 

く か。 

これと同じ ことは、 「幡随 長 兵衛」 の 
村 山 座で、 主人公が 客席の 通路を 通つ て 
舞台へ 上る ところても いえる 

吉 右衛門な どは、 そぅいぅ 時に、 腰を 
か、、、 めて、 ^ 囲の 「お客様」 に、 いんぎ 
んに 挨拶しながら 通る、 が、 役者 気質を 波 
は 十分に もつ ている ので ある。 

歌舞伎の 役者は、 客席を たぇず 意識し 
ている ものである。 見物に 対して 当て込 
む芸とぃぅもの ^' ぁる。そぅぃぅ媚態，か 
露骨になる と、 前にい つたよう に、 芸が 
- くさく」 なる) 

しかし、 芸 'か 「大きい」 という ことは 


花暹の 効果 1 「竹」 の* 切“ 客 術の 屮 {: 
芘私の主人公がぱっかり浮んでぃる 

2 「忠 «-: *」花逍の ,,|', ，先代羽ん (|/ 門の助私 
* 五郎の おかる" 


役者が 見物を 無視す る ことでは 
ない。 九 世 !#] 十郎が 「馬 だら い」 
の 光秀の 花道の 出で 腰を 屈めて 
形をつけた時に、「成田崔ァ」と 
声が 掛つた ら 、その ;; を 睨みつ 
けたといぅ話が3わつている。 
し 力し 各の 声援を ぅるさい と 
思つ たのでは なく、 案外、 ^ 十 
郎の 家の 名称に もな つていた 大 
きな 目の玉を、 剝い てみ せた の 
かも 知れない と、 ぼくは 思つ て 
ぃる。 

「仕 初 式」 の 時に、 巻物を もつ 
て、 「一つにらんで鉀らんに人 
れ ます」 といつ て、 目を 剝 くの 
が、 S 十 郎の家 の ハ 母 年の 嘉例で 
あつた。 


仕初式ばかりでなく、襲名のロ上に今 
.でもの こつて いる 平身低頭の 形式は、 役 
者の 社会的 地位から 来たので はなく、 つ 
ねに、 客席に いんぎんな 態度を とる こと 
が 歌舞伎 役者の. モラル だつ たからで あろ 


ラ 


か 5 6 


時藏' が 「累， 」 の 土橋の 幕 外で、 二役 替 
つて出た腰元になつて、客席 (: 向つてお 
じぎをしたのも、：！上の時と同じ気持に 
なつて いたので ある。 

脚本の 作者が、 狂言 や おどりの 外題に 
役者の 紋や M -V;- をよ みこんだり、 せりふ 
QNS- に、 やはり 芸名な どを 人れ たりした 
のは、，役者と客席を仲介するため (:- 、作 
者が 勘いた ので ある。 

役者の 使つ た 校 樣や 色が、 役者の 名を 
: 7ti せて、 例ぇば 市松 校 様と か路考 茶の よ 
う !: 、 ひとつの 流行と なつた り、 役者' が 
内職に うり 出した 薬 や 化粧品が 飛ぶ よう 
に !.- 冗れ たりした 揚句、 役者が すてた 紙 ま 
で 争つ て捨 つたと いう 話柄な どは、 やは 
り江厂の歌舞忮役者の占めてぃた立場を 

「 iH ilt J の 千 本 松 拟 (: 於ける延若のギ作と寿 
: •郎の 十 兵 衛， 


二世 左 團次が 演じた 

「仕 初 式- この 形を 
してみせるの*か姅優の 
観客に 対する 最高の サ 
丨ヴ イス だつ た。 


ょく 語つ てきかせ る も 
ので ある。 

役者の 紋が 大道具 や 

衣裳に 大きく ついてい 
ると いつたよう な こと 
は、 純粋な 演劇と して 
は 許し 得ない ことで あ 


を 「でつ けえ」 とほめ るのと、 同工異曲 
であろう。 

更に 先代 羽左衛 門な どは、 すれち、 がう 
仕出_し(通りぬける役)に、 「橘 や」 と 
声をかけさせたり した。 歌舞伎十八番の 
「暫 」 ては 女なまずが主 \ 公のところ 
へ来て「もうし成田屋の兄さん」といつ 
たような セリフを いう = 現代ても、 こ、 
は 客席が わつ と 歓声を あげる 箇所で ある、 
歌舞伎は、 理論 だけでは 割り切れない 
点、 が 多々 ある。 近代劇の 側の 人が、 歌舞 
伎を 愚かと 見る 理由の 中には、 以上 あげ 


る'が、曝合 (: ょつては、 
それが ひとつの 景物と 
もな つてい るので ある C 
上方狂 -:-- ーロ (: は、ょくぁ 
る こと だ。 

尤も江ーロでも、 「切 
られお 富」 の 大詰に、 
捕り物、 が ぁって、 太 ぜ 
いの ,)} 、 が 出て 立ち 廻り 
がー 通りす むと 傘を 
開く。 その 傘に 役者の 
屋导が書いてぁるとい 
ぅこと. など も、 実は 奇 
妙な 話 だが、 「車 引」 
の 仕 丁、 が、 松 王の 見得 


四世仲*の「助六」のかんべら門兵衛浴衣 (: 

{豕 の紋 矜 の 図 と五つ銀木：：が校棣になっている。 

たょぅな、 役者 本位の 演出な どが、 入つ 

ていると田レぅ。 

しかし、 歌舞伎、 が 市民の 間に、 生活と 
して温存されて来た原2も、同じところ 
(: ある。， 

歌舞伎を研究するには、 「役者」 とい 
ぅ 角度から 見なければ ならない 点' が、 多 
いので ぁ •る。 
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作者 


について 

河 竹繁俊 


見習いには いるのは、 芝居 好きで 多少 
文字の ある、 外部の 青年が 多い。 南北で 


の 文^ 4? の 手に なつた もので、 座 附の作 
者は その 演出 事務の 遂行と、 舞台監督の 
役目 だけを 果す ことにな つてい る。 

明治の 半ば 頃までの 歌舞伎 社会は、 今 
日の ょうに 芸術院 会員な ど考 
ぇ も 及ばな かつた し、 その 昔 
し 河原者と いやしめられた 空 
気の 中に おかれて いたから、 

劇場 関係 以外の 人から 脚本な/ 

ど 提供され る こ ともなし、 ま 
た 求め もしな かつた。 だから 
狂言 作者の 仕事の 分量 も 多く 
また 重要な もの だつ た。 いつ 
て みれば、 

いまの 新劇 
団の 文芸 部 
と 演出 部と 
宣伝 部と を 
兼ねた ょう 
な 職務 だつ 
た。 だから 
組織 も 立ち 
作劇の 企画 
執筆な ども 

.整つ ていた。 

- ふるく 狂 

言 作者には 阻 段階が あつた。 第一は Q 作 
新で作者の主任とか部長にあたり、文芸 
部長で あり 演出 部長で あり、 脚本 執筆 責 
任 者で も あつたの だ。 第二を 二枚目 三枚 
目の 作者と いう。 次席、 次々 席の 人で 立 
作者を 補佐して 執筆を も 手伝う。 その 下 
の 両三 名を 狂 一一 11 方と い、、 その 下を 見習 
いという ◊この 四 段階を 通じての 人員は 
七 八 名から 十 名前 後、 座に より また 時と 
.場合によ つてち がう。 


稽古を する 練習 もし、 チ ヨン-^ と：^ f 
木を 打つ こと もは じめ る。 それからは 才 
能 次第で、 ニ 三枚目に 昇進し、 脚本を 少 
しづ、 書かせて もらえる よぅになる 0 
狂言の 企画は 立 作者と 座元 (今なら 
社長) とで、 ごく 秘裡に 立て、、 座頭 役 
者の 承認を もとめる。 それから 脚色に 取 
りか、 り、 詳しい 筋 書を 作る。 そうして 
五 幕の 狂言 だとす ると、 眼目の ニ蓽 もし 


くは 三 幕を 自分 ♦か 書き、 ニ 三枚目 作者に 
一蓐づ 、助 筆させる。 書かせた 稿本、 がで 
きあがると、立作者は通 ^ しぐ改訂し完 
成させる。 だから、 立 作者 や 二枚目は、 初 
日を あけて 舞台* かき ちんと きまれば 每 n: 
出勤はしなぃで、次興行の咿備 (: か、る 

このょぅにして出来あがつた「四ハ介怿 
談」 にせょ「三人吉三」にせょ、ぃょぃ 
ょできぁがると、座 11 令部の集った席上 
で 本 読を し、 さあ これでみ A なき まつた 

となると シヤン'' ^ ^ •と 手 打を し 

て、 それから 稽古に か、 り、 や* かて 開演 
といぅ ことになる。 稽古 中 や 初日の あと 
数日間は、 立 作者は 演出 上の 注意を し、 
だれる ところ， は 宵 略したり 改訂す る。 だ 
から、演出にっぃては座頭と忮カしてぁ 
たったのでぁる，" 

以上のょぅな任： « 作者の制度のくずれ 


だしたのは、明治ニ十ニ年に柬京の肷舞 
伎 座が できて、 榀 地 ^ 痴が 作者 部 ^ を改 
良した咔からでぁる。 


歌舞伎を 見に 行く、 
筋 書を もとめる。 と、 
その 筋 書の 終りの ほう 
奥附の あたりに、 「狂 
言 作者」 とした 欄が あ 
る C そうして 数人の 名 
前が 連記して ある。 こ 
れ を座附 狂言 作者の 患 
名と い ラ。 

狂言 作者は、 名の ご 
とく 狂言 (脚本) を 作 
る 人では ある。 けれど 
も、 この 方面に おいて 
もまた 時勢は 移つ てい 
る。 こんにちでは 実際 
について みても、 歌舞 
伎には 新作と いう もの 
が 少なくな つて - I ' る。 
また、 ょし 新： 上演 
されても、 多くは 外部 
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二月は 初 午の 日に 樂屋 で、 「稻荷 祭」 を 
行う のが 江戶 芝居の しきたりで あつた。 
そのはじめは市村座が楽屋に稲荷大明神 
を勧請したこと (: 起つたの.てあるが、そ 
のうち 中忖 、淼 田の'！: 座 も [ril じょうに こ 
れを祀つて劇場の守護砷としたご卜級俳 
優は稲荷の宮の下にいることになつてい 
たので これを 稲荷町と 称した が、 この 連 
中が祭を ^-] 0た" 

お宫 {: は供物をそなぇ、楽屋には洒落 
のめした地：1行燈をか"げ、 # 棚をつく 
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ある。 これは その 俳優の 内緒の 色事 や 失 
敗 談な どを すつ ばぬ くもので、 いずれも 
作者の 悪戲 であるが、 ことが こと だけに 
誰も おこる ことができず、 観客 もこの 読 
立を 楽しみにして いた' ■こんな ことて 俳 
優と観客とを親しくむすびつけてしまう 
など、 作者 も 心に くい 手を 使つ て 見せる。 

役名が 終る と、 「千秋 万歳 大々 叶」 と 
ょんで # を 閉じる ので あるが、 これが 布 
川團 十郎だ と、 「告例にまかせーつにら 
んてお目 5: かけます」とて ー一:カを左手 
にもち、右の片肌をぬぎ、拳を腮の下に 
あて、 右足を ふみ 出し ッヶを入れてに 
らんだのてある。代々の團十郎だけにそ 
ういう 科が 許された の も、 市：：：； 家の 荒事 
の テクニック だからであろう。 

その あと 子役の 「踊 初め」' が あかが、 
これ も 歌舞伎が 舞踊から 起つ たこと を 記 
念す る ものな のであろう。 ついでめ でた— 
く 手を 打つ て、 「仕 初」 の 式を 終つ た。 
式を すませる と 俳優たち は 年始 廻りに 出 
かける'が、これがまた華やかな 17 事であ 

つた。 劇 
場の 表で 
は 春 狂言 
の 大名 題 
看板を 揭 
げ て、 明 
日の 初日 
を 待つ の 
である。 

仕初 -ii 
江戶 劇場 
では 顔 見 
世と 、も 
に ニ大行 


事と して 尊重され た 儀式で あつた、 が、 幕 
末に 至つ て 廃され、 以後 ほとんど 行われ 
なぃ。 

上方にはこういう儀式はなかつた'が、 
ひいきから 贈られた 引 幕、 水引、 積 物、 
幟な どが 劇場の 表に かざら れ、 それを 見 
物す る フアンで 道頓 堀の 正月は 格別な 賑 
わい を 見せた。 

や、 がて 幕が あく 正月の 興行を、 江戶で 
は 「妨春 任 言」 又は 「初春 興行」 といつ 
た、 が、 大阪 では 「ニの 替 り」 乂は 「大 替 
り」 と 称ぇた。 ニの 替り というのは 顔 見 
世を第ー回として、第ニ &] 目の興行の意 
味で ある。 

江戶 では 初春 狂言は 三 座と も曽我 兄弟 
の芝居を上演することにきまつていた。 
別な 事件を 扱 つても 必ず 曽 我の 筋をから 
ませ、 外題に も 「曽 我」 の 二字を 入れる 
の' が 長い間の 慣例と なつて いる。 何故 そ 
うなつ たかと いぇば、 •正德 五 年 正月に 巾 
村 座で 曽 我の 狂言を 出した ところ、 前代 
未聞の大当りをとつた"め {: 、每年曽我 
狂言を 出す ようになり、 ついに 三 座の吉 
例と なつた といわれ ている。 このし きた 
りは 明治 二十 年頃まで も 行われて いた。 
每年每年新作ではあるが、あかずに_曽我 
狂言を 出した というと ころに も、 歌舞伎 
の 伝統 尊重の 精神が よく 呪ゎれて ぃる。 

これに対して京阪では「ニの替り」に 
傾城 買ぃの 狂言を よく 演じた ので、 外題 
に 「けいせい」 の 文字を 冠せ る ことが 多 
い。のち1 <- 漢字で「傾城」と書くように 
なり、 秋と 冬の 狂言には 「契 情」 と 書く 
のがき まりと なつた。 江戸の 曾我汪 言に 
対して、 京阪の 傾城 買 狂言は 両者の 芸風 
の相違を端的にあらわすものである。 
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義経千 本 ^ の 道行 初音 旅義経 を 尋ねて 行く 静 (松 蔦 
とそれを守邊寸る抓忠保(猿之助) 


つたり、 初 狂言の 主な 場面の 飾り 庭 
を こしらぇたり、 様々 な 趣向を こら 
すので ある。 雠 子方に ょる 馬鹿 _ 子 
の 音は 楽屋 中を うきた、 せ、 見物 !: 
来る ひいき 客は 引き も 切らずに 賑わ 
つた。 

この 日は 楽屋では 田楽を 焼いて 一 
同に 振舞う のが 士 飼 になつ ていたが 
これには 味噌を 使わず 醬 油で 味を つ 
けた。味咏をつけることを忌むとい 
う 単純な 縁起 かつぎだ' が、 当事者に 
とつて は 笑い事では ない。 この 日 か 
ら 「跡 狂言」 といつ て 追加の 幕を つ 
ける。 春 狂言の 気を かぇて 観客の 心 
を ひこうと いう 興行 政策の あらわれ 
である .0 

二十 五日には 作者 部屋で 「天神 祭， 
が 行われる。 これは 菅 公を 尊崇した 
初代 並木 五瓶が 江戸に 下って から 初 
めた こと だが、 作者たち が 文章の 神 
様と いわれる 菅公を まつる のは ゆか 
しい 行事で ある。 行事の 万端は 稲荷 


祭と 同様で あつたが、 酒宴の あとで、 五 
瓶が 書ぃた 「天 満宫 菜種 御供」 に 因んで 
卵の 黄 味を 粉に して ふりかけた 御飯を 出 
す 習い' が あつた。 が この 行事 も 今では 見 
られな い。 

昔は 二八 月と いつて  一* 年中で 二月と 八 
月とは 最も 人り の 少ない 月と 言われて い 
たが、 興行が 近代化され 今日では 特に 季 
節の 制約は うけない が、 三月 興行を ひか 
えてい るの てい くら 力 力を 蓄える という 
構 え 力ないでも ない 

三 月 

丑 日は 初春 狂言が 大当りと なれば、 三月 
に 入つ て f ニ 幕を さしかえる だけで ロン 
グランを 続けた が、 不入り だつ たら 二月 
中に打上げ、新狂言をたて、三月三日に 
初日を あけた。 これを， 弥生 狂言と い、、 
京阪では ニの 替り といつ た。 

三月は花におされて客足がにぶるので 
各座ともその出し物には苦労する'が、興 
行 的に 危険の 多ぃ 新作を さけて、 手 馴れ 
た名作で安全をねらぃ、桜に因んだ義経 
千 本 桜、 鞘 当、 樓門 五三 桐と ぃつたよう 
な 狂言が 選ばれる。 

また 「御殿 物」 とぃう 時代 狂言 もよ く 
上演され た。 これは 諸 大名の 奥の 宿 下り 
で、. 多数の 御殿女中が 休暇を 貰つ て 家に 
帰つ たので、 その 人たち、 を 劇場に ひきよ 
せる ために、 鏡 山、 先代 萩、 妹 背 山な ど 
がよく 上演され た。 毎日い やという ほど 
体験して ぃる 御殿の 場面を、 芝居でまで 
見ようと いうのは 妙な 心理 だが、 実は 鏡 
山で 悪い 局を こらしめる お 初の 立場に 自 
，分を おいてみ て、 日頃の 憤鬱を はらした 
0 でも あろう。 


また 團十郎 'が 出演す ると 「助 六」 が 出 
るの、 が 吉例に なつて いた' が、 出演の 主 だ 
つた 俳優たち は 魚河岸 や吉原 その他の 盛 
り 場へ 挨拶に 行く。. 吉原か らは引 慕 や 傘 
を、 魚河岸. からは 引 幕 や 助 六の 鉢巻を 贈 
つて 祝う。 そして 吉 原と 魚河岸の 総見の 
日には 舞台と 客席と で 手 打を して 景気を 
あおつ た。 助 六、 が 江戶 歌舞伎の 粋の よう 
にい われる のはそう した 華やかな 裏付け 
が あるから である。 歌舞伎の 繁栄は よき 
につけ悪しきにつけ、そうした組織との 
つな' がりを 無視して は 考え- られ ない。 現 
在で もな おそ <! {: 似た 現象が みられる' が 
これは 歌舞伎の 宿命と でもい うべき こと 
なのかもしれな-* 

四月 

弥生 狂言は 大抵 四月の 中旬に 終る' が、 
たとえ 弥生 狂言' が 当 つても 四月に 入る と 
ガ タッと 客足' が おちる ので、 劇場 側では 
割引した りさし 幕を すると か、 いろ-^- 
手を つくして 挽回 策を 講ずる ので ある。 
さし 幕には 二番目 狂言 (世話物) を 差替 
える こと' が 多 かつた が、 それには 前 狂言 
とは 全然 変つ た 新作 物と か 心中 物を 出す 
のが 例で、 一体に 興行成績の 上らない 月 
なので、 興行 者と しては 費用の あまり か 
からない 手堅い 興行 方法を とつて いた。 

現在の 四月は 陽暦 だから 昔より 一月 も 
季節 ♦か 早い が、 この 時分には 地方からの 
上京客がおしかけてくるので、興行的に 
は 大変 有利な 月と なつた。 東京では 昭和 
十一 年に 団菊祭が はじまつ てから それが 
恒例となり、三四月の候 !: は満員御扎の 
札を 表に 出す こと、 が 多くな つた。 
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五月 

五月の 芝居は 五月 狂言と 称した が、 五 
日の ^ 句に. 初日を あけ 興行 期間は 三十日 
とき まつて いた。 初日には 木戶へ 菖蒲を 
.葺 き、 楽屋では 菖蒲湯を 立てた。 

五月 狂言には お 家 物の 仇 討 狂言を 出す 
というの が 興行の 不文律と なつて いた。 
初春 狂言の 曽我が 当つ て、 その後を 三月 
五月と つ. > い て 後日を 仕組む こと も あつ 
たが、 そんな 時は 五月に 討 入を 出した。 

ところ ♦か 時代が 下る につれ て 仇 討 狂言 
では観客、が呼べなくなつて、世界を夏に 
して本水をふんだ八につかつて凉味を感 
じさせる ょぅな 世話 狂言な どや 怪談 狂言 
が 代つ て 登場す るょぅ になつ た。 

二十 八日は 曽我 兄弟が 富 土の 裾野で 本 
望を とげた 日に あたる ので、 曽我 狂言が 
.9 たると この 日には 江 一口の 三 座では 「曽 
我祭」を行ぅ習愼があつたタ曽我兄弟の 
両社は 三階の 大部屋の 入口に 神棚を 設け 
て 祀られ るが、 稲荷 祭と 同様に 下級の 俳 
優、 が 万事 世話を し、 その 日の 狂言、 が 終る 
と 任 切 場 (事務所) に 飾つ た 神輿を 舞台 
にぅっし’賑ゃかな祭虬が行ゎれる。… 
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の 後で 屋台を 曳き出 して 町 
々を 練り 廻し、 余興に 総 踊 
.り や 俄な どが 演ぜられて 市 
中の 人気を ぁおつ た。 寬政 
六 年 五月 都 座の 曽我 祭に赘 
沢の 限りを つくした、 めに 
その 筋ょり と* かめら れ 、曽 
我祭は中止になつた。 

六 月 


五月 興行は 六！ It： の 五六 日 
頃 !: 終る' が、 その あとは 
七月の 盆 興行までは 土用休みと なる。 六 
月は 祭礼 月で 市内备 所に 祭' が 行われて 皆 
'がその方に氕をとられているし、また暑 
くもなる ので、 観客を 吸収す る 見込が た 
、ないた め、 各 座と も 休場して 場内 改修 
などにヵを注ぐ。主だつた俳優は土用休 
みに江戶にいることを恥としていたから 
避暑に出かけるか、地方巡業に出たりし 
た。 . 

.だからこの月には興行は殆んど行われ 
なかつた'が、時には.「土用芝居」又は、 
「夏 狂言」 といつ て、 二流 以下の 俳優を 
集めて、 六月 十日 頃から 十五 日 か 二十日 
間 位の 値安 興行を 行ぅ こと も あつた。 若 
手 俳優が 大役を 引受けて 演ずる 勉強 芝居 
で、 今日の 青年 歌舞伎の ょぅな 意味が ぁ 
つた。 もつ とも 時には 名優 も 出勤. した こ 
とが ぁって、 尾 上 松 緑が 天竺 徳兵衛 で 水 
中の 早替 りを 演じて 好評を 得た のは、 土 
用 芝居だった。 

七月 

七月の 芝居は 七夕に 初日を あける のが 
江戶の 古例で あつたが、 残暑 •かきび しい 


ので |日のばしにおくらせて、月半ばす 
ぎに 盆 狂言の 初日が 出る。 まだ 暑い ので 
重苦しい 金 襖の 時代物は さけて、 見た 眼 
に凉 しい 世話物、 が 選ばれる。 夏祭 や 四 谷 
怪談、 天竺 徳兵衛 のょぅ な 水 仕掛 や 本 水 
をつ かぅ もの、 怪談 物が 喜ばれた。 

京阪は 仕掛 物が 早くから 発達した とこ 
ろ だけに、 大 仕掛に 水を つかう 工夫を し 
て 観客を 喜ばせた。 外に 大踊 りを 見せた 
の も江戶 にはない 特色で ある。 

明治 以後 も 芝 


を h 演 する こと ♦か 多 かつた = 

明治 以後 も 休場す るの が # 通だった' が 
この 八月を 利用して 夜 芝居を 思いついた 
のは 守旧 勑彌 で、 明治 十一 年 瓦斯 燈の設 
置 ♦かてき た 新 富 座で 午後 五 時 開場と いぅ 
•幽期 的な ^ みを 行つ た。 

九月 

九月の 芝居は 菊の 節句の 九 H J: 開いた 
^- さも去り絶好の親劇シーズンでぁる。 


居を凉 しく 見せ 
るた 办 に 興， 行者 
は 智慧を しぼつ 
てきた' が、 冷房 
装置の 設備が 夏 
季 興行に 大 転換 
を もたらせた。 

八月 

八月は 季節で 
は 秋で ぁるが 芝 
居は 休んで い 
何 かの 都合で 七 
月に はじまる 盆 
狂言の 初日が お 
くれて 今月に な 
る 時は、 一 
初日を 出す こ 
になつ ていた 
その 時 もやは 
盆 狂言と いつた 
出し物は 四谷徑 
談 、伊勢 音頭、 
夏祭、 五大 力 等 
夏の 世界の もの 


^ « ^ 之、蘭  一 

*■< 氣？ 一 

tv 0 a t /c 


__ 


市 村 摩の 世界 定め 挚を とつて いるのは 作者. 
の 並. 木 五瓶、 中央は 座元の 市 村 束 捕， 
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元、 立 作者、 俳優 だけで、 帳元、 奥 役な 
どは 澳の外 ■に 控ぇる。 座が きまる と 座元 
の 挨拶が ぁつたの ち、 立 作者' が 筆を とつ 
て狂ー；！3の世界と主だつた役割を書き、皆 
!■: 見せる。 これは 像め 相談ず みなの て異 
# なく まとまり  f をれ', て 世 ^ 定めの 
儀式、 が おわる') 世界を 記 人した 紙は 座元 
が 自宅へ 持 ^ つて 神棚へ. まつり、 習 朝 立 
作者が 受取りに 行つ て、 二枚目 三枚目の 
作者と相談を交して顔見世狂言の脚色に 
とり か、 る。 これは 芝居 道の 最も 重要な 
儀式でぁったが、次第に形式に流れてぃ 
った、め' (: その必然性*か失ゎれ、天保末. 
に廃れるに至った。 

十月 


顔 見 世 狂言の 脚色が でき 上る 
と、 十七 日に-寄 初」' が 行われる。 
寄 ^ というのは 古くは 俳優の 雇 
傭 契約は 十一月から 習 年 十月 ま 
での 一年間 だっ たので、 十一月 
の 顔 見 世を 目前に ひかえて、 そ 
の 新しく 抱えられた 俳優たち が 
顔合せを する 式で、 その 席上 立 
作者から 顔 見 世 狂言の 名 題 や 脚 
色、がはじめ.てー同 {: 披露される。 
この 日までは 狂言の 趣向は 全く 
秘密になつていたのである。会 
場は 世 ^ 定めと 同じょうに 楽筚 
の三階又は芝居茶 1| ときまつて 
いた。 芝居 町では 例の ょうに 提 
灯を か、 げて怳 うが、 この 夜は 
俳優の 「送り迎え」 で、 各 座と 
も 他 座に 移る 俳優を 送っ たり、 

他 座から 来る 俳優を 迎えたり で 
賑わい、 それを 見物に 集る 群衆 
で 芝居 町は 混雑す る。 

^ り 迎えが 終る と 一同は 劇場の 檐下に 
揃つ て 手を 打ち、 木戶 から 人つ て 舞台へ 
並んで 再び 手を 打ち、 三階へ 上っ て 又 T- 
を 打ち、 合せて 三度し める の' がしき たり 
であつ た。 式場には 金 H 風を たて、 毛氈 
を敎きつめ、正面に座元と若 ^ 穴と啦り 
左右 (： は 俳優が 綺羅を 飾つ て 居 流れる' • 
囉.十方が小謡をうたつている間 (: 座元と 
俳優との間 (: 盃、が交わされる0.終つて立 
作者が 来年の ^ 方に 向って、 九 名 ®: 、 小 
名題、浄瑠璃名題を読上げ、％にニ枚目 
作者が 役割を 披露す る その あとで 作者 
から 任 .- 日の 内容を 面白く 話を する 「嗨 初」 
という ことがあつ て、 酒宴に うつ、 た。 
この 華やかな 寄 初 も ft 界定め が 廃れる と 


出し物は多く義欢夫狂言で、忠臣藏ゃ菅 
原、 がよく 上演され る。 並木 五瓶は 「戯財 
泳 ，ー の 中で 秋は 人心の 沈む 頃 だから 落ち 
っぃた操り任矜が最も適当だと書ぃてぃ 
るが、 実際に も そのよう に 興行され てい 


歌舞伎の正月である顔見世も近いので 
十二 日 (: 「世 界定 め」 ♦か 行ゎれる。； れ 
は芝居年中行事の中で最も電ぃ儀式で、 

. ~?見 !«: (: 上演する狂 -:.:- 11の 1«- 界( ^ 件の背 
■!•• , なる 時代物 語) をき める 会議で ある A 
初めは主作者の家で行っていたが後には 
座元の 宅で 開か n、 安永 天明の 頃から 楽 
屋の三階ゃ芝居茶屋で行ゎれるょぅにな 
つた。 その 頃から 年中行事 として 形式 化 
してし まつた と 思われる。 

当 H 集る のは 座元、 

立 作者、 座頭、 立 女形 
その他 ニーの 東 要な 俳 
優で ある' が、 その 数を 
五 人 か 七 人 かにき めて 
いるの も、 例の 縁起を 
電ん ずる 習慣からで あ 
る r この H は 黄 ^ から 
芝 店 町の 関係者の 家で 
は高張提幻、茶ギ々々 
では： ii： 提灯を つ 3 して 
‘ 1- 気をつける'芝居'が 
_ すと 表 方から 使を 
|立 て、 立 作者を 迎 ■えに 
ー行き、その他の関係荇 
も羽織袴に脇茅とぃぅ 
改まつ た 姿で 式場へ 集 


る 


式場は 四方を H M て 
開み、 内に 人る のは 降 


時- '- ょそ、り汪 -=- ,, を催し - /- こともちる 
顔見世'がなくなつてからは卜ニ2:は1 
抵沐場すること :: なつていた.が、時 ':: は 
座元と 関係な く、 茶 ^ や 仕切 場の 者たら 
、が金を集めて、中流俳優で小興むを"ろ 
ことがあつ た. これを、 餅搗き 代を かせ 
ぐと いう 意昧で 「餅 搗芝居 'と 称した が 
鬼在てはそぅぃぅことは見へれなくなっ 


行の 期間は 大抵 十 日間で、 

そ れも徹夜興行であつたが、 
後 !: 大阪は ト-.興行 1: なつた 
が、 京都は 後々 まで 徹夜の 
習惯' が 残つ ていた 短期間 
では あつた' が、 顔 見 世の 賑 
ゎいは： <1. ー门 ;: 劣らず盛 /1 て 
あ C た-こ-こに 道頓 堀の 顔 
見世は盛況を極め、劇場ぅ 
前 の 積 物 や 茶 ¥0 飾” 物は 
41: 贱てあ , 

番-^鼓を暮 ;: 「 ,~ 1 ^ 
;; 竹 :: !] ち'  番人 鼓を 
tL へ (彳こ 時 ！ !: 打ち 終る 
と三番叟'がはじまる'が、翁 
は： ;1 )- と31樣啪元がつとめ 
た その あと 一座 附 引合せ 
が ある こ れは俳噁を披露 
する ことて  (..ぎ !: M こ 一—  y 
題の説ヒげ.があつて、つ、> 
いて ひいき 連中から 俳優へ 
„、 ノ曽匆  〇 皮 家 "' 4CM - ， て '1 


'がすむ と 後援 団体の 大手、 笹瀬 等の 連中 
、が、 揃いの 黒紋 付 !: 赤頭巾で 乗 込んで き 
て ■、囉 广ガの三味線に合わせて拍 ]- 木を 
ぅつて 興を そぇた" この あとで 顔 見 世 狂 
ーつ：：が上中下三幕演じられ、明け方 (: 終つ 
た 

現在では顔見世の儀式'が少しても残つ 
ている のは 京都の 南噬だ けで、 每年 十二 
月の顔見世に表へ-座の俳優の-招ぎ」 
(紋看板；をあげるのはょそでは見られ 
ないその外初：：：の前夜から客が人り込 
んだり、〒朝から興', 1] をはじめたり寸る 
のも昔の名残であろぅ顔見怍だ：：は見 
なければ恥のょぅ ;: 思つている京都の初" 
惯は、歌舞伎の発样地であるこ.こを無視 
しては 理解て きない ことて ある 

十二月 

顔見世狂莒は大抵十日頃にれ上げた。 
千秋楽 !: は 座元 以ド全 部の 俳優、 が 並んで 
'顔見世の ^ をのべ、併せて初舂狂 -::- |] の披 
露を し、 終 り :: 千秋楽の 舞を 舞つ た (又 


以上のょぅ {: 芝居の 年^！ ■行事を たと, 
てみると、今日も.その古格や儀式を ^ ぇ 
ているものはほとん-^な_>  最 ^ のぅち 
は意義のあつた儀式も、時代が経つに従 
つて その 锖神が 失われて 形式 だけの もの 
!: なつていつか亡びてしまぅ'.こと (: 明 
治 以来 封建 制から 解放され たこと が 歌舞 
伎の 世界へ も 及んで 伝統 尊 章の 精神を 失 
わせた'が、ー方商業主義に支配されたこ 
と、がそれ (: :^#をかけた( 

失われた 年中行事を いたずらに 惜しむ 
ことは 意味がない'' かこぅい ぅ 行事が ほ 
ろび て 行く のは 実は 歌舞伎の 衰退 !: もつ 
な' がる 問題な ので ある" 歌舞伎の 行事は 
歌舞伎の精砷と-体のものだからてぁろ 
へ 「を 廿！ ： :: なすすべはなぃゲ日本演#. 
の ^ ぃ造库としての歌舞伎を後世 !: ]1-: .し 
く：ムぇるためにも’年中行丰の意味だソ 


は 井 ノぇて お 


と ぅ 0 ぞま — > い 
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歌舞伎の 祖は 、大社の 巫女から 女優と 
なり、 慶長 初年に 京都の 往還で 街頭 演技 
を はじめた 出 雲の お 国で ある。 そして そ 
の 演技のは じめ は 舞踊で ある。 お 国が K 
声を 得た のを 見る と、 夥しい 数の 遊女' が 
たくさんの団体をっくり、お国を模做の 
舞踊を 演じた。 女歌舞伎は 一世を 風靡し 
た。 なぜ この 人たち は 踊 ばかりを やつて 
いたの か。 —— 女歌舞伎の 本当の 目的は 
容色を 売る ことで、 舞台は 第二義 的で あ 
り、舞踊はその方便にすぎなかつた。舞 
踊 ほど 人を 美しく 見せる ものは ないから 
である。 

女歌舞伎の 弊害が 烈しくな つたので 当 
局から 禁止され、 代つ て 美少年の 若衆软 


舞 ^ がけ場したが、これとて目的は夂软 
舞 伎に M じだつ たので、 演技は やはり 舞 
輔、が主であり'また間もなく 1}-. められた、 

舞踊 だから、 むろん 伴奏の 音楽を 欠く 
ことはできないハといつても初期には、 
先行 ^ 術の 能の 伴奏で ある 四拍 f の啦 f 
即ち 笛と 小 鼓と 大鼓と 太鼓と を 流用す る 
ょりほかはなかつた。それらを哏の間へ 
わずか (: あしらつていたのであつた，か、 
そのぅち三味線といぅ実に大衆には持つ 
てこいの楽器が生れて、実用 (: 供せられ 
る こと、 なつた ので、 お 国は 素早く これ 
を 取り入れ 、三味線に 乗る 唄に ょつ て 踊 
ら せる こと ^ 始め、 他の 女歌舞伎 もこれ 
に 習い、 若衆 歌舞伎で も 継承し、 以来、 
歌舞伎の 伴奏 楽器は、 三味線を 主調と す 
ることに定められて今日に及んでいる' 
他は すべて 補助 楽器に なつて いる。 初め 
は 三味線を 弾きながら 唄つ ていたら しい 
の だが、 間もなく ^ は 唄の 專門 家の 持ち 
場になつたゥ 

女歌舞伎時代 (: は、大抵縁台のょぅな 
ものに腰をかけて弾いていたのであるが 
たんだ ん様式 が と、のつてくるととも (: 
舞台の後方へ毛氈を敷き、その上に座つ 
て演奏するょぅになつた。若衆歌舞伎時 
代 (: はその式に限られていた。劇場の面 
褚'が広がるととも (: 、舞台の-^ (: 嵴つて 
いたのでは 踊が 統御で きず、 また 観客 か 
らもょ く 見ぇない のて  一 u fr j と 称する 
長方形の台の上に乗つて演奏するょぅに 
なつた のは、 享保 期からの ことで ある。 

〇 

こぅした、 歌舞伎 舞踊の ためにで きた 
三味線 楽 —— そ n :i 後に 異常な 発展を し 
たが  これ'が現在の「長哏-でぁる 


長唄は 软舞伎 から 生れた 音楽で ある。 現 
在で も 初期の 2 ： 縁に したがつ て、 歌舞伎 
の劇団には必ず寒属の長哏連中があり、 
そして 囉 -r- が 附属す る ことにな つてい る。 
それは、舞踊音楽のみならず、科^:劇に 
於ても伴奏を勤めなければならないから 
である，"即ち「下座音楽」だ。舞台 {: 向 
つて 左方の 隅、 背景で かこまれた  一 ^ か 
ら、絶ぇず呗ゃ三味線ゃ鳴物が聞ぇてく 
る ことに お ^ 附 きであろう。 歌舞伎の 演 
技は、 あの 音楽 ♦かなければ 進行す る こと 
'がで きず、 どんな 名優で も あの 三味線に 
依つて動作をしなければならないのであ 
る。 その 「下座 音楽」 は、 これ も 昔から 
の闵縁にょつて、長 ^ 連中の司ることに 
なつて いるので ある。 だから 歌舞伎の 劇 
団 に は、 たとぇ 舞踊が 出ないでも、 長唄 
を 欠かす ことは できない ので ある。 

〇 

三味線と いう 楽器が 生れてから、 その 
用途は 左右 ニ 派に ゎかれた。 左は 娛楽中 
心の 室内楽で あり、 これ M 転じて 歌舞伎 
(: 人り、 長 吸と なつた ので あるが、 もと 
もと 舞踊の 伴奏な の だから、 木 体は 「歌 
謡曲」、 だ。 長唄は あくまで 歌謡曲な の だ。 
では右はなんだというと「浄るり」であ 
る。 室町 時代から 「净 るり」 という 語り 
物が存在していた" 「十二 段」 といつ た 
長い 物語を 朗誦して 聰か せ、 その 内容に 
ょつ て聰 衆に 興味を 与ぇる もので、 平家 
琵琶が 発展した 産物な の だから、 本来は 
琵琶を伴奏にして朗誦すべきなのだが、 
平家物語よりも 文章が 新し かつた ので琵 
琶 に は 適しない。 といつ て 外に 楽器 もな 
いから、 多くは 無 伴奏で 語つ ていたので 
ゎるが、.三味線が実帀化されるとともに 
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沢 住 検校と いぅ 肓 H 法師が、 これを 「 <> 
るり」 の 伴 # に 利 m して 好結果を 得た の 
で、以後、浄るりは必ず三味線に乘って 
語るのが !1;'; 則となり，そのために .*-. 1楽と 
して発與ら見られ、やがて岡の >-; の「か 
いらい 師 」 と 卩を掏つて「入形芝 ^- 」を 
樹立し、これが耿舞はと故 1;- して咒茁な 
発達を したので、 「浄 るり」 は 人形劇の 
伴奏 立：： 楽が 原則と いぅと ころに 落ちつい 
た。 多くの 流墦が 勃興した。 

河 * 節は この* の 中で 演奏して い 1 す 。 


歌舞伎では 長唄の みを 使用して い / - の 
であるが、 元来' が 歌謠 曲な ので、 道行と 
か 愁嘆と かいう、 複維な 内容を 持つ 舞踊 
劇の 伴奏と しては 適当で ない ◊そこで* r 
ういう 場合、 --?- くから 浄 るりを 引ッ 張り 
出丄て、迹材を適所においていた。音楽 
に対する 初期の 歌舞伎の 感覚 や 措置は 令 
く 機敏な もので あつた。 浄 るりで 利 明 さ 
れた もの、 上方では 一中 節、 文弥節 、江 
'戶 では 永 閑 節、 外 記 節な ど。 (説経節 も 
盛んに 使われた が、 これは 浄 るりで* 
ければ長驭でもなぃ、特殊な音楽でぁ 


常筘津連中の山台{関の邱) 


これ.， r i> るりの 演 #' 場所も、長 |'11 と11;じ 
く、 初めは 舞ム ：1の上 {: 嵴り、後 !: は山ム：： 
に 乗つ ていた C 山 台とは、 それが どんな 
場面に出演しょぅと、いつも台の横 (: ||1 
腹の 画が かいて あつたから である" 
a 戶で生 れ 、江戶 で 発展した 河 東 節な 
ども、 初めは 歌舞伎の 劇場に 出演した。 
この浄 るりは 昔の 有産階級で あつた、 札 
差しの 旦那 その他が 習い、 その 連中が 語 
る こと 力 多 力つ たので 浄 るりと しても 
別 扱いに され、 必ず 簾の 内で 演奏す る こ 
)と {: なってぃた。後になって豊後節の浄 

清 元 連中の 山 台 (三 社 祭) 


るり、が発達を始めてからは、.自ら劇場 {: 
^ せぬことを対って身をっリき- 室内 ^ 專 
門 {: 閉じこもつてしまつた'が、それでも 
歌舞以卜八番のっ肋六しが出るときは、 
どぅしても河東節の出演を乞ゎなければ 
ならない" そこで 現が て も 「肋 六」 の 芝 
居のとき (: は、正面薙の簾の中で語るこ 
とか ゼ束されている 

人衫浄るりにも幾多の变迤があって、 
元禄以後は、竹如義人 1< めはじめた「義 
太夫 節」 が、 その *: M 楽. >-独占するょぅに 
なつてしまつた。近松以來、多くの名曲 
が 人形劇に 生れ、 歌舞伎で も 「忠臣 藏 J 
はじめ、 多くの 曲を 人形から 移入して 
上演し なければ ならな くな つたので、 

| 1 自然、 義太夫節 も 歌舞伎と 縁が 近くな 
り'  歌舞伎 專厲の 人夫 三絃 も かなりに 
殖ぇた ◊そこで、 人形劇 ばかり やらせ 
て おくの も 勿体ない ところから、 舞踊 
曲と しても 時折り 利用す るょぅ になり 
.今に ■及んで いる ( 

歌舞伎に 於る 義太夫の 演奏 場所は、 
ちょつ と 変つ ている。 舞台に 向つ て ^. 
_ り 、かなり 上の 方に、 簾を' 卜げ て 
設けられて いる。 こ、 を-チョ ボ床 j 
といぅ C . 「チョ ボ」 とは、 歌舞伎に 於 
る 義太夫節の 通称で ある ◊はるか 高い 
所から 舞台を 見下ろして 語る ことにな 
るのだが、これは昔から、あの電1£的 
な義太夫節の存響旋律をょく研究し、 
観客にとつても俳優にとつても、こ、 
が 最適 当と して 定められた ものである。 
然る (: 、大正期になって、十ー代片岡 
、、仁 左 街 門の 要 亦から、 舞台 右手へ 山 台 
をつ くり、 こ、 へ A て演 # する のが ^ 
になつ てし まつた。 これは 文楽 座の 形 


式にならつたのであるが、昔と遠つて現 
在の 舞台は、 むやみと 広く、 舞台へ 床を 
おいた ほう' が'  むしろ 空虚を 埋める 効果 
も あるので 、ニの ほう' が 多く 使われる の 
て ある" チョ ボ ^ へ ^- ることも勿論ある 
〇 

享保末年’宵 ^- 路 ^ 後橡という净るり 
の人夫'が江戶へ米て、熱汪的 (: 歓迎され 
た。 当時と しては 最も 表現の 新しい、；： s 
実 的な 音楽 だからで ぁつた。 歌舞伎 劇場 
へ も 出演した が'  余りに も 喜ばれる ので 
他の音楽家の反感を買い、その筋 (: 手を 
廻したら しく 「豊後 節は 以後 禁止」 と 政 
府 から 命を 下された。 やむなく 豊後椽 は 
京都へ 帰つ てし まつた' が、 跡に 残つ た 門 
弟たちは、それぞれー流を澍'て、師の仕 
事を継続した"高弟文字ん夫は「常麫津」 
と 号し、 專ら 歌舞伎と 結んで 舞踊 音楽に 
專心 する こと、 なつた' 'これが 現在 も ^ 
.ゎる常磐津節の祖でぁる。浄るりは本来 
戯曲の 内容を 語つ て 聴かせる のが 使命で 
あつて、 それな れば こそ 人形との 提携 も 
できた ので ぁるが、 歌舞伎と なれば 俳優 
、が 踊りい、 ょ* っに、 リズム 本位の 旋律に 
ょらねばならず、長 «11 の領分を- [] さなけ 
n ば 仕事が できぬ ことにな つて、 いさ、 
か使命 (: も -1 」るわけなのである、が、文字 
太夫は 敢然と して 妥 忮 し、 舞踊 曲と して 
の 使命を 全うする ょう 努力した ので 'JLi rJ 
事 者に も 非常に 苒ばれ 、現在で も、 最も 
浦り い、 ^ るりと して 命脈を 持して-^ る 
昔は ニ 挺 三枚、 劇場の 広くな つた 現在は 
三 挺 四 枚と いうの が 演奏者の 普通の 構成 
でぁつ て、 舞台の 右手 又は 左手の 山 台に 
乗る の ♦か 原則に なつて いる' が、 「釣女4 
のょうに長呗と同じょうな責任を持つ場 
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常矜津出語りの形式(戾絮色相輯 


へロこょ、正面 (: ならぶこともある 

豊後掾の門弟で、文字人夫 (: 厲して小 
文字 太 欠と なり、 間もなく 独ケ し. て ー寓 
本節」 を 興した のが 富 本豊前 掾て あった 
これ も 常 磐津 とならんで 歌舞伎の 舞踊 曲 
をつとめ、常磐津ょりもィキな、 |?. 伐な 
ところで 歓迎され、 ' 代 0までは非常な 
勢力を 持ち 得た ので あるが、 その後は ^ 
々の 家元、 が 時相を 達観し 得ず、 いたずら 
(; 旧铐を守-ること、のみに終ったので漸次 
衰微し、 ^ がはた，.、、残って 


，パの みで あつて、 河 東 や！ 
中な. どの Iz rttl (ほどの' 交 乃 も 
ない 

文化 末年、 この 富 本から 
分れて 一派 ^ 樹てた のが、 
「清元節‘，， の 清 元 延寿 太夫 
である。初めは富本と別に 
弟は なかつ たので あるが、 
富 本と 反対で 代々 の 家元' が 
頓る贤 明で あり、 ょく 時相 
と 嗜 好を 察し、 或る時は 極 
めて洒脱 (: 、或る時は極め 
て莊 甫に、 また 或る時は 極 
めて軽快にと、時に応じて 
節 調を 変ぇた ヒ、 五代 目延 
寿 人 火が 声楽と して 十分な 
研究をかさね、ー門 (: 3ぇ 
たので、荇楽的 (: 大衆の喜 
ぶと ころと なり、 現在では 
長 |||1 ハに次ぐ邦架の流行曲と 
なつて いる" 劇場ての 出演 
は、限られた曲 (: とぐまる 
、が、 尚 事 者の 努力 次第では 
必ずしも明：：：の：：：：木茳楽となれないこと 
はなさそぅ て ある'  この 音楽、 が 舞台へ 出 
るときは、常磐淨と ^] じ形式となる： 

文， す太欠と共に独ヶしたのが富七松藤 
$.K  これ' が 現“ 「新 内 節 ーの祖だ' 
薩摩掾は文宁太夫が歌舞伎に生活の舡拠 
を おいた のを 見て ^ つた'  - おれは 芝居 
と 卩 を 挿 ら なくつ て も 飯を 食つ ていつ て 
見せる  丨 . 1 新 内 節は や、 がて 花柳 , /(i に 
根城を 据えて 活勋 をは じめ た f 「明' がら 
す や 「蘭 蝶-が 眼 U であり、 常磐津 や 
為-.几ょりも、はるかぁなたにぁる、 % ^. 


つかいながら、なおかつ今もー部 (: 相当 
な 勢力を 侍ち 得て いるのは、 令く その 節 
，調が 大衆の 胸の つかみ 方を ょく 心得て い 
るた めな ので これを和用したら彰しい 
大衆 音楽 も 昏 造て きょぅとは いつも わ 
たしの いつて いる ことなので ある" 過去 
(: はこと さら 流行した ころも あつたので 
歌舞伎に も 稀れ には 出演した ので ぁるが 
如何せん 成立の 時から、 舞踊とは 何の 縁 
もなかつ た、 め、 リズムを 度外視し てい 
るから、 新 内 節では 踊る ことができない。 
従つ て 現在で も、 「隣で 聞ぇ る浄 るり」 
として 時た ま 使われる だけで. ある。 

- 〇 

長 吸は 歌舞伎を 母胎と して、 浄 るりの 
発展に 関係な く、 こつち もどし'^- と 進 
歩して いつた。 寬政 頃から 「変化 物」 と 
称して、 一人の 俳# が 幾つ もの 変つ た 役 
役を 踊り 分ける 手法が 流行し、 それ、 がー 二、 
四十 年の 間 もつ、、、 いた 上、 曲の 大部分が 
長唄 だつ たので、 長唄の 小曲が すばらし 
く豊富 (: なった、め、入門しゃすく 素 


ると いう  の 1活とは ^ り !: も隔たる杓杓をとりぁ 


\ の長唄習得者が増加し、演奏会が盛ん 
になつた結果、こ、にはじめて長呗は、 
歌舞伎の きずなを 脱し、 音楽と して 独立 
することができたのであつた。以後、世 
相の 浪 に乗り、優秀なメム、、ハーが多く 4{ 
れて 、明治 以後は 邦楽 中 第一の 流行 曲と 
なり得たのだ 

「勧進帳」ゃ「道成寺」のょぅ (: 、一時 
間 以上 か、 る 長い 曲 も あ. り、 「越後 獅 r」 
のょぅに 二十 分です む 短い 曲 も ある 

「船 辨慶」 のょぅ !: 複雑な 物語を 持つ 曲 
も あれば、 「元 指 踊」 のよう な单 純な 舞 
踊曲もぁる。長 ||].1 ほど内容、が曲にょって 
变る もの も少 いので ある。 演奏 位置は、 


常 (: 舞ム1!の 11:. 而ときまつている，した *' 
つて、舞ム || の問 |1 、が ^- くなつた视在の刺 
場ては -^-抵 -^-枚ぐ.らいな_,と- >7. 派 (: ^ 
見ぇぬ"こんなに火勢ならぶことは、常 
^ 1^ や ;'^ 元ではてきないことなのてぁる 
そして、長 |'11 の場八：： <: は、必ず嗨广 ;; *> 
山台のド部 (: いならび、兵に演矣するこ 
と 能と h じな のて ある 称 __ j て I M li ^ 
し」 —— 。これは 嘥 户.か、長 |'|1 の浦肋楽 
器と、昔から定まってぃればこその陳式 
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これは常鈐津の「釣女」ですが、 

この曲に似って正面に並びまナ： 


るので、 さつは り 引 立たない ので ある 


これは 義太夫の 「三番 叟 J です •か， 
哦子方は正面に並びます。 

その 特色を 発揮 させ、 舞台の 空気を 変ら 
せる 企画で ある。 現在は 清 元と 長唄の 掛 
合い (: なる「喜撰」ぐらいしか残つてい 
ないが、昔はたくさんにあつたものだ。 
この 場 へ2は長1ハを ^ るりょりー才クタ^ 
ヴ高い音 (: して掛合ゎせたから、面 &. い 
効果も得られたのだ'が、明治以後は 1!1! ぃ 
手の 能力、 が 減つ たので、 「紅葉 狩」 など 
常 ^ . ^ 、 ^ ^ ^ 、長呗の三方掛合ぃとぃ 
'ぅ複雑さを持ちな'がら、叫じ調广で演じ 


なので あつて、 浄 るりの 場合 !: は 決して 
囉户は舞ム门へあらゎれないで陰では演奏 
する、 が 舞台へは A ない のて ある 

歌舞伎には 「荒事」 と 称する 演出、 が あ 
る。 歌舞伎十八番の 「怦」 とか ニ 矢の 
根ーとか称する任> || ** ぞれである。その 
伴奏は、外記節といぅ (> るり !: きまつて 

長 »11 連中もこんな風 (: 左右に分れ 
て 並ぶ こと もあります。 


いたの だが、 外 記 _即、 が 亡びて しまつ 
てからは 「大薩摩節」とい.フ浄るり 
、が ft つていた ('しかし 荒事は 稚拙な 
^ ，'(•■ " ^ ^ 、竿とともにだんだん飽 
きられて きた 結果、 大薩摩 節の 需要 
'が 少く なり、 專門家 ばみ な 転向して 
しまつた て も 時た まは 荒事 も 上演 
されるので、その場八：：、韦を欠くか 
ら、やむなく長 |'1| 、が代〔仃するょぅ (: 

なり、 や' がて その 家元 権まで 買収し 
て、浄るりの大薩摩'が長阳ハのー部に 
組み込まれてしまつた。長 11}1 の作曲 
が •，^ るりの旋律まてら用ザる自由さ 
を 持つ ょぅになつ たのは、 その 以後 
のこと てめ る'. 

ぃま 歌舞伎 劇場で 「大薩 摩」 と 称 
するのは、大時代なたんまりとか 
樓門の 五 ^, 衛門とか、豪壮絢爛な舞 
ム：：がはじまる前’浅黄幕の汴にあら 
われ、呗も三味線も立ったま、で演 
# する、 ^ ましい 音楽の ことで ある。 .''' - 
あれは、 その 曲に、 大薩摩 節の 旋律 
を 利用して いるから 「大薩 摩」 と 呼 
ぶので、 ^ るり そのものとは 何の 関 
係 もな く、 ^ なる 字 曲な ので ある' が、 あ 
のために 次いで 現われる 場面が、# 常に 
物々しくなつて引立つから、屢々利用さ 
n ている。 昔は 下座の 簾の なかで 演奏 さ 
れたのだ、が、文化ごろから幕外へ姿を見 
せる ょ* っに なつた、 一種 変態と もい ぅべ 
き肷舞 伎 ヶ fl 楽で ぁる 
〇 

.■i!: z 楽を 複雑 化して、 舞踊 そのものを 興 
ふかくすべく、 ー掛 A II いという 形式が 
行ゎれてぃるバ ;> るりと長 1>1! を1場のぅ 
f 、交 //. !: 演 # して、それぞれ 


ち !: な 


57 


劇場 と 


舞台 芙优 7 

加 藤 長 治 


ぃつて 横 !: 長ぃ 布 ** 張つ て あり、 正面に 

幔 幕が 張 •りれ ている ことで める” 

劇場の **' '' いは 丸太 往に葭 Tli- を かけた 
もので掩つてあつて、正面に人 [! ,かある「 
その人 [1 の上に丸太で楙を組んで、その 
三方に幕を引廻し'その上 (: 槍.剌又の 
類を 立てる か 並べる かした。 その 櫓の 中 
i Jk 鼓を 置き、 これを 打つ て 観客を 寄 

ザ ベス 朝の 劇場 
て 客寄せを した 
のとょく似てぃる。この檢は、後に興行 
権を 意味す る ことにな り、 その 座の 象徴 
として， 水く 今日に 到る まで その 形を 残存 
してぃる，、当時覲客は地上 (: 筵を数ぃて 


約 造 •かと 
蝌 な 荬 
期，〗 || 咁華 o 

綠 》 » _ 6 

元 0 六 祝な 


見物した ものでぁる' 

さて この 能 5 2の 9| 出から次第 {: 進化 
していつて、その釤背を脱却して、 »<. 元,广 
! ： 软 舞 fi 独自の 劇場になる まで ( ： は / I そ 
ニ世紀位か、つた。その発展のぁらまし 
を 舞台、 架 庵、 見物 席の 三っに 分けて 略 
記して みょぅ。 

歌舞伎 ♦か、 欤舞を 本位に した ものから 
離れて、 せりふ、 しぐさを 本位に する ぢ 
面に 向ぅ に 従っ て、 方 三 問の 能舞台 式で 
は 不便に なつて きた。 そこで 宽文 頃から 
附舞 台と いつて、 前面の；^  (H 附 H-: . >< 
臣 «•: } を 越ぇて 前へ 新ら しく 舞台を 附 け 
足して いつた。 この附 舞ム 1] は 次第に 拡 张 
されて 奥行 も 深くな つた •か、 この 附舞ム M 
に対して fl- か. り 奥の 舞 ム rl を 後々 
まで 本舞台 三 間と 称して いた' 
これと：1:時に馅掛りも前 // へ拡 
張して、 貞莩 年中には シ テ汴 ** 
とり除かれ それか.ら三十 ¥- ^,' 
たつた 亨保年 中にはて すりら な 
くな つて、 やがては 舞ム II 框 まで 
接近した。こぅなつて舞台間 || 
は 事実上 ^ 褂 りの 長さを ふくめ 
て長方形に拡張されたことにな 
るのだが、冏じ享保年中 {: は ^ 
柱 も 除かれて 、舞 ^ はいょ-— 
拡張されて、次第に能舞台形式 
は 崩壊して いつた。 しかし 依 狄： 
として 残されで いるのは、 舞ム rl 
前面の ニ 本の 忭 、•舞台. 上の 破風 
造りの 屋根でぁった。 残っ たば 
かりで なく、 この 屋根は 一層 見 
事な 造りと なつた。 そして 左右 
の 柱には、 その 時の 任 言の 外題 
を 書いた 懸板が かけられて こ 


歌舞伎の 初期、 お 国歌 舞 伎 時代の 劇場 
は、能舞台の襲用であつた。当時先行し 
ていた 演劇と いぇば、 能と 狂言と ょりな 
いの だから、 いきおい 舞台 構造に しろ演 
技にしろ、こ.れにならぅょぅになるのが 
当然であろぅ .- 

「奈良絵本お国かぶき」その他の古冈に 
ょつ て 推定され る 当時の 舞台は 正方形で 
四隅に汴、側面 !: は橋掛りがある。舞台 
には 切妻 造りの 屋根 ♦か ある。 そして 檎掛 
りと舞台右側には竹のてすりがあつて、 
橋掛 りの 前には 若松が 植ぇて あるな ど、 
殆ど 当時の 能舞台 その ま、 である。 た、.、 
1つ\いいるのは、舞台の長押に、水引と 
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明治 十一 年 建造 新 富 降 内部 V 

しの 邪魔になる ので、 その 
興行 中 一時 取りは ずした の 
力 研 ^ も^^きょく  火 道 
■H も 都合 ♦かょいので、 とぅ 
とぅそのま、 (: なり、.各座 
1みなこれ (: ならつたと (^ 
ぇられてぃる。 

さて こ、 で 忘れて はなら 
ない のは、 软舞伎 舞台 独特 
の 花道と 廻り 舞台で ある。 


の 形式 ♦か A 
しく 歌舞伎 
の 定式と な 

つていた。 
この 屋根を 
取り除いた 
のは、 _ 関西 
では 宝 暦 頃 
江戶 では 寬 
政 八 年の 都 
座に 於いて 
で 「金閣寺」 
の 狂言が 出 


C 


花道は 貞享 頃に その 先駆ら しい もの' が 存 
在した が、 本格的に 設備され だのは 享保 
末 か 元 文 頃で あつた ◊この 元 文 年中には 
また、 「暫」 上演の 時 だけ 花道から 中央 
客席へ 突き出した 小さな ブラット フォー 
ムが設けられたこと'がある"これを名乗 
いへ ロと いぅ。 迴り 舞台は、 歌舞伎が 世界 
の 演劇に ほこるべき 乾 明で、 宝 暦 八 年 (約 
二百 年 前) 狂言 作者の 並木 正 三に ょって 
考案され た。 大阪 角の 芝居で、 「三十 石 
始」 とぃぅ 狂言の 時、 此楽 
から 思いついて、 前方の 大臣 柱を 
取りは ずして、 舞台 一面に 円形の 
舞台をのせ、舞台床下に心棒を通 


壜 り籌台 と 蛇の目 
* し 構造 換 型。 


廻り 舞台' が 出来、 文政 十 年 
に 到つ ては、 大道具の 長 谷 
川 勘 兵衛' が、 江 戶市村 座で 
二重 廻し (蛇の目 廻し) と 
いつて、 廻り 舞台の 外輪が 
も 一つ 自由に 廻る 設備を 考 
案して、廻り舞台をー 1- 複 
雑 巧妙な ものにした。 この 
花道と 廻り 舞台の 二つは 実 


に 歌舞伎 舞台の 特色で、 その 劇 術に 及ぼ 
した影響は非常なものであつた。序でな 
がら欧米の廻り舞台は、歌舞歧のそれ.を 
範 として 造られた ものである。 

さて 幕末 期から 明治の 初めに かけて、 
劇場は 火災 等の 為に 再三なら ず 建 直され 
たが、舞台_造には大きな変化はなく、 
舞台三方に客席のあるま、明治に人 
-十1年、洋風をとり人れて新富喵 
が 建設され た 時から、 舞台と 客席と 
が ニ 分され、 花道を 残して、 一. 線を 画 
した ブ D セニ ャム {: 近い もの' が 出 來、 

明治 四十 四 年 帝国 刺 場が 建設され、 歌舞 
伎は 一時 花道まで 失って、 純 洋風 劇場の 
額緣 舞台に 入つ たこと が あつてから、 い 
.花道だけを別にして：舞台は額緣 
の 外へ 出ない ょぅになつ た。 

この 舞台と 客席、 舞台と 楽屋と を 隔て 
る慕(引幕.椴帳.揚幕等)にっぃては 
略して楽屋に触れてゅく。創始期には舞 
台の 背部に 暮を 隔てた のみ だつ た か 

三階建にま 
で 進 しした 
のは江\1中 
期で、 01 し 
江 戶 時代は 
三階 建筑 ;•; か 
不 許可の 方 
針であった 
ので、 三階 
を 本 二階、 
二階を 中二 
階と 称して 
本 二階は 座 
頭は じめ 立 
役 (力役の 
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、故 称)、 中二階は 女形 
り部屋 {: ぁて、ー階 
vV 下 立 役 (最下 級の 
役者) 及び 頭取、 作 
苕 、嗨子 方、 床山 等 
り部屋 {: ぁて、合理 
的な 制度 ,.: . なつて い 
たが ' 明治に 入つ •て 
全然 その 制度 も 破れ  '.難，' r 
部屋の上下と、役者の都合 {: ょること> 
な0た。佾しニ-階に、名越以下の役者の 
A 居す る 人 部 M といぅ 広間は、 今 も 変ら 
す ぁ e て、 開場 前の 稽古、 諸種の 儀式の 
場所に も 用いられて いる。 

次に見物席は、創始期か.ら左右栈數は 
用、- 般は t. 間 !: 敷物の 上に 坐して 
兄た ノ， ての 钱数が 次第に 二階、 三階に ま 
て発展すると同時に、入门も鼠木戶と称 
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から 木戸 
格子にな 
った ◊延 
宝頃には 
木戶 幕を 
張る 上 ラ 
になつ た 
が、 まだ 
中央 客席 
は 野天で 
ぁった。 
それが 板 
暮 ながら 
全 蓋 式の 
屋根を 持 

つよう に 
なつた の 


は 享保 三年で、 同 九 年 以後、 堀 立 小屋 式 
が体裁をとゝのぇて瓦屋根土藏造りにな 
つたので、 その 進歩' が 遅々 としてい るの 
;i 不思議な ょぅ だが、 これは 幕府の 政策 
にょるので、火災や風紀をたてにその発 
展を附 んで いたので あった。 

t 間の 客席は 明 和 三年に 到って、 一部 
に 「縄張」 と 称する 区画' が 設けられた の 
'が 契機と なって、 「仕切 枬.」 、が 出来、 文 
化頃から ± 間は殆どこの「仕切研」にな 
つた ◊なお 「羅 •漢 台」 という 安 札 席を 在 
来の橋掛りの部分 (; 設けたり、西栈數の 
1部 (: 張出拽敷を造るなど、一時は舞台 
以外の 空間を 最大 


限に和用する こと 
など あつたが、 天 
保以後には客席は 
殆ど 一定の 形態を 
もつて明治中期に 
まで 及んだ。 


フ^ *> >, / 


舞台 美術 


_ 始期から 元祿 
頃までは 舞台装置 
として 特に 云う ベ 
きものは ない。 殆 
ど 能の 造り 物 か、 


その 転化で ぁつたが、 寬文延 宝 頃から 続 
き狂言が始められると、前後を分つため 
に 引 幕の 必要を 生じ、 それと 共に 書 割の 
張 物を 置ぃたり、 大臣往 に 桜 ゃ 紅葉の 枝 
をと りつけ たりして、 装置ら しい ものが 
生じた。 それが 急に 発達した のは 元祿享 
保 頃からで、 人形芝居に 剌钱 された ので 
ぁつた。 人形芝居は 舞台の 規揆も 小さく 
また取扱ぅのも小さい人形でぁつたぐけ 
に 舞台の 飾りに 意匠を こらし 易く、 仕様 
物にょつて目先の変化をつける必要もぁ 
つた。 そして これ' が 歌舞伎の 道具を 刺钱 
した。 そして 当然 江戶 ょりも 関西の 芝居 
が先に影響された。 

その特異なものを大体年代順にぁげて 
みよ ラ') 

引き 道具 — 正徳享 保 頃、 江戶の 作者 
中 村 伝 七の 考案になる もので 「嫁 人 角 m 
川」の狂言で、両国橋から.三阐までの情 
景を 、道具を 引いて 次々 に 見せた といぅ。 
この 伝 七は 他に 引 台と いぅ 台の 下に 車を 
つけて 動かす 方法 や、 押し出し、 引返し、 
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ぶん廻しなど発明している 
，張り K きの 本山 I 以 前は山や谷を楚 
せるのに11:簾といぅ |»: £ #| ::を卜げていた*か 
享保六年張り打きで造るょぅ (: なつた 
せり上げ逍 ]1 。せりー：けせりドげ 
乍 时三年 妆木 |1': _; 7: かを案した- これに暗 
示を 得て せり h lr' せり ドげ が 芩案 された' 
がんどう -U1 し «| 尺 ^ ともいう .，ト 

•竹 1ー半、人阪で、竹 1|| 治藏の芩案にな 
る C 


卜間を *;| 剌つてのせり.1:げ逍 |1 ハ 明 
和八年竹 |{| 近江の'丨火か.りはじめられた 
s'  1 安.水叫屮近忪 '|- 
'-W な 案を、 耿舞 U !: 移 人した のは 作荇 
t M-x でぁつ た 

|1| 架 返し ー ^ ^ -几亇ハ職嫌 ^ ||| 


の }1; : || のとき.|人された 


-;| 找澳  览政...半傾城揹柳按」で 
晚 (: ^ 降0の柳を1|き、この «1 の地面だ 
け *3| 取つて柳を残し、 16: {: 次の逍 |4 に »| 
いたのに始まる 

このは か.： 反时元年には本水を用い、明 
和には 本船の 小な どは じめ ら n た。 

以 h は寬政 頃までの 大道具の 大要で あ 
るが’文化文政期に人ると’世話物の％ 
実な要求か.ら (|: 様物その他大道具1緻密 
になつ て'  驮舞伎 独自の 工夫を こらし 出 
し、 一段と 飛躍して その 中心 も 関西から 
江戶 {: 移つた。その進歩の大きなものが 
ニつ ある。 . 

第一は 書 割、 遠見な どに 西欧の 遠近法 
を 用いた ことで ある。 ゎが 油絵 画家の 最 
初の人である司馬江漢がこれを用いた。 
第二は 長 谷川 勘 兵衛の 活躍で ある。 長 谷 
川の 家は 代々 劇場の 大道具 製作に たず さ 
ゎつ ていた。 文政 年度 この 十一 世 勘兵衛 


に 到つ て 表の 撤 にまで 名を 掲げられる ほ 
どの 活躍を した。 文政 ニ 年 「忠臣 藏」 十 
I 段を 幕な しの 大 仕掛を 工夫したり、 「四 
谷 怪談」 の 戸板 返しな ど、 みなこの 人の 
案になる。， 蛇の目 廻し、 土間の 引 割 も 彼 
の 考案で あつた ことは 前に も 述べた ◊そ 
|の+十ニ世も有名で、 「四 谷 怪談」 の提 
幻 拔け その他の 考案 や、 劇場 建築に 亀甲 
梁を 案出した ので 聞ぇ ている。 

こぅして次第 (: 大道具'に歌舞伎の定式 
、が 出来て、 一定の 型で、 整然と 道具 建' が 
出来る 仕組に なつて 明治まで 伝つ てきた 
が、明治 {: 入つて欧米文化の潮流に洗ゎ 
れ ると、 劇場 外から 「舞台 美術家」 を迎 
える ようにな つて 方法は 大いに 変化した 
が、なぉ定式の大本は守られて今日に到 

つてい る。 

歌舞伎の 劇場、 舞台、 装置の 進歩 !: 比 


「絵 害 合」 籌台 装 S の 絵画を 赛門 
. 嘗 <: ■'の、 人阪 ては 今 L 4 cx ifi 
o 「絵 2 6」 t 呼ぶ' 


り 火と 面 あか 
大阪 


して 最も 遅れて いたのは 照明で あつた。 
光線に ょつ て 舞台の 効果を あげる という 
照明 技術が 発達した のは 電燈の 発明 後で 
あつて、 それまでは 東西の 演劇と も、 日 
光 (: 賴るょりほかなかつた。尤も入エ光 
線と して 蠟燭や 油が 利用され てはいた が 
強カな光源でもなく、単 (: 舞台を明るく 
する 為 か、 補助 的な 目的で 使用され るに 
過ぎな かつた。 すでに 電気の 発明 以前に 
固定 化した 歌舞伎には、 現在の 照明 技術 
を 必要と する ものて はな-^ と-* う 意見 も 
ー /^ うなずけるものヵある 

が 屋根を 持たな かつた 時代には铃 
間の みで、 しかも 雨天の 日は 興行され な 
かつた から 照明への 閨心 はまる でな* かつ 
た。 劇場が 全 蓋 式に なつて はじめて その 
必要を 感じた が、 劇場の 構造が 密閉され 
.ていな かつた から、 四方から 天然 光線は 
自由 (: 入つた。舞台への明りは左右の両 
桟敷の 上部に 両窓 という 
窓が あり、 これには 障子 
と 窓 蓋が はまつ て 居り、 
(後には 黒 慕 も 使用され 
た) 劇の 必要に応じて 開 
閉 して 効果を はかつ た。 
生 世話 狂言、 だんまりな 
ど いずれも この 方法で 加 
減され た。 

蠟燭ゃ 油の 人工 光線 も 
照明 効果と しては 幼稚な 
'がら、 また そこに 歌舞伎 
独自の 工夫を 見られる も 
のが ある。 

いさり 火 I ♦または 差 
みかと もい う。 蠟燭を 舞 


(差し出し) 


台の 前面に 並べ 
て 明りと する も 
ので、 今日の フ 

ツト •ラィト 的 

な 使用で ある。 
客席から 見る と 
沖の 漁火の ょぅ 
に 見えた ところ 
から 呼ばれて い 
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鬚で 造つ た 長さ 
六 七 尺の もの、 

先端に 燭台を と 
りつけ たもので 
これを 演技 中の. 

俳優の 前に 差し 
出して その 表情 

を 照らし 31す用に使ゎれる 四 世 團藏が 
己がぢ実的な芸風を徹底させる為に考案 
したと いわれて いる。 これは 一種の 歌舞 
伎 情緒を 生む ので、 現今 も 四 段 目の 由 良 
之 助の 引 込み、 「廊 文章」 の 仁左衛 門の 
出な どに 用いられる ことがある 

**' かで い I 上下の 桟敷の 中間、 軒に 
あたる ところに 大蠟燭 を 点じた かん てら 
を 取 付けて 照明を 補つ た。 

その他 場内 照明と しては、 天井 や 在 右 
の 桟敷に 提燈が 下げられた。 宝 暦 前後 顔 
見 世 興行を 賑やかに する ためには じ まつ 
て、 後には それが 慣用され、 現今 も その 
名残を 見る ことが 出来る。 

なお 小道具 や . ft 掛物な どの 照明の 工夫 
に T 太陽 や 月を 現す 場合の 灯 人り、 赤 テ 
ル、 怪談 劇な どで 人魂 や 陰 火を 表す烷 酎 


?i ‘ t,- .4; ^5f 
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火など、それ-^^- (: 面白くエ夫された、も 
の も ある。 

しかしす ベて は 明治 期に it 燈を 用 (. ' る 
ょぅになつて大変革されることになつた 
ので ある。 舞台照明は もとょり、 劇場の 
構造、 舞台の 機構 も 装置 も、 俳優の 扮装 
から演技に到るまで非常に変ぇられてい 
つた。こ、ではそのょしあし (: は触れま 


* 盱5^ホ庇ょりなお !? <^!れた ^ 5 
■: 人の # ^: ::•• 「 U ” 山」 A- ム 撕 r の 太 

判事と 時 * の 定髙， 


一口に 歌舞伎 狂言の 種類と いつても、 
分け 方は 様々 である。 書かれた 年代に よ 
る分け方、季節的に見た分け方、系譜か 
ら する 分け 方、 仇 討 物、 心中 物、 变 化物 

などと いう テー マに よる 分け 方 。'が、 

こ、 {: は一番判りゃすい代表的な分類法 
によつ て 説明して みよう。 

御 承知の ように、 歌舞伎ぐ らい あら ゆ 
る要素を取り込んだ複雑な演劇は世界に 
も 類がない が、 それでも こく 大まかに 見 
て、 セリフと シグ サを 主と した 正統 的な 
もの (科白 劇と いう) と、 音楽を 伴つ た 
舞踊劇 (所作事) とに 大別で きる。 

で、更に科白劇、が、時代狂言と世話狂 
言と に 分れる の だが、 時代 狂言とは 要す 
るに 公卿 武家の 社会を 扱つ たいわ ば 史劇 
で |'> 世話狂言とは一般庶民の^5^描い 
たいわ ば 江戶 時代 社会 劇な ので ある。 

今日の レ ハ r リ 丨 を 見ても 間 に 中 

幕と 称する 短 かいものが 入る，  | とも ある 

，が、 一言に 時代 狂言、 二言に 世話 狂 

言、 それから 華やかな 踊りで 終る という 
立て 方が 大体 定式に なつて いる。 昔は 今 
日で いう 通し狂言の ように、 | つの 物語 
の 芝居を 一日中 見せた の だが、 狂言の 順 
字‘ば今 8. ょりももっときちんとした規格 
、H^ 一され ていたの である。 


時代 狂言 

まず 時代 狂言から 述べょぅ。 

第 一 に 王朝 物 (又は 王 代物)。 これは 実 
権が公卿階級 (: あつた杂良.平安時代に 
取材した もので 力る。 藤 原 鎌足と 藓 我人 
鹿を 扱つ た 「妹 背 山 婦女 庭訓」 ..0 菅原 道眞 
をめ ぐる 忠臣な どを 描いた 「菅原 伝授 手 
習鑑」 等は その 代表的 傑作 だ。 親 同志の 
不和 故に、 吉野 川の 清流に せかれた ま、 
米 世を 誓いつ、 相 果てる 久我之 肌と 雛 烏 

「ロミオと ジュリ エツ 卜」 に 餘 りに 

も 似た D マン チックな 「妹 背 山」 の 一場 
面。 最近 両 花道を 用いて 演ぜられた 東 劇 
の 舞台を 思い出された 読者 も あろぅ。 ^ 目 
原」 の 中の 寺子屋の 段は 全 歌舞伎 中で も 
最もポ ピュ ラーな 場の 一つ。 封建 道徳の 
世界では あるが、 そこに 流れる 万古 不易 
の 親子の 情愛は、 上演の 度 毎に 観客の 淚 
を 誘わずに はおかない。 

このほか、 書聖 小 野道 風の 忠節を 扱つ 
た 「小 野道 風 青柳 現」、 古典文学 伊勢 物語 
に 拠つ た 「競 伊勢 物語」、 il の 葉 狐の 伝説 
に 基いた 「廉 屋道満 大内鑑 」 等々 が ある。 

一 〇 

さて 取材の. 時代が 下つ て 源平から 鎌 倉 
室町と なると、 実権は 武家に 移る。 

流刑に あつた 俊寬を 描いた 「平家 女 護 


島」、 沒落 する 平家の 英雄を 中心とした 多 
くの 「景清 」 物、 義経記 から 脚色した 「在 
経 千 本 桜」、 熊 ハ 介 次 郎 16; 実を 主人公と する 
「ー拎紙萆記」、源平盛衰 11: (: 取材した「ひ 
らがな盛衰記」、北條時賴と佐野黹世の「鉢 
の 木」、 武田 •上 杉の 争いを 題 村と する 「本 
朝廿四 孝」、 信 長、 光秀、 秀吉 など 戦国の 
勇将を扱つた「絵本太功記」、近江源氏の 
世界を 借りて 大阪 冬の陣 を 脚色した 「近 
江源氏先陣館」、夏の陣を脚色した「嫌俞 
三代 記」 等々、 枚挙に いとま. ♦かない。 

これら ♦か、 ふつぅに いぅ (狹義 の) 時 
代 狂言で ぁる。 

いがみの 権 太 や 娘 お 里の 活躍す る 「千 

本 接」 のす ■しやの 段、 身替 りの 典型的 場 

面に 挙げられる 「一の 谷」 の 熊谷陣 M 、 

「近 江 源氏」 の 盛綱陣 甾、 艺優の型でや 

かまし い 「太 功 ^ 」 十 段 目 夕顔 棚の 光秀 

など、戦後のファンにも親しみ深いもの 
ご 0 

〇 

更に 下つ て、 扱われる 世界' が 江 戶 時代 
の 諸 大名と なると、 外敵がない から 派手 
な 戦争がない かわりに、 { 豕 奮続に から 
ん ^ お家騷 勅 物、 が 目立つ て 多くなる。 い 
わ ゆる お 家 狂言 (又は お 家 物) でぁる。 
「加 賀续動 」 「黒田 矮動」 「伊達 揉 動」 等 

气 
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筋は太抵きまつていて、れ 1--: 'が歿した 
後、 奸臣 共' が 愚 味な 幼 ft を 意の ま、 にし 
て お 家を 乗 取ろぅと 企てる。 忠臣は あら 
ゆる苦衷を忍んでつくすついに悪事露 
見、 正義の 勝利、 お 家は 安 # とい •ぅ、 ハ 

ツビ ー エンドの メロドラマて ある だ、 が 

運びは '|1 純だ'が、用ぃられる趣向は実に 
さまぐ で、 殊 (: 義理 人情の 葛藤を 中心 


として 涙を 誘ぅ いわゆる 世® が、 かな 
り 含まれて、 単なる 史劇とは 遠つ た 劇的 
場面を 構成して いる。 このょぅに、 時代 
汗：：： |1 ではぁる'が世話の味の強ぃものを、 
時代 世話 狂言と 呼ぶ。 勿論 分類は 後から 
作つ た 便宜上の こと だから 画然と 区別で 

きないの 力 多い 力 

これは 純然たる お 家 物とは いえない、 が 


「假名 手本 忠 •臣藏 .1 もこの 中に 人れ てょ 
かろぅ 。どんな (: 不景気の時でも「忠眨 
臧 J. さえ 出せば 満員 御 虬の 盛況と なる。 
そこで歌舞伎の独梦湯と呼ばれるょぅに 
なつた。 全篇 十一 段。 内容は いうまで も 
なく 赤 穂 浪士の 義挙な の だ' が、 その 世界 
は 鎌 倉の 足 利 幕府で あり、 吉良 上野 介は 
高師 直、 大石 内藏之 助は 大星由 良 之 助と 


なつている.かょう (: 、江戶時代に取材 
した 時代物 (当時では、 現代 社会 劇 或い 
は 政治 劇 だつ たわけで ある }に おいては 
幕府と いう 官権を 憚つ て、 時代を 鎌 倉 や 
室町に 移し、 人物の 名を 変ぇて 脚色した 
ので ある。 闵み に 由 良 之 肋と いう 役は 驮 
舞 伎 ^ 者の ド クタ ー •コ ーフ 、とされ、 - 
番重い 役柄と なつて いる。 

なお-忠臣 藏 J 「菅 原」 「千 本 桜」 など 
は人形浄瑠璃戯曲からの移殖で、義人欠 
狂言、竹本劇、又は義太夫三味線の荇を 
とつてデンデン物、或は丸本物など、呼 
ばれる' 

伊達 騷勛を 扱った 「伽羅 先代^!- も 代 
表 的な 由 家 物。 政 岡 忠義の 段の 飯 炊の 場 
床下の仁木など、絢爛の舞台面'が眼前に 

浮ぶ 0. , 

〇 

時 ft 狂言の •一つに 活歴 劇と いうの ♦か あ 
る。. 明治維新 以来 学者の 干渉， が 歌舞伎に 
も 及ぼし、 狂言の 非合理 性、 卑俗 性が 論 
難され、有職故実をたぐした演出が咕ぇ 
られて 生れた、 史劇の 一群で ある。 「章 
盛諫言」「高時」「地震加藤」など、主に 
福 地 桜 痴と黙 阿弥が 書いた。 九 代 目 W L 
郎は その 高い 芸の 力で ょく 演じ、 歌舞伎 
の品位向上には益しだところもあつたが 
結局は史実に捉ゎれて芸術的な舞台効緊 
に乏しく、過渡的現象として以ト {: 、作 
来の 時代 狂 一一 片にとつて代ることはできな 
かつた。 

世話 狂^ I 目 

煦民階級を扱った世話狂3 (: も三っぁ 
る" 近 松 時代を 中心とする、 町人 階級を 
扱0たもの、夂化.文政 1'1 後の頹哓した 


碇を負つて西海の龙祈と消ぇむ 
< …… 平 to 盛 先代 幸 四 郎 、ね & 
故左啪次  「箱铎千本&」 


「鮒 •た ST た、. 鲋 .f.v だ！」 毒ず く Jt ll*I: ( 六 
世 菊 五郎) の 憎々 しさ.'  利 官は 先代羽左 
衛 門。 「忠臣*」松の耻.ト仞傷の項- 


活歴の祖九世啪十郎贞 ^ の光代幸四郎演 
ずる 「高 時 ,-, 仰ぐ 虚空 !: 烏天狗の 嘲笑 
.か 響く……， 
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残していく广にと龙の芒川す綦袋にも断犋の思い …… 
«延若と故梅玉の_「天綱岛』治兵衛宅の >« - 

•;|: /' を北"莆に、盜人、毒婦、非 \ など最 
ド 級の 入 秤が 活躍す る いわゆる 生 此話汪 
'. II 、 明治維新 後の 西洋式 新風 俗を 取 人れ 
た 歉职狂 言で ぁる。 

〇 

第ーのものにはまず大近松の沢山の心 
中 物' が ぁる" 貞節な 妻と 遊女 小春との 間 
で 進退 きわまり、 ついに 情死を 選ぶ 「天 
綱島」の紙屎治兵衛、女ゆぇに纣印切り 
の 大罪を 犯して 死 場所を 求めて 行く 「梅 
川忠兵 衛 J、 更に 「曽根 崎 心中」 「生 玉 心 
中」 「心 $庚 申」 等々。 更に 紀海 音の 
「椀 久」 、半 ニの 「お 染久 松」、 五瓶の 「五 
大力」、 治 助の 「幡随 院長 兵衛 J、 黙 阿弥の 

「河内 n と 直 侍」 と かぞぇれば きり 

がない いずれも 情緒 テン メン 、民衆の 
心 不ロ 人間 a しもの 胸に しみ'^^* と 共 成 心 

■ r—  ...  . 


を 湧かせる 江戶 
庶民の 現代 社会 
劇て ある。 この 
中にも、近松の 
諸作のよぅに、 
人形浄瑠璃から 
移した ものと、 
「五大 力 J や 「河 
内山」のよぅに 
歌舞伎 プロ パー 
の ものと ある。 

〇 

文化 •文政 以 
後になる と 泰平 
に 馴れた 江戶文 
化は 漸く 頷 廃の 

く、 よくい 

え ば 洗練を 電ね 、芝居 も それに つれて 趣 
向を こらして、 官能 美の 世界を 現出し つ 
つ、 集大成への 経路を 迪つ た。 末梢神経 
の 異常に 銳敏 化した 人々 には、 咽ぶ 如き 
三味線春楽のメロディに併せてくりひろ 
げられ る、 腐敗 堕落した 下層階級の ェ D 
グロの 舞台' か 拍手を 以て 迎えられた。 こ 
れが生 世話物で ぁる。 が、 南北、 黙 阿弥 
を 代表と する 作者 達は、 練達の 手法を 以 
てよ く虛 実の 間を ぬい、 醜き もの も 芸術 
化する ことを 怠らな かつた、 

南北と いえば 「四 谷 怪談」 を 思ぅ。 お 
ちぶれ 果て、 今は 傘 直しを 内職と する 浪 
人民 谷 伊 右 H 門、 知らずに 畜生道に おち 
る お 袖と 直 助 権兵衛 、形相の 変つ たお 岩 
が 找 け おちた 髮を しぼる と、 真白な 衝立 
に タラ-^ と 滴り か、 る 鮮血、 次々 に 起 

る 怨霊の た、 り と、 およそ エロと グ 

ロの限りをつくしている。しかも嗯亡堀 


の 幕切れに， も 見る ょぅに、 最後は 様式 的 
な 見得に して 全体を 救い、 美化して いる。 

南北は このほか 「お 祭 佐 七」、 「女 清 支」 
その他沢山書ぃてぃるが、黙阿弥 (: なる 
と、セリフも全部七五調になり、音楽的 
要素 も 多くな つて 様式 美化が 進んで くる。 
「辨天 小 憎-の 「知ら ざ ア言 つてき かせ 


散 切 狂言は、 時代物の 活歴に 対 
して、 世話物の 明治 版で ある。. 
「散 切 頭を 叩いて みれば 文明開化 
の 音が する」 の 狂歌 も ある 如く、 
明治 四 年の 断髮脱 刀 令に よる チヨ 
ンマゲ との 快 別は、 形式 上 大江戶 
への 袂別 であり、 同時に 西洋 物 渡 


やしょぅ I 」 や 、「三人 吉 三」 の 「月 も 来の 新時代の 象徵 でぁつ た。 散 切. 
おぼろに 白魚の —— 」 など 余りに も 親し  狂言とは こういう 時 ft のフ アツ シ 


まれ. ている。 この 他 「鼠 小僧」 「切られ 
与三」「銬かけ松」「笠森ぉせん」「村井 
長 庵」 「四千両」等々、釘名なものだけ 

でも_げきれなぃノ 


« ぐる因果に「非業に死ぬ1其身の钭；.|と 
o 祥 院の白 »*: (: 有 1£ 5をする1'\- 「ご--;".! 1C 
ニ」 六 蓐目 。お® 吉三お % ±r r,. :- 


ヨン スタィル、 例えば ペンキ 塗り 
の理髮 店、 牛 肉屋、 郵便箱、 懐中 
時計、 靴、 帽子、 ステッキ 等と い 
ぅ ものを 取り入れて 作 

島* 招魂 社 j 刖 。先代 羽 左 衛門の  られた作ロ如群で、明乂ロ 
吉右衛 門の +夂、ザン> 

頭 (： 明治 開 (t: v: b' .''  - 


阐本椅堂作 « * 寺物》 % 之助の面造り師 3L ¥ か〜ー- 
夜《王、幸四郎の « 家，姉议は時*-ふ ;, 东； 

十 年頃に か 

けて、 主に 黙 阿弥に ょつ て 書かれた。 招 
魂 社 前の 場で 有名な 「島衙 月 白 S」 巡 
赍などを配して従来の仇討思想と異る、 
1寸「恩 1 の波方に」を思ゎせるょぅな 
「霜夜筛十字辻 ^: .」、そ.の他「ぞ广装 ^ |1 


「西鄕 隆盛 j 「筆屋 幸兵衛 」 等々 が ある。 

だ ♦か、 外形的な 風物 こそ 明治で あつた 
が、 作劇 法、 演出 一切は 在来の 江戶 歌舞 
忮 狂言 その ま、 で、 結局は わずかに 新派 
劇への橋渡しを果したにすぎず、活歴と 
冏じく過渡的意義を残したに.止まる。 

新 歌舞伎 

座附 作者に ょる 本格的な 歌舞伎 狂言は 
黙 阿弥を 以て 終つ たといつ てょ い。 その 
後は むしろ 劇場 外の 文学者 等の 書いた も 
のが 取り上げられ ている。 新 歌舞伎と し 
て 主な ものに つき 説明して おこぅ。 

黙 阿弥、 桜痴以 後に' はまず 坪 内 逍遙の 
新 史劇が ある。 「桐一葉」 「水；： 手 鳥 孤城 
落 月」 は大阪 落城を 描いた 二部作。 前 作 
の 長柄 堤の 袂 別の 場、 後作の 鞴庫の 場は 
共に 有名。 先代 歌 右衛門の 淀 君、 先代 羽 
左衛 門の 豊臣 秀賴 、木 村 重 成 等は 無比の 
適役と謳われた。この他、森鵾外の「日 
蓮 上人 辻説法」 松 居 松 翁の 「捕 正 成」、 小 
山 内薰の 「息子」、 複本 虎彦の 「名工 柿 右 
衛 門」、 山 崎 紫 紅の 「賴 朝」、 岡本綺 堂の 
「修善寺物語」「鳥辺山心中」「小栗柄長 
兵衛 」 「権 三と 助 十」、 山 本 有 三の 「坂 崎 
出 羽 守」、 真 山 青果の 「坂 本 竜馬， 』 など。 
近くは 宇 野 信 夫の 「崔談 宵宮 雨」、 「吹！ r 
峠/ 「恋慕の 鐘な どから、 舟橋 脚色の 
「源氏物語」に至るまで、いわ§る新驮 
舞伎作品が上演されてぃる。先々代仁左 
衛 門の 柿 右衛門、 故左闻 次の 夜义 王、 六 
世 菊 五郎の 「宵宮 雨」 の 竜 達、 海老 藏の 
「吹雪 峠」 の直吉 等、 印象 深い 舞台 姿で 


あ る 


所作事 


玉」 「勢 獅子.」 など、 義太夫に ょる 「小 
鍛 治」 など 実に 沢山の 種類' が ある、 歌舞 
伎の 美し さは これら さま^-* な 舞踊の 華 
麗妖艷 に 負う ところが 多い ので ある。 

; 河 竹 登 志 夫 i 

. メ,. 

歌舞伎十八番 

次の興行 (: は歌舞忮十八番の「助六」 
や1勧進帳」が出るとなると、何となく 
銳劇愁をそ、られる。1体どこ (: そうい 
う魅カがひそんているのであろうか 歌 
舞伎十八番の存在にあるともいぇるてあ 
ろう。 

:冗 來歌舞 伎 十八番と いぇば、 歌舞 伐の 
当り狂言十八番のことである、が、へ'ては 
特に 市 川 家の 当り 汪言 十八番の ことで、 

: 兀祖關 十 郎 以来 ft 々の 当り 狂言、 むしろ 
内 り芸を 七世關 十郎 'が 十八と いう 縁起の 
い、 数 だけ 選定した もの だ。 つまり 市 川 
家の {豕 i. xx の 結晶で あり、 それは 乂江戶 歌 

舞|请 ^ ;?. 31;げ 

+ 破 . 111 神 . rf' •ィ動 .職 •象 弓 • !/ 

進 帳 •肌 六 •押 戾 外郎 売 •矢の 根. 

亂羽 .读清 •しッ 面 •も拔 .脉脱 •蛇 

曲 ！1としては、これだけ (: 制 /*- 疋されてい 
るが、— |'| く43ら1ば-^.^ (^ ぜ.られている 
もの (: つ_>て略解 _ •て ^ きた..， 

勧進帳〕 -£ 川 海老 葳 (t 世 M 十 郎)、 が 
;.-! 1曲の「安宅」 (: ょり、当時もてはやさ 
れ ていた 媾談師 の 山伏 問答を 参酌して 梭 
らせた もの辨 慶の機 虹と 滅忠 にょり、 
義経が 安宅の 関を 通過す る ^ 件を 脚色し 
たもので' |]!1 ^- は勧進帳の詨ヒげ、咐止 
め， 析檻 等、 豪快で、 後 15- は、 }- 從の情を 
し<みりと兒せ、：取後は延年の舞、人法 


を 振つ て 引 込む。 作曲は 四代忤 M 六 三郎 
後の 六 翁 だが、 古今の 名曲と 言われ、 「勧 

進 帳 ，をへ r 日 あらしめ ている ともい える 
初演は 天 保 十一 年 二八 四 〇 年) 江戶河 
!);( 崎 座。 作者は 三世 並木 五瓶。 九 代 目の 
f を 経て 更に 磨きを かけられ、 歌舞伎の 
代表作と なつて いる。 なお、 明治 二十 年 
(..へ 八 七 年) 井上 繁候 邸で 明治天皇の 
.大覽 を ^ ぅした こと も 特記 さるべき であ 
る C 

〔景清〕通称「牢破りの景清」。平家の遺 
1|1 景清が源氏に捕ぇられて、鎌倉の土の 
牢に人れられ、秩父電忠と岩永左衛門の 


っと いぅ 怪病が 、結局は 磁石の ためで ぁ 
る こと' が 露顯 するとい ぅ ■筋。 磁石を 応用 
した 趣向が 奇抜で 面白い ◊寬保 ニ 年 (一 
七四ニ年)大阪佐渡島座でニ世_十郎が 

初演、 大当りで ぁった。 作者は 津打半 十 

u o . 

白 W 

〔鳴 神〕 「雷神 不勐 北山 桜」 の 一部。 鳴 
神 上人が. 龍神を 纣じ込 めて 旱 魅 {- なった 
ので、 時の帝は 美女を っかわして 誘惑し 
上 \ の呪術をとくと.ぃぅ筋。鳴神上\'が 
本能に 負け. ると いう 入 間 性を 描いた とこ 
.ろに生命'がぁる。貞享元年ニ六八四年) 

矢の根矢旰風をぅしろ !: 矢の哏を磨 


ニ人に平家の承器記此の琵琶と青葉の笛  く 曾 我の I 坂 --¥ :查郎の？ 役. 
の 所在を 詮議され る。 面前で 娘 人 丸 
と # の 阿 占 屋を 責めても 白状せ ず、 

遂に 牢を 破り 荒れ 廻る という 荒事 劇" 

元 文 四 年 ニ 七三 九 年) 江戸の 市 村 
座で 二世 團十郎 'が 初演。 作者は 藤本 
斗 文で ある。 

r 矢の 根〕 根源は 幸 若 舞曲の 「和 田 
酒盛」に発してい.る。神田の研師佐 
枘木弥 太 郎の家 で 毎年 正月 行ゎれる 
矢の根研ぎの式にもょるといゎれて 
いる X の 根を 研いで いた 曹 我の 五 
郎が 、兄のー 郎の 伧 難を 救う 為 裸馬 
!: 采つ てかけつ ける という 筋。 色彩 
太、を楽美 {: すぐれたものであるが 
|»] 時に人薩摩の最古曲である。享保 
ト四年 ( • -!: 二 九 年) 江 戶中村 座で 
の 一 • !«: 刚十郎 の 所演' が 最初で、 作詞 
t は 藤本 屮 文。 

〔毛 拔〕 「鳴 神」 「不動」 と共に 「雷 
神不勐 北山 松」 の； 節" 小 野 家の 重 
玉 雨 乞の 短册 をめ ぐる お 家 騷動 物。 

1 ' iff # 道の 息女 錦の 前の 黒髮' が 逆立 


江戸 中 村 座の 初代 刚卜郎 初演が 原型、 作 
者は 津打半 十郎 。明治 四十 三年 (一九 一 
〇 年) の 明治座で、 岡 鬼 太 郎の補 筆で 左 
圓次が 復活 演 して 以來 行なわれ ている。 

〔暫〕 本名 題は 「絮会 I 護 MJ。 元祿十 年 
ニ六九七年)江戶中村座にぉける初代團 
十郎の初演以米市川家の家芸となる。眼 
目は悪人の暴挙に対し主\公が「暫く」と 
声を掛けて 現われ、 悪人 共を 懲らす 場面 
で、 これが 江 戶庶 民の 叫びを 代表して 喜 
ばれた。： 止德四 年からは 顔 見 世 狂言の 吉 
例と なつた が、 趣向 もつ. らね もヒ演 ごと 

毛拔 »< 寺抻 ||; !!|-, 退祕まざ |!. ;: ?.; を找：、\、い 
r>i •心 思 ^ >; -t  拔 *;. 灿 きは  c sf> i’ A: w A- - 


髻 * 人共を«らす嫌倉櫓五郎铁政 

莘 四 郎 '肩： 5 武衡 は六世彥 -. 郎： 


光代 


に 新作され る 恒例に なつて いた。 十八番 
の 内と 名 題に 冠した のは 明治 二十 八 年、 

(一八 九 五 年) 九 世の 所 演 からで、 柿の 
素 襖、 三 升. の紋 すべて 市 川 家の 表徵で ぁ 
る。 江戶 歌舞伎 荒事の 代表で、 色彩の 配 
列、 音楽 共に 美しい。 

〔助 六〕 和 事、 荒事と もに 得意と した ニ 
世 團十郎 により 創演 された 十八番 中 唯一 
の 世話物。 初演は 正徳 三年 (一七 一三 年) 
江戶 山村 座の 「被 航歡範 ^ 4花 )|| 戶の 
助 六 実は 曽我の 五郎は 源 家の 重 {玉 友 切 丸 


助 六 助 六 <六世菊五郎)をかばい-瓛外な 
.か -1' « 巻でご？んす-と髭の意体{ >; 世彥三 
郎 ) !: * 体を 0 く 揆 萑 {梅 玉) 

詮議の 為吉 原で 喧_ をし か it -: は 人の 帯 
刀を しらべて いた' か、 遂に 恋敵の 意 休に 
喧嘩を 売り 意 休を 切つ て 友 切 丸を 奪い返 
すと いぅ 筋。 当時の 吉原 遊^ K、 江戶 
庶民の 意気な ど 色彩 美、 音楽 美を 伴つ て 
艷餚 豪快な 場面を 描き出す。 河 東 節が 必 
ず 用いられる。 

新 歌舞伎十八番 

市 川 家の 歌舞伎十八番に 対して、 七 世、 
九 世 團十郎 の 当り 芸の 集成を いう" 大体 


それは 旧 十八番の 古典 劇に 対して、 河 竹 
黙 阿弥 •福 地 桜 痴 新作の 明治の 活歴 劇 ♦か 
多い。 その 曲目には 始めから 新 歌舞伎 十 
八番と銘打たれたもの、後から加ぇられ 
たもの などを 合わせる と 四十 数 種 ある。 
蓮 生物 語 •虎の巻. 地赛加 藤. 其 田 張 
抜 筒 •酒 井の 太鼓 •吉備 大臣. 電盛諫 
言 •荏 柄 問答 •釣 狐 •仲 光 •高 時 天狗 
の 舞 •船 辨慶 •山伏 ^ 侍. 伊勢三 郎 • 
紅葉 狩. 文覚 勧進帳 •左 小刀 •女 楠. 
素 襖 落 •鏡 獅子. 新 七ッ面 •二人 袴. 
吹 取 妻. 大森彦 七 •狩屋 問答 •静 法楽 
舞. 風の 為朝 •高 野 物 狂 •仲 国. 向井 
将監 •時 平の 七 笑い •油 坊主 •雨の 鉢 
の 木. 片桐 別れ •數浪 •大石 城 受取り 
•髮染 の. 実 盛. 中 山 問答 •琴 唄 物語. 
一の 谷 •琵琶の 景 清. 源平 布 g •菊 
畑。 

このうち で 今 も 舞台 生命を 持つ ている も 
の だけにつ いて 解説し ょう。 

〔地震 加 藤〕 (「桃 山譚 J) 伏 見に 大地震 
が 起つ た 時、 加 藤 清 正 •か 謹惧 中に も か、 
わらず 桃 山 御殿には せ 参じ警 固した。 こ 
れに ょつ て 太閤は 閉門を 許し、 二度目の 
朝鮮征伐に討手の大将として盃を賜ると 
いう 筋。 初演は 明治 ニ 年 (一八 六 九 年) 

の 市 村 座で、 最初の 活歴 劇と されて いる- 
作者は 河 竹 黙 阿弥で ある。 現今では 中 村 
吉 右衛門の 当り 芸 である。 

〔酒 井の 太鼓〕 (「太鼓 音 智勇 三咯 -) 徳川 
家康が武田勢のため 1; 攻擊をうけ浜松城 
•J 菴つ たと き、 酒 井 左衛門 尉が 櫓に 上つ 
て 力強く 暮六ツ の 太鼓を 打つ て、 武田勢 
を 引き 退かせた という 筋。 九 世 團十郎 の 
芸は 好評を うけ 新 十八番の 内に 加えられ 
た。 初演は 明治 六 年 (一八 七三 年) の 村 


山 座、 作者は 河 竹 黙：！： 弥。 
〔重逋諫言〕清盛は成親卿、浚寬捫都な 
どの平家討伐の計画に院の帝が関係ぁり 
として岛に選し華ろぅとするところへ、 
t 盛が 凍：：：： ： <: くる。 わが 广の诚意 (: || 馊 
の清盛も止むなく從ぅ。 「牡丹 平家 
譚 」の内。九世_十郎得意の芸で新十 
八 番の内 に加ぇられた。平{豕物語 (: 取材 
の 活歴 物で 初演は 明治 九 年 (一八 七 六 年) 
中 村 座。 河 竹 黙 阿弥の 作。 

〔仲 光〕 本名 題は 「ニ 代 源氏 誉身替 J。 多 
田満仲はわが+美女丸が汆り乱暴なので 
藤原仲光に湏けその首を打つょぅに命じ 
た。 仲 光は 美女 丸を 比极 山の 源 信 ^ 都の 

. 5 加**^" 桃 山ぎ 

,; ru, .r :ft 1,:' ,,, ir 'i /' aI n ox: ^ /u 
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許に 送り わが 子 幸 寿 丸を 身替 りに した。 
」ニ年の後、今は源賢阿削梨と名乗る美女 
丸は 満 仲と 親子の 対面を し、 忠孝 山 小童 
寺を 建立して 幸 寿 丸の 菩提を 弔ぅ。 九 世 
_ 十郎 得意の 芸で 当時 好評の 活歴 劇で あ 
つた。 初演は 明治 十七 年 (一八 八 四 年) 
新 富 座。 作者は 河 竹 黙 阿弥。 

「菊畑〕平家 (: 仕ぇて権勢並びなぃ鬼一 


は 馬の巒 をと つて 牛 若 丸の お供を する。 
九 世 團十郎 会心の 活歴 刺で、 初演は 明治 
十九 年、 二八 八 六 年) 新 富 座。 河 竹 黙 
阿弥. の 作。 

〔船 辨麽〕 義経が 賴 朝と 不和に なり 西 国 
へ 下る 折静御 前が 別れの 舞を 舞う。 船出 
して 海上に 出る と 平 知 盛の 亡霊. •か あらわ 
れ 仇を しようと する が、 辨慶の 折りに よ 


法眼が', リ書- k lf: 一： 略 卷 一の 谷 平教盛 実は 我が 广小 次郎を 心に もな 
を％ 藏 している ので、  く討ちと.りねばな；'ない熊谷在実.-光代幸 

k 授を 受けょぅと 牛 若 
丸は 虎藏 、鬼 三 太は 智 
患 内と 変名して 鬼 一の 
館に仲間，奉公に人つた 
鬼 一 U それを 看破り 虎 
の 巻を 伝授し、 娘 皆 鶴 
姫を 1-- 若丸 {: |<ゎせ源 
氏の 再興を 析 つて 自害 
する。 「鬼 一法 眼 三 略 
巻」 の 三段目。 享保十 
七 宇 ニ 七三 ニ 年) 大 
阪嵐 座での 初演 以来 每 
嗖 の 大当りで、 七世團 
+- 郎は新 十八番の 一つ 
!: 数ぇた。 浄瑠璃 作者 
は 文 耕 堂 長 谷 M 千 四： 

〔伊勢三 郎〕 本名 題は 
「李 源氏 陸 奥 日記」。 伊 
勢三郎 は 上野 国 板 鼻と 
いぅと ころて 山賊を 働 
いている' が、 その 父 ニ 
見 信 連は 以前 源義 朝に 
仕ぇてぃた。+若丸は 
奥州へ 落ちる 途中 偶然 
三 郎の隐 れ 家に 宿を 求 
めた。 奇遇に 喜ぶ 三 郎 


り 退散す る。 作曲は 巧妙、 辨慶の 物語り、 
合狂言の船頭の船唄から住吉踊りなど舞 
踊劇として上々の作でぁる。九世 1« 十郎 
の 当り 芸 ◊初演は 明治 十八 年 (一八 八 五 
年) の 新 富 座。 黙 阿弥の 作品。 

〔一の 谷〕 熊 谷 次 郎直 実は 一の 谷の 西の 
木戶 ロを 固めて いる 敦 盛を 組みし いたが 
討ち取る 心は なかつ た。 しかし 平 山の 武 

高時天狗籌 天狗 !: 欺か #1 「はてロ惜しゃ」 

.こ 歯嚙み する 六 世荀 五郎の 高 時、 愛妾 衣笠は 

UJ  n Jtrf  rs  & 


者 所の 「熊 谷に 二心 あり」 との a 葉に 止 
むなく討ち取つたが、それは実は我、が :/" 
小 次 郎 であつ た。 浮世の 無情を 怙つた 直 
実 ば 独り 愁歎； j ふけり、 やがて 婁染の 衣 
に 諸国 行脚に 出かける。 九世團 十 郎は近 
世に 於け る 熊 谷 役者と して 称攢 された、 
並木 宗補等 合作の 浄瑠璃 「一谷# 軍記」 

♦か 原型で、 歌舞伎の 初演は 宝 曆ニ年 ニ 
七 五 ニ 年) の 大阪中 村 座で ある。. 

〔高 時 天狗 舞〕 「北條 九 代 名家 功」 の 上 
の卷。雲龍という高時の愛犬に母を嚙ま 
れ怒 つて 犬を 斬りす てた 安達 三郎 'が 高 時 
の 為に 死罪に ^ せられる。 恐れを 知らぬ 
高時は愛妾衣笠を相手に酒宴の最中不意 
に 灯が 消ぇ、 数多の 天狗 !: 飜 弄され、 始 
めて 自分 以上に 強い ものが あるのを 知る。 
活歴 劇の 代表で、 明治 十七 年 二八 八 四 
年)猿黃座開場式の際の九世 »1 十郎の注 
文に ょる 黙 阿弥の 書き. おろしで ある。 
〔紅葉 狩〕 平 維茂が 戶隠 山に 紅葉 狩に 行 
くと 更科 姫と いう 美女' が 現れ、 酒を す、 
めて 舞を 舞う 維茂は 夢心地に まどろむ 
と山神があらゎれ鬼女に用心せょという 
ので 我に 帰る と更科 姫が 鬼女と なつて 打 
つて か、 る。 立 廻りの 末 小 烏 丸の 威徳に 
ょつて鬼女は討ちとられる。義太夫常磐 
津長唄の三方掛合い。九世圃十郎自ら振 
附けた 会心の作で、 初演は 明治 二十 年 ニ 
八 ./\ 七年)の新富座。作者は河竹黙阿弥。 
〔素 襖 落〕 本名 題は 「ir ^r 那 聲 誤」。 大 
名 •か 伊勢 参宮に 伯父を 誘おうと 太郎 冠者 
を 使いに やる と 伯父の 姫 御 寮は 冠者を 労 
つて 酒を 勧める。 冠者は 姫から^^ を 莨 
い 帰つ た、 が 酔つ て 返事 も 出来ない。 落し 
た 素 襖を 大名 於 拾つ て 取り合いと なる。 
能狂言ょ b の 移入で あるが、 曲、 振 共に 
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紅葉 狩 紅藥の 木に 飛 上り 炎を 吹いて 
立 遇る 六 ft 菊 五郎の 鬼女と 先代 羽 A. 衛 

門* の 維茂 ^ 


索褸落 人郎 fcf 者 か' 酔つ て 落 L た 太* を 
取り 介う 人-？; (八 m )、 入郎； ii 者 （捣之 
助）、 次 郎鉍者 （ 段 叫郎 .■ 


〔左 小刀〕 左甚 五郎が 遊女を 見 そめ， 傾 
悶の 末、 京人形の お 山を 彫り あげる。 酒 
を 飲みな、 がら 人形を な、 がめ ている と勒き 
出す といぅ 京人形の 所作事" 「艷 菖蒲 
+ 偶 j を 福 地 接 痴が 添削して 明治 二十 
三年 二八 九 〇 年) 東京 歌舞伎 座で 九 世 
M 十郎 'が 「左 小刀」 として 所演 、甚 五郎 
とお 山人 形と を早替 りで 演じ.、 新 十八番 
の内 {: 数ぇ.られた。現在常磐津の地で、 
「京人形 - としてし ば- 演ぜられる。 

新 古 演劇 十 種 

.t/ 川家の歌舞伎十八番に影響されて、 
E 世 尾 上 菊 五郎は 元祖 松 肋 以来の 尾 上 家 
の 汽り i -ii より 十番を 選んで 新 占 演劇 十 種 
と 名 づけた。 


土蜘 •茨木. 戾 橋.， 羽衣 •菊 慈 童 •身 
替 座禅. 刑 孤®  •羅漢 f 古寺の 怪 猫. 

一， ッ家 •(操り 三番)。 

このぅち しばしば 演ぜられる ものに つい 
て だけ 解説を しょぅ。  ， 
〔土蜘 〕 源賴 光が 瘧を 病み 臥して いると 
ころへ、 葛 城 山の 蜘蛛の 精 ♦か 比釵 山の 学 
僧 智篛に 化けて 現れ 賴光に 妖術を 使い、 
蜘蛛の 糸を 放つ。 賴光は 膝 丸の 名 剣を 拔 
いて 切りつ ける。 近侍の 平 井保昌 等が 傷 
いた 蜘蛛の あとを 追い 葛 城 山で 退治す る 
といぅ長唄舞踊劇。五世菊五郎苦心の作 
品で、 初演は 明治 十四 年 二八 八 一年) 
の 新 富 座。 河 竹 黙 阿弥の 作。 

C 茨木〕 賴 光の 四天王の 一人 渡 辺 綱は、 
羅生門で鬼神茨木童广の片婉を切り兔名 


を 挙げたが 門を 閉し 七日の 物忌みを して 
いた。 そこへ 伯母が 尋ねて 來た ので 綱は 
その 所望に ょつ て ft 概に藏 めて ある 鬼神 
の 腕を 見せる。 忽ち 伯母の 顔は 変り 腕を 
取る や 黒雲を 起し いずこへ か 姿を消す と 
いぅ 長唄 舞踊劇で、 片腕の ない 茨木の 舞 
に 五世 菊 五郎が 苦心した。 明治 十六 年 (一 
八 八 三年) 新 富 座で 初演。 作者は 黙 阿弥。 

〔戻 橋〕 渡 辺 綱が 洛中 胬 護の 任に 当って 
いた 折、 堀川 戾 橋に さし か、 ると 扇 折 小 
西 合と 名乗る 美女 ♦か あらわれ、 五条まで 
道連れに なつて くれとの 願いに、 ともに 
戾橋を渡ると水鏡に映るのは物凄い鬼女 
の 形相、 立 廻りの 末 髭 切 九で 鬼女の 片腕 
を 切り取る といぅ 活歴 式の 常磐津 舞踊劇 
て 小 ^ 合のルは曲もょく吸の聴きどこ 


良く 好評の もの。 始め 義太夫、 後に 長 吸 
の 所作事。 明治 二十 五 年 (一八 九 ニ 年) 
歌舞伎 座 九世團 十郎の 初演。 作者は 福 地 
桜痴 0 

〔二人 袴〕 高 砂 尉 兵 衛の臭 t 右 馬 之 助は 
聲人りの日に袴を忘れる。父の機転でー 
つ 袴を 二人で 穿き、 况 言の 席に 出た' が 高 
砂の 舞でぞ れが あらわれる" 炫の 親は 前 
後のないのは誠に目出度いと新しい侉を 
咧出物に出すといぅ松羽目物である。 ^ 
の 兵衛が 屋 島を 舞ぅ ところ、 が 眼目で、 長 
1111 常 磐津の 品の ょい 滑稽 舞踊劇。 九世刚 
十郎 の振附 で、 初演は 明治 二十 七 年 (一. 
八 九 四 年) の 歌舞伎 座。 作者は 福 地 桜 痴 
である。 

〔大森 彦 七〕 楠 正 成の 息夂千 早 姫' が 伊 像 
松 山で 父の 仇大 森彦 七に 遇い 斬りつ けた 
•が、 組 伏せられる。 彦七は 正 成の 遗： rv を 
:1,- げ菊水の-:玉剣を姫に贈る。それを道後 
友 衛門が 怪しむ ので 狂乱を 装い、 その 馬 
を 奪つ て 去る" ® の 口説 彦 七の 狂乱が 
見所である。常磐津.義太夫の活歴舞踊 
劇で、 明治 三十 年 (一八 九 七 年) 東京 明 
治 座で 九世團 十郎が 初演した。 作者は 瘤 
地 接 痴。 

〔鏡獅子〕別名「#興鏡獅子」。長呗の舞 
踊劇。大名閨数の正月の鏡開きの日 (: 腰 
元が艷麗な舞を見せ、後に獅子となつて 
髮洗 いを 見せる といぅ 獅 {物て、 ^ |£ な 
こ女の振りと颯爽たる獅子の踊とに、 対 
照の 妙を 見せる。 明治 二十 六 年 二八 九 
三年)歌舞伎座で九世 [#1 十郎の初演。 作 
者は 福 地 桜痴 。振 附は藤 間 勘 心衛 門と 九 
世 自身。 六 tit 菊 五郎の 所 演以来 評判と な 
- 9 、舞踊家 {: とつて最高の曲となつてい 
る'''' 


ろと なつて いる。 明治 二十 三年 (一八 九 
〇年)歌舞伎味で五世菊五郎が初演。黙 
阿弥の 作。 - 

〔身 替座禅 〕 大名 山 蔭 心 京は 人郎冠 者を 
身 # りに座禅させ ^ 拍子花 -'/- の許へ行く 
嫉妬深い 右京の ^ 玉の 井は それを 見つけ 
太 郎 冠者に 代つ て 座禅 襖を 被いて いると 
夫 右京が： t り 花 户を虬攒する"玉の并は 
大いに憤慨して夫を追いまわすといぅ筋 
で、 能 狂：：：：： 「花 fj {: ょつ て 脚色し /: 常 
磐津長 »11 の所作事"クドキそのはか聴か 
せど ころ' が 多い。 明治 四十 三年 ニ 九‘！ 
〇年)市村座での初演以来好評で六世菊 
五郎の 当り ^ であつ た。 作者は！： 村 柿 紅 
である。 

ニッ家 一武 藏国浅 # ヶ哚の 一ッ家の 悪 
姥茨が 旅ん を 泊めて は 石の 枕で 殺し 金を 
奪つ ていたが、 稚 记姿の浅草鲵汝斤の示 
験にょつて悔怙し、姥ヶ池 !: 身を投げる 
といぅ 筋で、 地' か 義太夫で、 舞踊は 少く 
稚児の 都の 物語と 姥の 娘の クドキ だけ で 
ある。 明治 二十 三年 (一 /; 九 C) 年) 市 村 
座で 五世 菊 五郎' が 初演した' 作者は ;»1 竹 
黙 阿弥。  佐 藤 鐮彌) 


右上 鏡® 子 ニ a ム = |: さまった時の « 
典と I た 六 }«: « & 郎の tt.J の 坫 


左上 茨木 切.りれた蜿をつかみ片7六 
法を 抿つて花迅を引込1人 !«: « £郎の茨 

下 英 懦 ,; •* ‘ ?) r ^ -€J  \』 ifi 

it h v- ffi L- -f+c /.s K.-wivo ft JU arl yl 
fvl -i r'- il r!!; - -f.c, 、" ;; /; s. «J' h nl; 


対面 五郎 （菊 五郎） 十郎 （宗 十郎） 曾 我 狂言には、 弟の 五郎 


、 が 荒事、 兄の 十郎 V 和 事で i 寅 じ ると いう 一 " 3 の 約束が あつた。 
荒* Kt 和* Kt を 併存させる、 それは 唯一の 例で ある。 


-^が、咨きおろし '1/. :*時の俳俊にはめて書 
かれたものだつたのである。八代け [#1 十 
郎の 「切られ 与 三」、 五代 H 菊 五郎の 「辨 
X 小 ^ 」、 四 世 小団次 の 「佐 倉宗 吾」 など、 
みな その 例に 洩れない の だが、 驮舞伎 の 
場合、 俳優の 「 1-- 」といぅものが先ず第 
{: t 要視 される とい ラ- ^ を もつ てし 
ても、その根強さは知れるでああぅ" 
m し、 観客に 「嗜好」 といぅ ものが あ 
るから (: は、芸風にも、何回かの変： ;1 が 
あつたことは確実で、今 (: 残る演劇史が 
更には また、 数々 の 俳優 評判記が、 その 
輪郭を 伝ぇて いる。 

ところで、 歌舞伎に 不可欠の ものと し 
て、 役柄の 分類と いぅ ことがあ るの だが 
近代劇以後の演劇研究家の間 (: は、これ 
を 排斥す る 傾向が 少くな い。 理由は、 役 
W の 設定' が、 ともす ると、 衛 中の 人物を 
類型 化するといぅところにあるらしいの 
だが、 それ の 類型に 一つの 「公式」 


藝風と 役柄 


雁 一*、- 


大木 


豊 


软舞伎が、その発生期 (: おいて、俳優 
の 肉体的 魅力と、 容姿の 美し さとを 売り 
もの (: したことは、最早否めぬ事実なの 
'たが、 それは、 やがて、 技芸の 時代に 進 
A でから も、 究極に おいて、 俳優 中心で 
あること {: 、かわりはなかつた"だから 
脚本々 位の 時代と いぅ ものは 歌舞伎の 場 
合、 厳密な 意味では ぁり 得な かつた わけ 
で、 その システムは 、飽くまで も 俳優 本 
位 (: 出来上つていたのでぁる。俳優のも 
つ 魅力、 乃至は 体臭 そ n 自体が、 近代劇 
の場合と較べて ;1 か (; ものをいつたの 
も、 蓋し 当然 だつ た、 

むろん 多くの 弊害を 伴いは した もの、 
この俳優中心主義は、しかし、ー面にお 
いて、 芸哌の 伝統を 育成す る 結果と なり 
それ' が ひいては、 歌舞伎 独特の 芸風を 保 
持す る 上に 役立つ たこと を、 僕らは 見逃 
して：^ ならない し 

芸風とは、 本来、 俳優の 個性に、 表現 
技術の 錬磨、 が プラスされ たもので あるべ 


き 害 だが、 歌舞伎に ぁつて は、 多くの 場 
合、 先天的な 「柄」 を どこまでも 重んじ 
るの、 が 常 だつ た。 

現に、 狂言 作者に よ つても のされた 登 
場 人物の 陀洛 という ものは、 その 半ば 以 


を 与ぇる 意味から も、 それは、 しかし、 
t 祝され てい、 こと' たと 思う。 

佔 が、 此 •か 横道に それた が、 役柄の 設 
■<£ 、若しくは分化発逢ということは、日 
本に 限つ た 現象では なぃ。 

例ぇば、 中国の 劇に おいても、 大雑把 
(: ぃって、 似 (立 役)、 i 一 (女形)、 浄 (敵 
役)、 丑 (道化)、 未 (立 役の 端役) その他 
の 役柄 •か あり、 それは、 日本よりも 敝 重 
{: 守られて いるので ある。 

他国の 場合は、 しかし、 こ、 では 触れ 
ない。そこで日本ということになるのだ 
力 最も早く役柄に 8" するものを牛じ 
たのは、 能楽に おいて、 > あつた。 

シ テ、 ワキ、ッレの名称が即ちそれで 
これ* か 能狂言になる と、 大名 (主人) と 
太郎 冠者と いう ことになるの だ •か、 これ 
らは、どちらかといぇば、數曲の中にお 
ける 役の轻 電 によつ ての 分類で あつて、 
役柄の 分類と いうには 当らない。 だから 
厳密な 意味での 役柄と ぃう ものは、 歌舞 
伎に、 その 源を 発して いるので ある。 

だが、 しかし、 そうはい つても、 初期 
の お 国 時代は、 能楽の 場合と 同様、 シ テ、 
ワキ、 ッレだ つたし、 女驮舞 伎の 頃まで 
は、 兎にも角にも 能の 形を 追つ た、 いゎ 
ば 「過渡期」 の 形態に あつたの だから、 
役柄の 分類は、 お 国 以来、 凡そ 五十 年を 
絡た 若衆 歌舞伎の 末期から、 野郎 歌舞伎 
の初期にかけて、漸くその基礎を固めた 
とみて い、。 

男方に扮する者は难、女方に扮する者 
は誰といつたような届出をしなければな 
ら なくなつ たのは、 寬 、水 十九 年の 法令に 
よる もの だが、 こ、 に 即ち 役柄の 分担が 
はじまつ たわけで ある。 


7 


心中 天 絹* 紙屋 治兵衛 （先代 铒治郎） 
所, 7!  r ニつ 析」 の 典型て ある。 


雁の たより 三 ニ 五郎 七 （涵 若） 襟の か 


た 広袖、 K 結の 着附が この ひとに' よ （あつて 
その ガ ふ •りは、 当時， 上方 フアンの 血を わか 
せた という。 


：•  •,>  .■； 


舞 伎 十八番に 多くの 要素を 残して いる。 

~ 「暫 」 「鳴 札」 「毛 抜」 などの 主人公、 「国 
性，」 の 和 藤 内、 「対面」. の 五郎、. 「車 引」 
の 梅 王 丸と 松 王 丸、 「先代 萩」 の 男 之 助、 

「矢の 根」 の 五郎、 「道 成 寺」 「双 面」 な 
どの押炅し、.「鳥居前」の狐忠信、「草摺 
引」 の 五郎な ど' が、 今な お 見られる 「荒 
事， で、 「幡随 長 兵衛」 の 「村 山 座」 に 
出 る 「金平 法 問 諍」 という 劇中劇は、 
人形の 金平を 人間で 行く ところの 「荒事」 
の 典型と みてい、。 そして、 ^ の 絶対的 
条件と しては、 すばらしい 大力の 持主て 


つの 原動力と なつた ので ある。 

以下、 主なる^^に ついて、 その 概略 
を 述べて おこう。 


荒 


r i- 

事 


「荒事」. の 「事」 は、 そ も'''^ ^ 間の 心 
理な り、 動作な りを あらわす 言葉で、'' 「荒 
事」とは即ち乱暴な動作といぅ風に解釈 

してい、。 

「荒事」 は、 江戸の 歌舞伎に あつて 発達 
をみ たもので、 創始者は 初代の 市 川團十 
郎だ 'が、 その 「家の 芸 」は、市 )|| 家の歌 


矢の « 五郎 (三 津 五郎) かつらは _ %* て、 
V の 毛を 束ねた ま、 何 本に t わけて、 油 又は 
漆で 園め て あ 4。 (この場合は「七奉車 « 」 
で * 4) 


シ テから 若 女方と 若衆 方、 ヮキから 立 
役と 敵役 ♦か出来た ぼか、 猿 若の 系 ：^ から 
道化、 ッ レの 系統から 親方、 女 辱 方 (年 
増) 广役といつたょぅな凡そ八つの役柄 
が 生れる に 至つ たのは、 野郎 歌舞伎 時代 
の 承 応 年間で、 こ れが元祿歌舞伎になる 
と、吏に分化して、役柄は廿数種を数ぇ 
た。 

先ず 立 役の 系統に 荒事、 武道、 実 事、 
丹前 (所作事) 和 事 (やつ L 事 •ぬれ 事) 
がぁり'_から分化したもの (: 敵役、 
1、実悪、実敏、色悪がぁり、猿若か 


ら出 たものと し 
て 花 車 方、 親方 
から 生れた もの 
として 親爺 方が 
ある ほか、 女方 
の 系統から 若 女 
方、 女方、 娘 方、 
若衆 方が 派生し 
たからで ある。 

そして、 役柄 
の 分類が 最も 
複雑に なつた の 
は、 寬 政から 文 
化 文政へ かけて 
の 時代 だつ た。 

立 役 和 実、 
和 事、 実 事、 武 
実、 荒事、 武道、 
武 悪、 平 敵、 端 
敵、 実 悪、 公家 
悪 (公卿 悪)、 色 
悪、 実 敵、 色 敵、 手代 敵、 半道 敵、 立 敵 
花 車、 道化 花 車、 親爺、 子役、 芸者、 傾 
城、 女 武道、 所作事、 女方、 娘 方、 世話 
女房、 姫 方、 若衆 方、 及び 角 M (角 前髮) 
など …： V 

まこと (: 複雑な分化ではある*か、それ 
は、 しかし、 当然の 帰結で も あつて、 は 
じめ は 単純 だつ た 役柄 ♦か" 戯曲の 進化に 
つれて、 デリ ヶート な 分類を ひき 起す に 
到つ たわけで ある。 

細かく 分れた 役柄に ょつ て、 俳優が、 
持ち場 持ち場の 表現 技法に 研究 努力を 積 
んだ ことは、 いぅまでもない。 役柄の 分 
類は、 だから、 歌舞伎の 特色で あると 同 
時 (: 、芸道の伝承、更には発達を促すー 
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新 薄® 物!！ 圊 部ん: 衡門 （ 梅 幸） 呢の W さな V 爽の 

一つ。 露 芝の# 附 という t のを 歌！! 伎* 奸 者は 是非 
党え ていて は i い， 


伊ん: 断 門 （勘 三郎） 見る からに 「和爭 」 のエ 
ッ セン；* ■ A: 感じられる ンん: は 驮ム衛 門の 夕霧-. 


「和事」は、男女の色事を描 ^ するのが 
眼目で、 その 主人公は、 化粧、 発声、 # 
のこな し、 すべて 女性的と いつても い、 
ほどの 美し さと やさし さを 備えて いるの 
が 特徴で ある。 

「天網 島」 の 紙屋 治兵衛 、「冥途の 飛脚」 
の 亀屋忠 兵衛、 「夕霧 阿波 鳴 渡」 の藤屋 
伊左衛門、 「重 井筒」 の 紺屋 徳兵衛 など 
が、 即ち 「和 事」 としての 表現を 与えら 
れた役 々で、 浄瑠璃の 作者と して 名高い 
近 松 門左衛 門の 存在は、 上方の 「和 事」 
を 発達させる 上に、 大いに 役立つ た。 

「和 事」 を專 門と する 者を、 俗に 「ニ 枚 
目」とょぶのは、芝居小屋の前に看板を 
出す とき、 右から 二番目の 位置に、 この 
役柄の 俳優を 据えた ところから 来て いる 
の だ ♦か、 上方の 俳優の 「口伝、」 の 中に、 

"二枚目は 三枚目の 心 持で 勤めょ" とい 
うのが ある。 「和 事」 が、 一方に おいて 
滑稽 味を あらわす もので あつたと いう こ 
とが 思われて'  それは 興味深い 「示唆」 


でもあるのだ*か、-」き延苻の当り ^ とさ 
れ ていた 「 M のた より」 など、 その 適例 
といつ てい、 •たろう 復ら は、 つい 最近 
肷舞伎座 (: おける 1: 左衛門の所演を見て 
それ* か ^: :: |||] 」であることを明瞭 (: 教ぇ 
ら れた ので ある。 

ところで、近松以後の時代净瑠璃 (: あ 
ら われる 和 ^ 系の 人物と しては、 -ひら 
かな 盛衰 記」 の梶哚 源 人、 「菅 •ぬ」 の ^ 
九な どが あるか  ti ■て も -お薄 ^- 」 {: 
出てくる阐部左衛門など、いう役 {: 11 つ 
ては、 「阑 部の ^ 敢」 の 引 込みに、 "分 
体を「の」の字のように ^ かせ"といつ 
た 「 rl fA- J が ある ほどで、 3t ずは 「和 ^ 」 
の典型といつてい、'たろう。 

なお  *和 ^ 」のことを ^| (: やつ 
し 事 j ともい、、 その、 王 人 公を かつ •ら 
の 名前から とつて 「ニつ 折」 と I いうが 
中で比較的年令の若い、例ぇば矜殴とか 
若旦那とかいう役は、俗語て「つ、ころ 
ばし」 とよ ばれる のを 注意したい 

今 0の「和事師」は、漱 (: 勑三郎、内 
に ^ 海と いう 双 壁が あるが、 少く とも 僕 
は、 男女 藏の よき 索 質を 見逃したくない 
と思うり：一:^の意味で’来柚というひと 
が、 折角 上方 系办若 0 郎 (: むく； £ を もつ 
ていながら、それを 1<: の持ち腐れ」 !: 
終らせているのは、 ^- .だ惜しい 

かた？  中，.、 

「敵役」 の 代表は なんとい つても 「実 悪 I 
である，'見るか.らに ;# 味のあるかつ.らを 
つける の' が特徵 で、 「金閣 #. 」 の 松 永大 
膳、 「妹 ^ 山」 の 人 鹿、 「菊 畑」 の湛 海、 
「新 薄雪」 の 秋 月大 ■などは 「王 fj、 「先 
代萩」の 1: 木、 「馬 想」 のた 秀な どは 


としては、 九 代 目 關十郎 {: 直接 指導を 受 
けたと いわれる 先代の 幸 四郎 、更には 三 
律五郎といつたところが擎竹られるが、 
今では、 その 若さ 力ら くる ものを ひつく 
るめ て、 幸 四郎 、松綠 あたりに、 先ずは 
「荒事」 の 軌範を 見る ことが 出来る： 

^ 事 

上方で 発達した 「和 事」 は、 「荒事」 
と 対照され るべき もので あつて、 「和 事」 
の 「和」 は、 即ち やわらか である。 

これを 完成した のは、 元祿 時代の 名優 
坂田藤十郎で、 |^] 時代の初代中村七三郎 
もまた、 元 米 江 戶の ひとで ありながら、 
やはり 和 事師 として 知られた が、 以後、 
大和 山甚左 衛 門、 山 下 京 右衛門、 沢 村長 
卜郎 、沢 村 宗 十郎 (初代 並に 三代 目) 実 
川 額十郎 、実 川延若 (先代) 中 村 宗十郎 
を 経て、 近年では 初代の 中村媽 治 郎や、 
つい 最近 物故した 宗十郎 、延 若な どの 和 
IV 役者' が 涎 生した。 


ある こと 

と、 正義 
を隶んじ 
る士てな 
ければ な 
らぬ とい 
ぅ ニ 点、 が 
学げ ら れ 
る 0 

1 11 !: 

ぃって、 

「荒事」 
は r 誇張 
の 演劇」 
である。 
聿餐 のか 
つ. ら 、紅 
喂 、 ッラ 

ネ 乃至は モサ a 葉、 六方、 元 祿兒 得な ど、 
すべては、 それを 象 徵 している といつ て 
い、だろぅ0 

' * --供の >1 恃で演じょ"-.といぅのが、所 
.':|1 |||] 「 |1 3」 (: なつており、近年の荒ゼ師 


金閣寺 松 永 大勝 •(幸 四郎) r 王子」 のか つら， 冠 
せて みれば'  その 役者が 敵役に 適する か 否かぐ すく* 
判る といわれ てぃる产 


先代 萩ぐ. 木 弾 正 （菊 五 都） 風貌が 陰忭な 悪 入に ふ 
さわし い< ■「燕 手， という かつらの 名称は， それ か •燕 
の 羽 に似てい ると ころから きたので あろう。 


燕 「天 ド 茶 ^ 」 の 家 間、 「樓 門， 
の 五右衛門な どは 「百 といぅ 力ぐ 6 
を.使ぅのだ、が、これらはみな、徹底した 
悪-^ といつ てい、。 

小 野 山 宇治 右衛門から、 五代 目の 松 本 
幸四郎 <: 至る歴代の「敵役」は、例ぇば、 
評判 111 など (: 見ぇる"すさまじき役者〃 
とか、 "面体 憎々 しく： ン とかいつ たよ 

樓門 石 川 五右衛門 (先代 幸 四 郎) 「百日」 

とい ラ かつら も亦、僕ら (: 悪の権化を .« じさ 
せる。 


うな 評 •• !-. から 推しても 先天： & (: それ (: 
ふさわしい 容貌を もつ ていた ことが 知れ 
るが、 今日では もう'  そうした 超現実的 
な 風 李の 持主は いなくな つた。 先代 幸 四 
郎の 死後、 少く とも、 「実悪.」にそのも 
の.. スバ V の 俳優は、 みられな くな つてし 
まつたのである。 |:' 'が、しかし、それも 
また 止む を 得まい。 すべては 「時代の 流 
れ」 なので ある。 

「敵役 I のうち、 「寺子屋」 の玄蕃 、「忠 
臣藏」 の 薬師 寺、 「石 切梶 原」 の悮 野、 
「天下 茶屋」 の 腕 肋、 「熊 谷 陣屋」 の梶 
原と いつた 所謂 「端 敵」 は、 「実悪」广 
従属して いる 役 だ、 が、 読ん て 字の 如く、 
それは 端役の 敵役と みてい、 ( 

なお、俗 (: 「赤つ面」とょばれて、顔 
を 赤く 塗つ ている 玄蕃 ゃ悮 野は、 腹の 薄 
い 小 悪人の 代表と いうべき であろう。 一 
方'  顔に 青い 隈を とる 役と して、 「暫」 
のゥヶ 、「車 引.」 の 時 平 公な どが あるが、 
これらは 「公家 悪」 の サンプルで 、陰性 
な悪人になつている、 

「敵役 」に は、 しかし、 まだ 種類' が あつ 
て、 ほかに も、 「叔父 敵」 (「先代 获」 の 
鬼 貫 公)、 「手代 敵」 (「法界 坊」 の 長 九郎) 
r 半道 敵」 (「忠臣 藏」 の 伴 内) 等の 例が 
ぁる、 が、 「色悪」 ■(「加 賀騷動 」 の藏 人) 
という 役柄は、 「敵役」 としては、 寧ろ 
特殊な ものと いつて い、。. 表面、 善人を 
粧つ たょうな 悪人は、 ぁる 意味で 「敵役」 
の 異端者と もみら れるか ら である ( 


やく 


道化 役 


「道 匕」 とは、 「滑 嗜なこ t をす る」 

いぅ 章 味で、 女歌舞伎 時代の 猿 若が'  明 

ら かに それ だつ た。 


も 忠臣藏 ibC  {段 四郎) 「半道 敵 ^ ^ 、滑择な演出を伴 
•ゐ •か 常で ある。 「道行」 の 場合は、 寧ろ 「道化 役-の *5 骞 
1: 人れ たい" 


左 助 六 通人(荒次郎)見るか‘に偷快ではなぃか'出て 
来ただけで覲客 ** ふきだすのも道理でぁる-' 

; . . I . 

初期には、非常に重要な地位をもつ役 
柄で、 中 村 座の 座附 狂言で ぁる 「猿 若」 
.の 主役は、 代々 この 座の 座主が 勤める の 
を 原則と した ほどで ぁる。 「寺子屋」 の 
涎く り、 「天 川屋 j の 伊 吾な ども、 だか 
ら、昔は「道化役」の專任になつていた 

一.'  ; . / ▲ . . 


わけで、 「空冶店」の藤八 
や、 「助六」の通人などに 
は、 今な お 老巧な 脇役 者' か 
出る 場合が 多い。 新 十郎、 
翫 助の 時代は さておいて、 
例ぇば、 照藏 、鯉三郎'  吉 
之丞 、荒 次 郎 、高麗 五郎' 
吉十郎 といつ た 脇役 者' が、 
そういう 意味で、 今日 重宝 
、がられる 理由 も 判る であろ 

* っ 0 

「三枚目」 の もつ 語感から 
くる ものを 含めて、 「道化 
役」 を、 どうで もい、 役の 
ょうに 思う ひとが あつたと 
したら、 それは 大きな まち 
がいな ので ある'。 

立 役 

そ も' ^-^-の初 -|* は、楽を 
奏する 者が 坐つ ている のに 
対して、 起つ て 勅く 者、 つ 
まり 演者 それ 自体を 指した 
らしい の' 一 ^が、後には、女 
方を 除く 男‘ 役 全体の 総称と 
なつた。 

「立 役」 という 言葉は、 しかし、 今日で 
は 理想叽 の 善人、 例ぇば、 時代物では、 
「忠臣 藏」 の 由 良 助、 世話物では 「宵 庚 
申」の半兵衛といつた役にのみ使われて 
いる。 いわば、 範囲が 狭められた わけ だ 
、が、 そ n というの も、 男の 役に いろ^- 
の 形が 出来て、  その 個々 が 独立して 行つ 
た、 めで あつた。 「荒事」 も、 「和 事」 

も、 そして 「敵役」 も、 元来は 「立 役」 

に 含ま n て いたので ある。 


野螓村 右が 福助 （現 歌 右 術 門） の お 光、 左 
が芦赛 のお染 。衣裳の コントラストに 注意し 
たい。 


寺 子靂武 部 源*  (吉右 衛 門) 「辛抱 立 役 
は， 肚芸を 必饔 とする f：' けに K しぃ- 


金閣寺 雪 ® (歌 も ® 門 >按 の 木に 縳られ た 
ま、'  足の 先を 勅 かし、 落ち 散つ た 花 ® で 鼠 
をか.くといラ所|5「爪先里|で知られた役で 
ある 

ばれる 家老の ょぅな 役、 或いは また 「和 
実」 と 名のつ いた 相樸 のょぅ な 役 も ある 
が、それらは、敢ぇて説明するまへでもあ 
もまい" それ  の 名称が、 内容 自体を 
語つ ている からで ある = 

「昭和 歌舞伎」 の 「立 役」 を 見渡して、 東 
の吉 右衛門、 西の 壽三郎 を 挙げる のは、 
もはや 「常識 一 だ ♦か、 期待の ひと 海老 藏 
，か、 漸く そのゴ ール に 近ず いた 感 'が ある 

のは 青 ばし い" 

女 形 

オン ナガ タは 、元来-女方」 と 書く の 
が 正しい の だが、 日では 並 日 通 「女形」 
と 書く' 


「立 役」 は、 普通、 座頭の 俳優が 勤める 
が、* vn は 「実 事」 の 名 を もつ てょ ばれ 
るょぅ {: 、ごくまともな演劇だつた。写 
実の 分子が、 そこに 多く 見られる の も、 
だ から 不思 m ては ない 
「実 事」 のぅち、 特殊な 役柄には、 その 
ーつ1つに名前がついていた。物事を正 
しくと り 夭は く ^ * か、 即ち-抑き 役」 て 
「生じめ」 のか つらと 共に、 僕らは 先代 
羽左衛 門の 盛 綱を、 そして 実 盛を、 更に 
は 「兜 軍記」 の重忠 を、 すぐと 思い出す 
ので ある。 

ほかに、 〔菅 原」 の源藏 や、 「伊勢 音 
頭」の貢のょぅ {: 、ある個所において、 
受け身の 気持を 必要と しなければ ならぬ 
「辛抱 立 役 」 が あり、 「武道 実 事」 とよ 


そこで、 先ず 「赤 姫'; T か、 これは、 
時代物に 出て くる お 姫様で、 赤い ぬいと 
り模様のある衣裳をつけているところか 
ら 、そぅよ ばれて いるので あるっ 一名、 
『吹 輪」 ともいぅのは、 「和 事」 の 場合 
の 「ニつ 折」 と 同様、 かつらの 名称から 
きて おり、 銀の 花瓣 のきら めく 花 摘を さ 
すの' が 「さだめ — に なつて いた。 

—1 赤 姫 」には、「太十」の初荀、「妹背 1[| 5 
の 雛 烏、 「鳴 神」 の 雲の 絶 間 姫 その他、 が 
ある 力 なんといつても代表的なものは 
一 廿四孝 .一の、 「十 種 香」 から -; 奥庭.」 
に かけて 活躍す る 八重垣 姫 や、 「祗園 祭 
扎 信仰 記」 の 「金閣寺」 で お 馴染の 雪® 
で、 こ n !: 「缣 三」 の 時 姫を 加ぇた の ♦ *> 
俗 {: いぅ「三姫|でぁる 


右 忠臣蔵 六 段 0 おかる (友 右衛門) 
.石持の着附の典型でぁる この 場の お * ' るは 
*腰元の心でせねばならぬ，とぃぅのが |1 3 (: 

;• * つ. ている-' 


左 妹！； ■： 山 定高<梅玉)片はず*しの役 
1して、身 (: 備ゎった貫»が流石でぁる' 


n 


かごつ 4 .ベ 八つ 准 (驮 Y.- 衛門) 「女 形」 0 
裕 «= をこ* !: 見るといつてら、決し -: 過. >'. て 
は ^. るまい' 

ぇに 立つ てぃる のが、 「赤姫.」の演技だ 
つた。 この 一事を もつ てしても' 「夂 形」 
の、 ひいては 歌舞伎の 「バック •ボ —ン」 
* か、 「美」 そのもので ある ことを 知り 得 
るであろう i 

時代， 物の お 姫様に 対して、 世話物には 
町人の 娘と いう 役柄 ♦か ある。 八； 10屋お 1- 
油屋お染などがそれで、着八义 {: 黒の襟 
をつ け、 酼の葉 模様の 帯を 文审 (若しく 
は 振り さげ 結び) !: しめてい るのを 注意 
したい ご - 

ところで、 「野 崎 村」 のお尤 という 役 
は、 「すしや」 の お 甲-、 「矢 || 」のお舟 
など，同様、田舍娘の典やだが、これと 
お染 とを、 一つ 舞台に 見る とき、 僕らは 
そこに興味深いものを感じる"ある意味 
では、同じ役柄に属する田舍娘と町娘で 
はあるが、ー方はどこまで行つても野暮 
であり、 一方は 飽くまで も 洗練され てい 
るからで ある-」 衣裳 一つを みても、 仕草 


s t と \ て も 

の コ、\卜 7 プ 

ト_は明瞭だ'か、 
共に「久形，の没 
てある ^] 丨 そこ 
(: 「色 ^1 を必要 

とする こと i い う 


.さ > <: „¥ げた， 
「！ニ 姫 の堝八 "と 

In] じく、 软舞ほ で 
は、 「吃 乂」 にお 
ける 乂 T- 夂 ^ ぉと 


让 四 ^ 」 |: おける慈悲菝 ^ ^- お神 
「腰 越 状」 1： おける 五十 兵 ft； 欠！ B ra 夂を 
ひつ くるめて 、特に 「一一; 欠！！ ？」 という 
この ラち、 おとくは、 "舞台で立役ょ 
り、や、ドつて ^. り、悄ましくその秘 (: 
寄り ^ う" ことを もつ て 「理 想 として 
きた 「女形」 にあつ ては、 例外的な 役と 
して 注目したい。 おとくは 即ち、 吃りの 
夫(立役)ょりも前に進み |,|,. て、その分 
まても しやべ り まくり、 動き まわる のて 
ある 

「女房」 という 役柄の 雜しさ は、 しかし 
な {: も「三女1£?」 (: 限つたことではない 
その他の-女 1 1?_  寸べて至雜とされる 
理由は、 【夂形」 (: 欠くことの出宋レい 
「色氕」が、 『夂房」にあつては，も-っ 
•つ、そこにニユアンスを要求されるか 
•ら であろう 

「女 導」 の 着る 衣裳で、 忘れられない も 
のに、 「石持」 が ある。 それは、 多くの 
場合'  無地で、 紋を 丸の^： 拔 .きにして あ 
り、 納 ;* 、 若しくは 栗 梅の 色に、 黒 じ § 
すの 帯を しめてい るの だが、 そのいで た 


夫」 の あ G •つぼい 芸風が IS •ばれる。 左は 関 三 
十邱の 蝙蝠 安。 


これ {: 該当する「冶 
臣藏 J の 戶無瀨 、「妹 
背 山」 の定 高、 「先 
代 萩」 の 政 岡、 ■及び 
「玉 三」 の 萩の 方な 
どは、俗. (: 「片はず 
し. の 役」 ともよ ばれ 
る.。 梅 玉 亡き後、 本 
役の 「順番」 は、 ど 
うやら 時藏 .に 廻つ て 
来たよう だ。 

右のう ち、 政 岡は 
「女 武道」 とよ ばれ 
る 役柄 にも 属する 
但し、 「女 武道」. と 

一口に いつても、 そ 

れ は、 「合 邦」 の 玉 
手、 「門 破り」 の 板 額、 「毛 谷 村」 の お 
その、 「丧 引」 の お 筆の ように、 武勇を 
主とする役だけ (: 限らない。凜とした性 
格を みせる もの や、 かつらを さばいて (崩 
__ >て) -||1 き廻るものを指 — ^ て そう う 
こと も あるの て ある。 

「武道」とぃぅ言葉からは、非常に強さ 


を感じるが、その上に「夂」、がつくとな 
ると、 やはり そこに'  はじらいの 風情' が 
漂う のは、 当然とは いぇ、 面白い。 

「助 六」. の 揚卷や 「吉 田屋 」の夕霧と <.\ 
つたょう な 役は、 「太夫」 の 名を もつ て 
ょばれる が、 遊女の 類のう ち、 最も 位の 
高い とされる もの だつ た。 至難な かわり 
に、 「女形」 として、 理想の 役で も あつ 
たゎけだが、その「道中」に「八文字」 
を 踏む の 図は 「かごつ るべ」 の 八つ橋に 
も見られる。身に備わつたーつの「たし 
なみ」' が あるた めか、 いまの 歌 右衛門の 
それは、 まこと !: すばらしい。 

次に、 「女形」 の 中で、 老けた 役柄を 
普通、 「花‘ 車 方」 とぃう。 元来は 漢語で 
茶屋の 仲居を 指す の だそう だ' が、 このう 
ち、 「三 婆」 が 難役と され ^ のは、 「三 姫」 
や 「三女 房-の 場合と 同じで ある。 「道 
明 寺 』 の覚 寿、 「輝 虎 配膳」 の越路 .それ 
ともう 一つ、 「盛 綱 陣屋」 の 微妙 だ、 が、 
この役は絶対にミミョゥと発音したぃ。 

最後は、 先代 源 之 助 や、 宮戶 座の 名と 
共に知られてぃる「悪婆物」の範疇とぃ 
ぅことになる'が、これは即ち幕末に書か 


れた-川祕の犴“てある 

切られ お 富'  うわばみ お 由な ど、 いろ 
いろあるが、例ぇば、源之助の蚣のぉ (1/ 
など、いう芝居には、きつと妖しい葬叫 
M が 漂つ たのであろう" 僕ら ば 今でも、 
浅草の小芝居のほの喑い客席 {: いて、遥 
か 昔を ^ ぶこと' が あるの だが、 その 雰网 
M 、 赚ろハ ハな、 がら も'  想像が つくょう な 

ハ只かするこ 

〇 

以上 述べた 役柄と いう もの、 はじめは、 
むろん、 嵌 重に 守られて いた C. だが、 し 
かし、 そうした 習惯も 、次第に 崩れ、 遂 
には 「女形」 が 「立 役」 !: 扮す るょう な 
ことが ,,|, 来て来たと [«] 時 (: 、 - 立 役」 が 
「女形」 を 勤める 異例の 現象 も 起つ た e 
俗にい う 「加役」' がそれ で、， 一れ は 寬 政 
期の初代 ?|1 雛助、が、いかなる役柄をも演 
じて 以来と いわれて いる'  (何し、榀則 
として、 「ケ 役」 ^ 勤める 「夂 形」 の 役 
というものもあるにはあつた。 「段山 1_ 
の-:;;:藤、「先代萩」の八汐、「#日：1;?」の 
高 圓 などの 「敵役」 力 その ^ と — > て % 
げられ るが、 こうした 「憎らしい 役」 を 
「女形」'が勤めなかつたという点に、僕 
らは 留意したい。) 

一人の 徘優  'が、 どんな 役で も 演じる こ 
とを、 普通 「兼ねる，」 というが、 いかな 
る役をも兼ねて、しかもそれぞれ (: 、險 
秀な伎俩を誇つた俳優としては、近 1«: に 
九 代 目 _十郎 、六 代 目 菊 五郎を 数ぇる こ 
と' が 出来る。 彼らの 場合、 「兼 ねる」 と 
いう ことは、 一つの 「プライド‘ 一ても あ 
ったのだろぅ歌舞伎の世界にぉける役 
柄は、だから、昔と較べて、遠か (: 融通 
-M-: を 農く している ので ある' _ 


道 明寺覚 寿 (先代 友 右衛門) 大谷家 所蔵の 
.葉。. これら 「三®」 を-やれる 役者は、 段々 
に少なくなつた。 

ちは、 いかにも、 典型的な 「女 等」. に ふ 
さわし い ◊いまい つた おとく や、 「忠臣 
焱六段 目」 の 勘 平 女 看 おかる を 思ぃ出せ 
ば、 なるほどと うなずける ものが あろう' 
W し、 この 「石持」、 女に 限る という わ 
けでは なく、 「廿四 孝」 の 慈悲 藏 のょう 
:: ' li; の 役ても 着る 場合が ある ことを 附 
7丄 して おく、) 

狄舞伎の「女辱」 (: はまた、貞女のタ 
ィブがまことに多い。 「酒屋」 の 半 七 女 
»>; お圍、 「帯 屋 」 の 長 右衛門 女房 お 絹、 

.尺 網 島」 の 治 兵 衛女辱 おさんな ど、 そ 
1/J 代表的な 例 だ' が、 「女房」 は 「女 辱」 
r も こ ^1 ヵ * 1豕のー 女 ^ 」 となると. 
かつ.，？  p 勝 山、 おばこ、 又は 丸 # から、 

H)r ? tifJ 片はずし」にかわる 片方の發を 
<;; す，.という意味からきているの |: が 


败舞佐 演出の 特刻滅 様式 
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雪一十五 世 羽 左 術 P1 「 直 侍 」 (左） と左國 次の 丑 松、 
令と 笠を 持つ た 手が 如何に t 雪で 冷たそう であ 4。 


元結に使う紙の撚り增を三角に切つて 
舞台の 天井 /- pe つた 褚から 、これを： a り 
落す と 雪降りの 情莆 になる。 舞台と いわ 
ず花道にまで打布を数き、垠根や樹木や 
そして笠の妞にまで綿を諝くと、雪の挤 
つた 景色になる。 近代 芸術では 思い も掛 
けない この ^ 純な 美し さの 中に、 リアル 
な近代亞術以上の深い努がある。それが 
歌舞伎の 演出で ぁる。 

.水い歴史の中 (: 、雪を友视するため (: 
は、ど*っした.んいちばんい、かというこ 
と' が、 結：： 1?、三角の雪だの、 ^ 布の雪だ 
の、綿の雪だの {: 結晶して、いまも驮舞 
伎の 演出に 勒かし 難い ものと なつて いる _ 
この 極めて 単純な、 そして また それ 以上 
はどうに ふならない ぎり'^- 結着の 美し 
さが、 歌舞伎 演 .'l1, の 永い 生命を 持つ 所以 
なのであろう。 

濡れ場 

男女の 色模様、 謂う ところの ラヴ •シ 
1 ンでも あり、 これは また エロ ティ ック 
なべ ッド •シ ーン にまで 発展す る。 
•もとく 歌舞伎に とつて 色 水の 要素は 
最も 大切な 綾では ぁるが、 歌舞伎の 潘れ 
場が、 江 戶の艷 笑！！ の ある 部分を ク 口才 
ズ .アップ させた ょうに、 強烈な におい 
を持つ演出となつたの (: は、.舞台の男女 
を 演ずる 俳 ^ が 男 ^ と 女優では なく、 
女形と いう 特殊な 存在で あれば こそ、 極 
めて 大瞻 に塌情 的に なり 得た のであろう。 

元禄 期の 坂 田 藤十郎 、中 村 七三 郎とい 
う" やつし -^ 々 の 名人と いわれた 俳優の 
演じた 色 摸 様が、 果物の 熟れた ような ^ 
戶の文化.文政度 (: 成長した。例ぇば化 
•政 度を 代表す る 四 lit 鶴 崖 南北 作〃 四 ^ 


怿談〃の三角 ^ :數を例にとると、阆助が 
形ばかりの夂屠であるお袖に、姊のお ||| ;; 
の敵を ,1| つと _ ，うこと を 151 と ~ * て f+. co 
聞 係を ^ るの だが、 初 T は ^ を かわして 
いながら、 結； ^夂の方から”を ^ うとい 
う、ょり榀悄的な描きかに侍つてきて、 

" ^• ならいくらでもお辞儀なしさ"と .6; 
助がお袖の酌で飲みかけるとヶ的はお辟 
t& な 一 > f: t_. i; — - ^ 八す 力 そ 一 > て ^ , J 
はえ？ンとお袖にいわせ、.と.>*そんな 
•らもう ^ ょうじやご. ?' /1 せぬか" "れ 1#. 

い ^ ,12. ぎ さア  . ^ v< ょう " と な つて 
お袖は成助に下を引かれて、咪のうぇへ 
•|- つて ^ 風をリき 411 す| 

こうした 生々 しい 肉感的な 場面を 描き 
ながら、 •怆度或る神の艷笑_が、その令 
体を描芩しずに、でとか足の指先きだけ 
を 描いて、 露 竹に 令 体を 描いた 以上の 強 
烈な肉 感をそ、る ^ 法 ^« 似ている 
袱紗带に部_莕のま、の遊女十六夜が 
清 心に" 三月で ござんす" •と、 懷奸を 打 
ち あける 短い ワン •カットの 中に も、. 滴 
るょう な 色気が あり" 浮 名 横 櫛， の 赤 間 
家で お 富 •か サ三郎 を 引き 人れ る 最初の 逢 
曳ゃ、小拔七之肋が州崎の土手び卸守殿 
姿の瀧川を1::説く件など、エ0ティック 
.シーンは枚挙に暇がない。おなじ濡れ 
場で も ラヴ. シーン はだいたい 女の 方が 
積極的に 出 て" 廿四孝 "の 八 承 坂 姫な ど 
も" 後と もい わず いまこ、 で" と 文楽の 
人形芝居の 演出な どは、 勝賴と 八重垣 姫 
が 客席の 方へ 扇を 拡げて 隔てる と、 頰を 
すり 寄せて 接吻す る演 A も ある' か 大 n 
の寮へ雪の道を訪ねてきた菡侍の知らせ 
に、 上 ^ した 三千 歳が 男の 後から 思わず 
抱 きつく といつ た 恋 倩の 表現には、 殆ど 
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淨瑠璃 ^ ぃぅ迕楽が人つて、その心情は 
鉍事 的な 説明で 演出され るのを 常と して 

おなじ儒れ場でも、エロティックなシ 
丨ン はもぅ. と 足と いぅ 際どい ところで 
餘 韻の ある 後味を 持たせ'  ラヴ •シ ーン 
は 常に 必ず 舞踊劇 的な 動きを 持つ て、 飽 
くまで 男 欠の 美しい 恋の ポオ'' スで演 出さ 
n るのは、 結局 芝居を みる 観客の 要求が 
劣は その 程度が ぎり  < の 限 度で 楽しめ 
ることに応じた演出なのでぁろぅ。 


責め 場 


貴め 場は 弱く よき 人間 !: 対する 観客の 
|»] 情を深めるためと、悪人 (: 吋する反感 
憎悪を より'  層 強め. るた めと !: 生れた 寅 


馮れ場—1切られ与三郎」八世團十郎の与三郎と四世荀五郎のぉとみ、ぅっ 
- りする 場面から 一転1て血なまぐさぃ情景 |: 変る。源左衛門は三世三十郎> 


丨丨 »| 次の 「喵神 
色 仕掛に 「こ、 か/ 


1人が、： |« :松总の絶間姬の 
J と狗に 手を 人れ ると ころ、 


M ^ rr., 

s 


出である。 

女が 女を 責める 場面と しては、 雪降り 
をみ せて、 継母の 岩根 御前が 中将 姫を 折 
檻す る 雪 責めが あり、" 明 烏" では 遣り 
手のおかや、が、遊女の浦 1 とその娘であ 
る ^ のみ どり を これも雪の中 {: 祈濫す 
るが、中将姫の場合 (: は、責める小道具 
として箒と割り竹を、浦 1 の場合 (: は； 
と 焼けた、 、、れ た 鉄 ^ ' が 用いられ、 馬 琴の 
合 巻物から 河 竹 黙 阿弥' が 脚色した〃 紅 皿 
缺皿"では、これも継母の片ひも'が、缺 
皿に 針 責め、 蛇 責めと いぅ 苦痛を 与ぇる 

女が 女を 折檻す る責. め 場は、 悉く ft め 
られる 側' が 若く 美しい 女性で、 責める 方 
は 老女で、 責める 理由は いろ-—- ある、 が 
殆どい、 合わした ょぅに 老女の 若く 美し 
い女性に対する嫉妬がその根底に流れて 


いる こと も 見逃せまい 

ガ'が女を貞める狂 §- (: は〃播州皿屋敎" 
など' が 代表的な ものであろう。 腰元 お 菊 
にお家横領 -9 祕密を知られた青山鉄山は 
お 菊の 預る電 宝の 皿を 一枚 隠して、 その 
紛失を罪科 (: お菊を責め殺す。これは.や 
がて 怪談 劇に 発展して、 お 菊の 場合は 責 
め殺されて後 (: 幽霊となるのだ'が'怪談 
劇以外はだいたいいくら責められても結 
局は 死な、 いで 生きて いると いう こと も 
特徵 である。 

W 対 男の 責め 場は 結局穆 たらしい 拷問 
で’说倉義民保の宗吾ゝ宇都宮騷勋の大 
エの 与四郎 など、 これらは 責め 殺される 
が 源氏 店" の 与 三 則が 殺し もされず 
責め喷 まれて、 - 十四 力 所の 刀傷を 負う 
亦 間 家の 貴め 場 も 著名で ある』 

以 卜は貞められるべき本人自身が責め 
,リれる貞め場だ'が、これが少し複雑 (: な 
るとけぇば ^- 弓藤 //* て 鳥 羽 離宮へ 
源氏の 多 ㈩藏 人' が 松 波 検 设 と 名乗って 人 
り込むと、 '^ 家ぢが藏人の行だを知ろう 
として、娘である腰元の小桜を桜の木に 
縛して出し上げ、藏人は娘の折檻を目の 
前 (: して琵琶を弾かされる。"踅仇討" 
では風疾を烦って踅となった勝五郎を女 
辱の初花の眼前で瀧门上野が折濫して、 
切 花への 恋情を 遂げょうと する。 

つまり その ^ 人を 責める のでは なく、 
藏人 にして みれば 最も 愛すべき 娘の 小 ^ 
が眼前に'寶められ、妨花にしてみると焉 
愛の 夫 勝 五郎が 自分の 前で 責められる。 
つまり 直接 折檻され る 者が ^' つて、 それ 
を また 苦痛と する 貴め (： めう とい. う ニ t 
の 責め 場 も 生れて くる。 

松 波 検校 実は 多田藏 人、 が 娘の 祈 濫を前 
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貴め 場一 「c 仇 討 J 中央 三 $ 松. 

— 方に 母を、一 方に 夫を 殺さ rC よう ！ 
W 次の 瀧 II が 思いを 遂げよう とする。 


ししてさり ^ ない風に琵琶を弾ずるのは 
压だ 惨たら しい 例 だ' が" 兜 軍記" では、 

. ^ 判官秩父 ^ ^] 重忠から、景清の行方を 
/^ 谦のために、遊君阿古屋'が琴、三味線、 
胡：：：' の… 曲を 演奏 させられ るの も、 舞ム rl 
が堀川御所の白洲であるだけに、極めて 
皮 勾な、 美しい 特殊な 責め 場で あると い 


九- 


殺 


場 


残 ^ な 殺人の 場面で ある。 斬りつ けら 
れた 者の 恐怖、 断末魔の 苦悶 殺す 者の 


♦か 左 
花て 
初し 

C\  L 


j う 


緊張、目も 11/ 11てられぬ慘たらしさ 
した濃厚な剌钱は、永い泰平 (: 馴れた化 
.政度の江戶人 {: とつて、強烈な官能を 
ゆ. すぶ る 一種の 陶酔 剤で あつた。 

殺し 場は この 要求から 生れた 特異な 演 
,,|* てどこの国の演衛の中 (: も殺人の 
場面を歌舞伎ほど (: 長時間 (: 亘つて克明 
— > それを 重要な 見せ ^ と 一 •て 
る 演劇は 歌舞伎 以外 !: あるまい， まこと 
!: 、 頹 廃した 時代の 要求が 生んだ 妖しい 
官能の 夢で ある パ 

責め 場から 殺しへ 発展す る 場合 も ある 
が、 責め 場は 縄な どで 身体の 自由' が 利か 
ないょぅ (: しておいで、責め嘖むの !: 対 
して、 殺し 場は だいたい 病気な どの 身体 
障害を 持つ 以外、 その 肉体は 自由に 開放 
されて いて、 尙 且つ 惨たら しい 殺しの 場 
面を 構 ^ する。 

莖科の灌木で、茎 (: 剌がぁって、黄色 
.い 花を 開く 染料 用の 植物 蘇芳を 血糊 !: 使 


つて、実際の殺人のょぅ (: もの凄くみせ 
ようとした) 


〃伊勢 音頭.， の 福 岡 貢が 油 屋の十 入 斬り 
の 舞台で、 夥しい この 血糊を 使つ たのが 
はじめら しいと いわれて いるが、 これは 
濃厚な 刺戟を 要求す る 上方の 舞台て あつ 


殺し 場は たいて'  い 怨恨が その 原因と な 
つてい る' が、 刀剣の あやかし で 殺人され 
る こと も あつて、 油屋の .十 人斬りな どは 
青 井下 坂〃 菴 釣瓶， の 佐 野次 郎左衛 門は 
家伝の 簧 釣瓶〃 八幡 祭， の 縮屋新 肋は 村 
正とぃぅ風 (: 、妖刀の崇り、が殺人を助勢 
するとい う 狂言 も ある。 

これもたぃたぃ弱者てぁる善人カ殺さ 
れる ことにな つてい る、 が、 南北の 作品： J 


主つ て、 悪の 権化の ょぅ 

W ■そ •め ひ？  i つう^ ••なのよ A う o 

鬼門の 喜 丘 ハ衛だ の'' 勝 相 

1 « ^ — 

，う 悪人* か 殺さ 


助な ど 
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れるょぅになったのは 


それだけ また 殺し 場を 大 
きく抗げたといぅべきで 


めろう 


最も 残 虑な殺 し 場は 御 
所 五郎 葳で知 られ ている 
黙 阿弥の〃 曽我構 俠御岍 
先" で、 後室の 百合の 方 
'が 嫉妬に 狂って 愛妾の 時 
鳥を、ぁやめのー面に咲 
き 乱れた 奥庭の 池の畔 で 
なぶり殺しにする殺し場 
でぁろぅ。手や足を切ら 
れてなぶり殺しになる残 
虐な この 殺 一 > 場は まも 
代表的な 演出と して 語ら 


る 


"皿 屋敷" の お葯は 責め 場から 殺しへ 発 
展する1例だ'が、お菊を吊し斬り (: する 
時 (: 'こ、ては却つて血糊を使わずに、 
紅絹の布を卷いて手の指を斬られたょぅ 
!: みせた 演出 も 興味 ある 殺し 場の テク ニ 
ック である 

近松の作品 (: 於ける殺し場では、ぬる 
ぬる 油の こぼれた 暗い 店先き をのた ぅち 
ながら、 豊島屋 の ^ 房 お 占を 殺す'' 油 地 
獄 "の 河内：：® 与兵衛 、また 祭の 騷 ぎの 中 
に、長町表で泥 (: まみれながら舅の義平 
次を殺す〃夏祭"の_七九郎兵衛、尹向 
山の色紙を買ぃ戾す金のため (: 、女房の 
弟で ある '1椎の長占を殺す''袍染野中隱 


殺し4,.「皿 « » 」井戶の中へ ^ げたり» 
> /J o ，いなみな.からの « し' 


井"の梅の由兵衛、 -1/ 名を取り {: 京へ甸 
ぅ 座頭の 文弥 を'  これ も 主家の ための 金 
广調 達の ために、 つい ふら^^と 殺して 
-1 まぅ、，， 1紅葉宇都谷峠"の伊丹屋電兵 
衛、そのはか、仇ド任つ (-) の中にはむろん 
殺し場がなくてはならない'か、その屮て 
も-儿の； 1;. \の息 ^ 瀬伊織を'返討のチ引 
きをして 殺す''. 大ド茶 1 ® "の安 達 元；；： 衛 
門な どは 残 ^ 性の ある 中 !: 多少の 滑稽 味 
を 持つ 特異な 殺し 場の ^ 場 人物で、 尺 ぬ 
な堤の小¥; !: 非人となつて病を鲞いなが 
•り敵をね.りぅ # 瘓次郎“衛門が、ガの遴 


「 夏祭 J 古 怪な泥 試合い、 延艺 
時ぬ の 鬮 L と璃 H の 輯義平 次 

拔山 j 六 世 梅 夺の .i ‘; 味 と 宗十郎 いお 叫 松 
の 咲 2= 乱れた. 奥庭で 女. た > の*? (一す： て' 


論 か.. 1ノ、試し斬りになるところを-度肋 
かって .それヵ ^- 機となって結1115 ^ され 
る，， 襤褸 ^: " の 返 討ちな ど、 仇 討犴 a の 
返 討ち !: ' し、特 (: 極端 (; 残护な殺し場が 
闲意されている 

これらの 惨たら しい 殺し 場の 演 出には 
特 (: ゆ るくしずかな^_座 ^ 楽に意を用い 
て、血の (: おいを緩和していることは特 
記すべき ことであろぅ。 例ぇば" 時 烏 殺 
し" には 美しい 琴 唄を あしらぅ といつ た 
演出でゝ女を殺す場面には琴唄のほかに 
音頭の'類を、男を殺す場面 {: は〃海晏寺" 
とか" 葛 西 念" 1 などの 渋ぃ 下座が 見事 
な 調和を みせる ので ある'' 

以上の 濡れ場、 責め 場、 殺し 場と ぃっ 
た 特異な 場面の 演出は、 文化 •文政から 
次第に 強烈 !: その 度を 加ぇて、 だぃたぃ 
明治の 初期から その 濃度を 弱めて ぃるの 
で、江戶時代の演出はぃま僅かに錦絵の 
類で 想像す る ほかは なぃ. 

荒 事 


初代の市川_十郎が坂田金時 (: 扮して 
四肢を真赤 {: ^ り、紅と黒で顔 !; グロテ 
スクな 隈取を 施し、 大柄の 童 f 格 f の 着 
附 {: 、丸ぐけの太ぃ帯を締め、大きな斧 
を 持つ て 立 廻りを 演じた のが 荒事のは じ 
まりだと (^ ぇ.. 1) れる 


天ド泰平の元禄期の半面 (: 、--の勇壮、 
豪放な 荒事が 生れた ことは 興味、 が あるが 
しかし これは 当時 江戸に 流行した 妖怪 退 
治 や 天狗 問答、 山賊 征伐な どの 金平 浄瑠 
璃の 人形芝居から ヒントを 得て 生れた も 
ので、 隈取と いう 紅 や 藍 や 黒な どの 絵 具 


で 顔に さま な 筋を 描き、 勇武、 豪壮 
からや'がて怪異、 4 悪などの役柄を特に 
誇張して 表現す るた めの 特異な 化粧 法が 
端的に物語るょぅ (: 、衣裳から小道 |1. ニ 
切、 全く 現実離れの した 演出て、 また 俳 
優の 動きから 発声に 至， るまで 最も 誇大な 
演技' が 要求され る。 

.歌舞伎十八番の" 暂 "における 鎌 倉 
権 五郎は、 この 荒事の 代表的な もので、 
〃鳴 神， の 上 \ 〃毛拔 〃の染 寺彈 正" 矢 
の 根み の 五郎〃 景 清"〃 助 六" などを は 
じめ，， 引， や* 曽 我の 吋 面" の 五郎 
朝比奈、また岍作事の中 {: 流れて〃道戍 


寺" や〃 双 面" の押戾 し、 更に 時代物、 
狂言に もこの 荒事の 演 ,'|', が 加わ. って‘：- 
原" の 車 引に 於け る 梅 王、 松 王、 時 平へ 
どから〃千本梭"の辨慶、忠信"国忖靳 
の和藤内"先代萩，の男之肋など !: も屮 
くその 範 M を 拡げて いる？ 

九代目關十郎は、 荒事を演ずる !: は>-. 
供の気持ちにならなければ出来ない‘こい 
つているが、つまり-それほど単純に演忭 
するこ、ろを葡切らなけれは5::来ない~* 
ぃぅ、 極めて 非現実的な 演出 様式な ので 
ぁる。 

M もは なは だ 誇張した 異様な 形で、 鬢 
を 車 形に した 車餐 とか、 猪の ょぅに 荒々 
しい 毛を 持つ た菱 皮と か ^ 用いられ、 ま 
た 隈取 も 色彩には 紅、 藍、 代豬 、墨、 紫 
隈が ぁり、 その 種類と しては" 車 引" の 
松 王の 一本隈 、おなじく 梅 王，， 矢の 根" 
の 五郎" 暫 ""押 戾じ 〃などの ニ本隈 "対 
面" の 五郎、 十八番の 助 六な どの 剝身隈 
"対面〃 や" 草摺 引， の 朝比奈 の猿隈 、 
〃車 引〃 の 時 平な ど 公家 悪の 藍喂 、その 
他 芝 翫隈 、鲶隈 、不 勐隈 など' が、 それぞ 
れの役柄'精神を極端に誇張して表現寸 
るのに 役立つ ている 

この荒事の中でも特 (: 〃毛拔"などは 
単純明解で、しかも人間性の深奧 (: 敬し 
ている 点、 フランスの ファルス 以上の 赛 
びを ilp える 

だんまり 

動きだけ (: 依る無言劇でぁる。暗闇の 
中で 大勢' が 立 廻りを する の だが、 だん ま 
りを暗_劇と当て字で書くのはいか (: も 
稚拙で 面白ぃ。 

江 ^ 時代の 各 座は 〔母^! ~~ }-ー月'が俳優の 
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三津 五郎の 馬上の 「矢の 根」 の 五郎、 鬌 は 暂 五本 車 父、 
五郎が 七 本 車 « t いう、 勇壮を 象微 する。 


堂を ぁしらつ た 深山 か 原野が その 舞台で 
暗くて 凄みの ぁる 紊宕な 情景が 選ばれる。 
近世では 幕 外で 立っ たま、 の 大薩摩 が 序 
曲 的に 舞台 面の 叙景を 聞かせてから さて 
浅黄 幕を 切っ て 落す と、 せり 出しの 鳴 物 
に 変って 一座の 最も 花形の 俳優が 賊のチ 
下を 踏まぇて せり 上り、 こ、 で 一寸 短い 
台詞がぁって山函の鳴物 {: っれて、舞台 
の 至る ところから 一座の 主要な 俳優が 
六部、 若侍、 女 賊 、腰元、 家老な どと 好 
みの 扮 装で 登場し、 やがて 全員' が 揃って 
見得を 切る ニ 上り 竹 笛 人り の 合方で 立 廻 
りになる。 この 立 廻りは 白旗と かなに ♦か 
しの 巻物 一巻な ど 二 玉 物の 奪い合いが 搦 
むが、 最後に 辻堂から 哝頭 或は 座頭 級の 
俳優が大百の髮に四天の衣裳を着けた大 
盜か悪人に扮して現れ、と、>座頭役のみ 
，が 花道の 七三で 極る と、 舞台に 残された 
人々 も 見得を 切つ て 幕と なり、 座頭は 幕 
外六方の合方で花道に入るとぃぅのが、 


大体の 時代 だんまりの 演出の 定法で ある。 

この最も著名なだんまりには*児雷也“ 
の 藤 橋の だんまり、 また 全く 独 ^ した' 
幕と して-は." 鞍馬 山" が ある* か、 昭和 卄 
六 年 一月 歌舞伎 座の 開場 記念には 渥美 清 
太郎 氏の 補修で〃 新 舞台 親 光閽争 "とい 
ぅ大掛りなだんまりを上演して、これを 
駿州 日本平の 場から 箱 根 山中に 場面を 変 
ぇて猿之助、時菝をはじめ計七五8のん 
だんまりをみせた， 

またこのだんまりを世話狂言に括用し 
たものを世話だんまりといぅ*か、これは 
独立した 一幕とは ならず、 だいたい 殺し 
場 か 怪異の あつた 後の 幕切れ (: 、 場面を 
華やかに転換するために用いる演出であ 
る。 "め組の棺啤，，の品川八つ山下や、 
"四 谷 怪談〃 の 隠亡 堀な どが 適例 だ' が、 
これは 後の 幕の 葛 曝を 用意す る ことに も 
役立て、 例えば 煙草 人れ を 拾つ たりして 
それはたぃてぃ後のゅすり場で、'たんま 


りほどきの解決がみられるょぅになつ. 

いる 

またほかに女形の.出るだ八まりを艷だ 
んまり、滑 ^ なおかしみ'た八ま0など ^ 
る •か、 世話 だんまりの F 降に 使ぅ" 待 - 
宵， とか" 霑は尾 花， などは、 如何 にも 
悴な 歌舞伎の 情緒を 出す のに 巧妙な 演出 
効 ^: とな. つてい る 

六 方 

六方の 典拠は 諸説 まちく  xr A' ' ir n 
の 初期に 両 f、 [fij 足を 天地 六方に 尺き く 
形容を つけて 振りな •から 歩いた'  禅の 寬 
濶な風 俗勋 作で、 武士 や； 3が遊 ¥-. や圩 <|;! 
風"，1に通ぅ際に用いた振りを、软舞はの 
舞台に取り人れて、複雑な変化を ;£ げむ 
ものである 呪 在では だいたい 舞踊の 振 
りの中 (: 残され、枋朗 (: は佗道の出に |?1 
いられた 人 方が、 今 日では逆 (: 花道の »!| 
つ込みに多く使われている *- 、 "防 小ノ 
,,戻り駕，"供奴，"元碌佗見踊"など.て 
見る こと ** .'I* 來る 

勇武を示そぅとする伊達な抑きたゲ 
これが歌舞忮の演出としては荒唞や人咔 
代の 役の〃 国 性 爺" の 和 藤 内 ♦か 紅 流し ;: 
續く 引つ 込み、々 車 引" の 梅 王が 桜 九 (: 
*こい^-^-"といつて花道へ入つて 
ゆく 飛び 六方、 また〃 勧進帳， の辨赍 の 
引つ 込みは 左手に 杖を 持つ ている ので、 
右で 片手の 飛び 六方を みせる。 

狐の变化が引つ込む場合には、両手の 
指先き を 一と 節と、 小手を 曲げて 狐を 象 
徵 する 形を みせる 狐 六方が あつて" 千 本 
桜〃 の 稲荷前の 狐 忠信の 幕 外には この 引 
つ 込みが 用い. b n ている" 

また傾成の八文字を踏む足の觔作と衿 
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交替期に当つて、十一月からー年間俳優 
は その 座を 動かない といぅ 約束が 成立す 
る' が、 文化 以降 十一月の 所謂 顔 見 世 狂言 
には 必ず 時代物で だんまりを つけ、 一座 
の； 王 要な 俳優を 登場 させて お 目 見得の 一 
幕と した。 

この 顦見 世 だんまりは 一座の 首位に 置 
かれる座頭、看板や番附の筆頭 (: 当る書 
出、 最高 位の 女形で 名る 立 女形な ど、 最 
も ^ 要な 俳優を 観客 !: 紹介す る 一 •蓽 で、 
だいたいこの程度の三人ぐらいめ登場人 
物でぁること'が顔見世だんまりの特徵と 
いぇょぅ。 また 顔 見 世 狂言. Q 慣例と して 
狐 や 蜘蛛 や 草木め 精な どが 多く 現ゎれ、 
幕を ^ てた 後の方の 一場で、 この だん ま 
りの.解決をつけたものたヵこれを |: 八圭 
り ほどきと いつ ■たもので ある。 

時代 だんまりの 作劇 形式と しては、 i± 
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だん ま 0—  r 鞍馬 山 J も •から 菊 五郎、 十五 此 羽 左 断 門、 
一人 W いて 家 橘 （堞 、羽 左 術 門） 二人 阽ぃて 十二 世 仁ん 衛 
門、 三津 五郎、 古色の 強ぃ だんまりの 代表的な もの， 


花道で 長っ 
たらしく 雄 ^ 
を 振ぅ 台詞の 
一種-でイこれ 
は六方 ^ ぃぅ 
動きが 言葉と 
して 展開した 

ものと みて ょく、 六方の 身振りと 一緒に 
六方 詞が 名のりに 適用され、 更に これ' が 
"暫，などの花道に.ぉける大雄辯に変化 
した もの •かつら. ねで ある" 
歌舞伎十八番な ど 古 劇に-おける つらね 
の 特徴は、 一^頭にちんぷんかんぶんの難 
解な 漢語を 並べて まず 煙に 巻き、 施 律 的 
な美辞龃句をっらねて覲客に奇妙な快感 
を 与ぇる •か、 その 語られて いる 内容は、 
箱 句 自己の 勇武、 豪壮な 点を 名のる こと 
にあつ て、 荒事と つらねは 切 つても 切れ 
ぬ 因縁に ある。 全く 地口 や 懸詞 、駄洒落 
の 連続で， 漢語で 洒落 飛ばす その 荒 唐 無 
稽は 、如何にも 大江戶 のの どかな 気分を 
表現し、 主として 名所 づ くしと か 名物 づ 


通の 六方と を 
交互に 加えた 
奇妙な 様式を 
傾城 六方と 称 
える が' 宮鳥 
の だんまり々 
の 盗賊 袈裟 太 
郎の 役は 必ず 
この 演出で 弓 
つ 込みを 行う 
ことにな つて 
いる。 

つらね 


くしと かの、 づ くしで つらねを 述べる こ 
とが 多い。 

渡り》 a 詞 

この9いねを、ニ人以上の登場入物'が 
並んで、 一 •貫した 筋の 台詞を 一人々々 に 
分けて 順に 渡す 台詞を 渡り 台詞と い、、 
御殿の 場の 幕 明きな どに 居並んだ 腰元 や 
侍な どが 大勢で 一と 言ず ついう の も 渡り 
台詞で、 また，， 白浪 五 人 男" の. 稲瀬 川 勢 
揃いな どは 渡り 台詞の 著名な 一つで ある 

渡り 台詞の S に 人る が、 両 花道に 於 
ける，， 鞘 当" の不 破と 名. 古， 屋 、また 御所 
五郎 藏と 星影 土 右衛門な ど、 更に〃 十六 
夜 清 心" の大 川端 百 本 杭の 場では 本舞台 
に 清 心、 花道に 求 女の、 共に 死を 決して 
の 述懐は A 全然 二人が お 互ぃの 存在を 知 
らな いでいな' がら、 

死と いう 共通の 事柄 
に対して 交互に 台詞 
をい.、なが. .|0 ー 
流れを 持つ ている と 
いう 特殊な 演出で、 

これら 二人の 登場 人 
物が 一種の 連絡を 持 
つて、 永い 台詞を 葬 
つて 交互に いうのを 
割り 台詞と いわれて 
いる。 黙 河弥 には こ 
の 清 心と 求 女の 場合 
のょう な 手法が 多く 
〃三人 吉 三， の お 嬢 
とお 坊の 割り 台詞 も 
同様な 演出で ある。 

，渡り 台詞と い、、 割 
々台詞と い 


最後の 結びの 台詞は そ れに 加わつ た 全部 
の發場 人物が、 声を 合わせて いぅ こと も 
見逃せ！ 2 特徵て ぁろぅ。 

厄 拂 

掛け詞を 鮮やかに 使いながら、 美しく 
音楽 的に 聴かせる 美文調の 台詞で、 その 
い、 廻し には 七五調の 韻律に のつ て'  最 
も 巧妙な 工夫が 贫 される 所謂 名 台詞で #) 
る 0 

節分の 夜の 厄払いの いい 立てに 似て い 
ると 0 ろから、厄：^いといわれている特 
殊な冶 詞だが 、南北の 作品には 殊更ら こ 
の 韻律を 破つ た 厄払い ♦か ぁり、 結局、 お 
嬢吉三 の" 月 も赚に 白魚の" とか、 辨天 

六方— a 之 肋の. 「勘進 帳」 の辨* 、花道の 
引つ 込みで、 いま 最初の 戒び六 方を 一と 足 筘 
み出した嶙間でぁる。 


「四 « 忭谈」の隐亡«でお- <7 と小平の戸 
板返しの怿奥な場面から：件な世梦だん 
まりに | « す* ■心 か. り 歌 /， ^ 門の お t 
ん、勘许の |6; 肋'勘三郎の ^- 茂七(お"ィ 
小平から ¥- 矜り)幸四郎の伊お術門。 


渡り合 R 「.：！ ：浪五 人 5?」 稲* 川の 势揃ぃ ，左 
からヒ # 幸四郎の钛ム » 門、荀 £ 郎の辨天小扪， 
六世な ^' 衛門の忠信、，三津五郎の赤 3. ,、左 »! 次の 
由鄕 、名のりを ぃ' 終つ て 見得を して， ^ ,: 台 ^! 
へ 移ろぅと している とこ 

-1 三 入 吉三 」.大川«电.申塚、 <.- から吉右.衡門のお 
坊、左啪次の和-4十五世羽ん衛門のぉ壤 ±.- 11 :、 
ご尺 = 様の荚し’ぃ台 ^ が * る： 

ドム 厄払ぃ  I.E 人 ^ 】 浜 松 M、 辨大个 扪 が片 
叽 ぬいで， 知 らざ アい つて 聞かせ やしょ ぅ*と4-> 
五 調の 韻き を 持つ た 大 JG; 払いの ム |1 ,»] !: カ 、 ると こ 
ろ’右から七世笮四郎の駄八衡門’矩五郎の辨大 
六世な 6- 衛門の 私兵衛、"6衛門の南 « 、時*の 
S 肋 


小 ^ の，' 知ら ざ ァ いつて 聞かせ やしょぅ* 
とか、河内山宗俊の"悪に強きは善 (: も 
と" とか、 所謂 胸の すくょぅ な 厄払いは 
黙阿弥作品 (: 優れたものが多く、十五世 
•羽左衛門の厄払いなどは、台詞がょく 
歌舞伎の音楽美をなすものとしていまに 
忘れぬ 名 調 P であつ た' 

立 廻り 

殺しと か 捕物と か、 辻斬り、 喧_ 、試 
合な ど 争闘を 様式 的に 美化した 演出で あ 
る。 二人の 場合 も あり、 三人、 五-^、 卄 
\ 掛りとぃった形式もぁって、これには 
必ず ド 电の鳴 物と 附 げ、 が 人つ 一.-、 その 11^ 


物と 附 けの 間 拍子に ついたり 離れたり す 
るところに立迴りの美しさが生れる。 

專 問に 立 廻りの 型を 演出す る 殺陣師が 
ぁつて'次第に1な型を考案したが、 
立 廻りの 最も 絵画 化された ものが だん ま 
りで あると いえよぅ。 

この 立 廻りには とんぼ 返りと いぅ 殺陣 
の効果を挙げるために、投げられたり斬 
られた りする 人間が'  もん どり を 打つ て 
宙返りす る 演出が、 大部屋 俳優の 重要な 
修業と なつて おり〃 忠臣 藏" の お ^ •勅 
平の 道行な ど 舞踊 化された 所作 だてな ど 
でも、ぃ 4.' ぼを美しく切る佗四天の1廻 
り'かぁる。尚"布引龍，の瀬 .^ では、-01 


らの苒を切つて、中つたま、. ?-: 馬返り 
称する とんぼを 切つ てみ せる 1砰 の ァク 
ロバットの切*かぁる 

立迴 りの ^ には 松大な 術語' か ぁるが， 
立廻りの最屻に人山形に打つて掛る山ぢ 
互いに 上と 下で ; J をへ：： わせる 天地、 /, • と 
左へ 一人々々 人れ ^ いに 切つ て 進む r 5 
後ろへそり返つて足を離して竹で受けろ 
海老 折、 最初の 一入 •か 海老 析 (: 到れて、 
順々におなじょぅ (: ー人々々倒れて§く 
将棋倒れな どは、 肋 乎と 花 四 •尺'' 千木は 
の狐忠信とおなじく花叫.尺の ^ 迥り |: み 
られる M で、 ^ n たヶ 廻りの 2 ?面に は、 
"千本按"の竹骹の小金 11 ::， ，'段 山〃 の 
奧庭の片蓰とぉ初〃九馅忠弥"の捕物な 
ど'か擎げられょぅ，' 

早替り 

観客を みた 目で 鹜 かせる 演出を けれん 
といぅが、 一人の 俳 |1 がおなじ場面で：- 
役 以上に 変つ てみ せる 早抒 りは けれん の 
中で も 最も 興味め る スペクタクルで、 南 
北と 結んだ 初代の 尾 上忪 助と その r 三 ^ 
目 菊 五郎が 完成した 演出で ぁる。 

松助が〃天ヤ徳兵衛"の吉岡宗親岸敕 
の 場で ^ 頭徳市 で ^ 埸して 、前の 池へ 飛 
び 込む とすぐ 楊 幕から 長祎の 上使と なへ 
て 現れたり、 葯 五郎が^: 谷 怪談， のは 
亡堀の場で、ぉれと小平と与茂七の三役 
になることだの、四世.小阐次の，，宇邯 
谷峠"の文弥と仁三などは、 ¥- 替りのた 
めに 作られた 狂言 だが、 "忠臣 藏 "で 七 
一役〃 千本按 "で 十 役な どの 早昏 りは、 
餘り -:: 見世物じみた変態的な演^::といぇ 

よ， つ 

南北の作品では前進咋の河原崎國人ャ 
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早瞽り|「宇都谷峠」の文弥 
殺し。 中央 十三 世 仁左衡 門の 重 
兵 術が 助弥の 座頭 文弥を 殺す と 
すぐ 勘 弥 * か提适 の 仁 三と いう 悪 
玉 |: 早替りして登場す4。 


が 復活 ~>た〃ぉ染の七役"が最も手の込 
んだ早 替 りで、 柳 島 妙 見の 場では ぉ染、 
久松、竹 ]!| 、 ± 手のぉ六、ぉ作、ぉ光、 
貞昌の 七 役を、 僅か 二十 分 足らずの 時間 
に 早替 りを してみ せる。 

これば衣裳に驚くべき技巧を弄した仕 
掛けが あつて、 早掊 ぇの テクニックと 後 
見の 苦労、 また 替 玉の 吹き替ぇ になる 俳 
優の 巧拙 1 演出の 効果に 密接な 関係を 持 

つてい る"- 

人形 振り 

場面のあるーヵット (: 、俳優'が人形遣 
ぃに操られる人形の勧作をする演出で、 
天 保 以降 人形 芝 唐の 演出' が 歌舞伎へ 流れ 
てきた極めて直訳的なけれんの'つであ 
る 

*廿四莩"の奥 !^ の八重垠姫'〃金閣寺" 
の 雪 ® 、" ：1:高 !|| ,の清姫、〃火の見攒， 
のおヒ、 " X- 1! , の お ^ など、 いぅ-^ の 
役から"兜軍記，の-:' ?1 永、',ちょぃのせ， 
の养 -1. ハなど、ぃぅ立役も-=^形振りをする 
が、 覲客 に 飽きさせまい ための 各矯な 演 
71'. である； 人形 振りの 演技は、 入 形の 最 


人形 振り-- 「廿四 孝」 の 奥庭 
孤 火、 宗十郎 の 八電垣 姫、 人形 
遗 い 右 訥 升と 田 之 助、 人形の 演 
出を 搔端 (: 歌舞伎へ 取 入れた 技 
巧、 江戶 末期から 流行した。 


、空で 
霊の 出 
亡 台演 
の篝な 
J ら異 
* * か特 
岩な の 
せいけ 

寄 使 v 
骨を 伎 
r S » 

のに 歌 
郎 手 は 
五片の 
荀 、る 
| 令す 
り 日 行 
乗に 飛 r 
宙手を る 
片間め 


1■■■■■■ 

も 稚拙な 軌 きを 真似る ところに 効果が あ 
り、 その 意味から いつても、 芸術 価値 か 
らは匦 めて 低い 卑しい 物真似の 芸で ある ハ 


宙乗り 

舞台の 上の空 間を 飛行す る 形を みせる 
必要の ある 役を、 車と 綱で 俳優の 身 作を 
支ぇる道具を使つて空間に浮かせる演出 
である。 大正 年間の 中 村福圓 など、 ぃぅ 
小 芝居の 俳優は、 二階の 客席 や 劇場の 天 
井から 宙乗りを みせて 客席の 上を 飛行し 
た'が、現在では舞台上の空間だけ :: 限ら 
れ ている" 

金 毛 九 尾の 狐の 玉藻 前、 孫 悟空、 "戾 
り 橋" の 鬼女、 羽衣な ど、 ぃぅ 怪物、 天 
女な ど 人間 以外の 類から" 再 岩 藤，， など 
という 幽霊は むろんの こと', 狭間 合戦" 
の石 )|| 五右衛門、また所作事の〃奴眼， 
などに宙乗りはなくてかなゎぬ抆巧てち 


空間を 移勒 しない 演出は 宙吊りと いわれ* 
"千 本 桜" •の 四の 切で 桜の 木に 宙吊りと 
なる 孤 忠信 や、 〃間莉 豆" の累 * か 幽霊 
になつて*柳の木の傍に宙吊り {: なるとい 
ぅ共 (: それ<^--の幕切れは、観客に超人 
的な 印象を 与えよぅと する、 これ も特咮 
な 演出の 一つで ある。 • 


y ヤネ^ •ル どご 


る 


また 幽霊' が 宙 (: h る、' たけで、 


して 


8 


カットは 油 込の 前髮 相鬢の 生締， 『車 引 J 
の 松 王 九。 板 « は、 油で 固め 形が 板の よ 
うにみ 又る もの „ 

写真 上 王子。 「金閣寺 j の 松 永 大鼴等 
いわゆる 公* 憑な tf •の繳 役は 大低 この 形,， 

写真 右 本 毛餐燕 手の 生締, . ie の m 脇が 無 

の k のように なつて いるの て 痛手 いう 
生綺は 1C の 形.. 

写真 左 本 毛^ f C しりの M 杏 f 玄 治 店 

の 年三郎 むしりは 月 代の のびた 形， 
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早大の 演劇 if 物 館に 
は、 歌舞伎で つかう 鬉 
の 製作 過程を 示した 模 
^ ' が ある。 それを ある 
外国人 ♦かつく ぐ 見て 

いつた ことが める 
「わたしはこ厶な褚巧 
な ゥィ ッグを 見た こと 
はなぃ。 羽二重の 織目 
の 一つず つに 一本ず つ 
毛を 植えて 固定させる 
ような、 こまかい 細 H 
のよく出来た斐は世界中にないでしよう」 
と。 

餐 はこの ような 精巧 さの 上に、 人物の 
時代、 年齢、 身分、 件 格、 状態な どを 心 
憎ぃまでに表現し、歌舞伎の魅カを構成 
している の だ。 他の 演劇 芸術では、 概し 
て斐が消極的な附驥的ぴ & になりがちな 
のと 考え 八 ロせ ると、 歌舞伎の 斐は 、発達. 
の 極致 ともいうべき であろう 

歌舞 伐の ^ は、 衣裳な どで も 同様 だ' > 
狂舀の役柄 ': よつて、その形がきまつて 
いる。だから役の性質が鬉の名称 (: よつ 
て別けられる程になつている。例えば、 
燕 手 (えんで 又はえん でん) というと、 
「天竺 徳兵衛 」の徳兵衛「先代萩」の仁 
木 弾 正 や 「馬 1 i」 の 光秀の ごとき、 凄み 
のある敵役を意味し、王予(おうじ)と 
ぃうと 「金閣寺」 の 松 永大膳 や、 「菊 畑」 
の 淡 海の ような 敵役、 いわゆる 公卿 悪な 
どをいうのだし、片はずしは、政岡、莆. 
の 井と いつたよう な 奥方 や 女官な どを い 
ぅことになる。又斐は、写実的なもの、 
様式的なもの、或ぃはその混合などがぁ 
って、狂：： « の内容ゃ形式にょって異なっ 


てくる。写実を要求される狂ー « 、たとぇ 
ば南北や黙阿弥の世話汪1 « の餐は、当時 
の市井人の髮型をそのま、に 3> し、その 
製作 も、 一筋々々 の髮の 毛を 植ぇ こんだ 
羽 ニ韋を 頭の 形を した 銅の 台 金には りつ 
けた ものを 使用す る。 生ぇ際 も 見 ^ に 美 
しく、 おくれ 毛までは. つきり 判る 精巧 さ 
である。様式的なものになると、自由に 
絵画.的な様式美を祖つて、たとぇば「皙」 

.「車 引」、 「曽我 対面」 な 1 の 役々 は、 車 一 
鬚、板缵、矢害级といつたょうな餐が炙 
い ◊これらには 羽二重は 使用せ ず、 毛髮 
を簑のょうに編んだ褰毛を台金にはりつ 
けて、写実から離れている。 

現在 用いられて いる ^ の 種類は 数十 種 
に 及び、 その 名称 も剝 り ® 、 鬌 、鬅 、甲 
羅 、(目 代) 附属 物、 腰と 襟足 等 それぐ 

の 名称が あり、 それら ♦か 組合 わさつ て 一 
つの 髮の 名称と なつて いる。 

〇 ： 

では 歌舞伎の M は、 どういう 経路を 経 
て 発達した のだろう か。 髮の 進歩は、 承 
応元年(ニハ五ニ年)に、若衆歌舞伎が 
禁止と なり、 前髮が 削られて 野郎 頭に な 


つた 時に 始まつ たと 見て よい， それ 以前 
は 劇の 内容 も 歌舞を 主と した もので あつ 
たから、 たいして その 必要を 感じな かつ 
た。 女に 扮 するとき には、 能狂言から き 
たチ ^' い *>' ?' い(白布で頭を卷いて、そ 
の 両端を 長/垂らす) が 襲用され ていた。 
この頃は 何よりも 若衆の 美しい 前髮が 売 
り 物で あつたので ある。 これが なくなつ 
て、. 頭の 工夫は 絶対的 必要に 迫られた。 
殊に 女方には 打撃で あつた。 そこで 頭巾 
や 帽子 M 用いられ、 女方の 右近 源 左衛門 
は、 三尺 ばかりの 色 絹を 鉢巻の よぅ !: 額 
に 当て その 一端を 長 頭巾の 如く 後方に 垂 
らした 歡和抝 を ェ夫した。同時に沭応の 
末から 万 治に かけて 前髮 M とも 附 #!' とも 
ぃぅー種の窠が発明されて餐の先駆をな 
したが、 これ も 寬文四 年 (H ハ 六 四 年) 


の 禁令に あつて 挫折し、 野郎 膽子 
の 発生を みた。 元禄 享保 頃までは 
その 全盛で、 riglE 子、 玉 川 帽子' 
水木 帽子、 沢之丞 帽子、 あやめ 帽 
子な ど、 俾優 たちの 苦心の 創案に 
なる ものが あつた。 当時 男の 役は、 
自分の 頭を その ま、 髮の 結い 方を 
変えて 舞台に 出て いた。 

その後髮の禁令もゅるみ、 '^ は 


娘 太 


復興し、 進歩した が、 画期的な 進 
歩は. 銅板で 頭の 型を 作’、 台 金と 
し、 窝を とりつけて M とした こと 
である。 その 先駆は 延宝 頃からで 
ある' が、 現行の 如き ものに なつた 
のは 宝 曆頃 からであろぅ。 この 時 
代は まだ 羽二重は. なかつ た。 
羽二重の 発明は、 享保 三年 (一. 

八 〇 三年) 
で、 尾 上 松 
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緑と髮 師友 
九郎の 考案で ある。 
これは鬉製作技術 
としての 大 飛躍で 
あり、 決定的な も 
のであった。 松 緑 
は 早替り 怪談 物を 
得意と する だけ あ 
って、 工夫 物 や 仕 
掛 物に 長 じ、 研究 
心' が 強 かつた。 そ 
の 年 岩 藤を 勤める 
;: 当って、髮の細 


もん 皆 

Vi ら 


文化 期の 名鬉師 、友 
九郎の 像。 立てる は 
a 屋 南北、 右、 五世 


半四郎 


V r のら 
箱。 人ぁ 
毛 付 三を 
和 ヶら柄 
ジれ役 
右 棒 この 
真締 ”々 
写生 丸 夫 


エ師として&造カに富む友九 
郎に 計つ て、 この 工夫を した 
ので ある。 

当時の 川柳に 「羽二重で 富 
士をこさぇる友九郎」 (富十 
額の こと) といぅの が あ§が 
羽二重の 効果と 世の 賞讃 とは 
非常な もので あつた。 南北 や 
黙 阿弥の 怪談 劇 や 生 世話 狂言は これで ど 
ん なに か 精彩を 発揮した ことで： あろぅ 
友九郎は、仕掛の鬉にも名を得てンる" 
南北 作の 「お 染の七 役」 の 根本の 口絵に 
友九郎が主演の五世半四郎、南北と共に 
え' が、 れ ている が、 この 狂言に 波が いか 
に餐の上で腕を振ったか ^ 判る。 

(絵は松田青風氏にょる 


の眹  <々 の C な 
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歌舞伎の 「型」 

アメリカの 劇作 ^ 、 ボ ー ル •グリ， _ ン 
は、 詩. 音楽. 舞踊な ど、 あらゆる 要素 

を 織りな した シン フ才 ニック •ドラマの 

創造 (: 傾倒している'が、日本の歌舞忮劇 
も、 そのは じ まりで ある お 国歌 舞 ほか.， r 
若衆歌舞伎の頃までは、舞踊を左 (: して 
いたが、 現今では 詩 や 音楽 や 舞踊の 要素 
'が 多分に 用意され ており、 一種の、 ンンフ 
ォニック，ドラマ(調和劇、一といぇるだ 
ろう 

歌舞伎 ;± 、徳川時代 (: できた春楽ゃ舞 
诵 の 力を 芳 りて、 日 ^ 的な 詩を 舞台 :: 描 


くのを 目的 
とし、 歌舞 
伎の 特徵は 
まず 第一に 

立体的な 美 
しさを 見せ 
る こと あ 
る。 •その 歌 
舞 伎 独特の 
造形 的な 美 

といわれて 
ぃる 演出. 法で、 一応 
規定され ている から 
歌舞伎の 「型」 を 追 
いながら 、歌舞伎の 
もつ とも 直接的な 見 
方を、 説明して 行 こ 

歌舞伎の「犁」と 
ぃつても、 歌舞伎の 
前に完成された能の 
J < ぅこ、 物 を 見る と 
か、 ;^. くとか、笑ぅとか、>、はつきりき 
めら れ ている のでは なく、 そぅした 細か 
い 点ょりも、- つ^-の 芝居： J おいての 
演出 法が、 いろ^-な 名優たち の 苦心 !: 
ょつて、作りぁげられて來たのだ  い 力 
に、；^ しく 見せ 得る かを：：！： 的 !: して…. 

だが、驮舞 |^ の-唧 の もと !: なる 种 
き"や詁しか (: は、ぁる ^ 度の基冬 *> て 
きている それは、 B 常 生活を 舞ム [1 {: ^- 
す場合の丐然な結緊だが、歌舞ほでは、 
新しぃ劇ゃ’外围の演劇ょり’誇張化さ 
n 、 形式 化さ“ ている  , の；？ ；一 き 
や、 ^ し 方を、 見物 :: 快く 見させ、 聞か 
せょぅと ^ ゎさ |1 てぃるの. +: 歌舞 f ^ を 


作り あげて 来た 傯川 時代の 人々 の ^ 作 や 
言葉を 美化した のが、 歌舞伎の 演技の 基 
本で ある。 

そうした 演技の 積み重なつ た 演出 法 ♦か 
歌舞伎の 「型」 だが、 歌舞伎の 「型」 に 
は、 次ぎの 三つの 要素が 含まれて いる" 
そルは、均衡と、対照と'八の字である0 
歌舞伎の どんな 「型」 にも、 この 三 要素 
が あり、 それらを 缺いた 「型」 は、 歌舞 
伎の 美し さを あらわし 得ない ものと して 
避けねばならない。 

均衡という意味のなかには、見た目の 
均衡 だけでは なしに、 精神と 感情の 均衡 
も 含まれて いる。 六 世 •菊 五郎の 「鏡獅 
子」 や、 吉 右衛門の 「近 江 源氏 先陣 館」 

の 盛 綱の 好 さは、 この 点に あろう。 「妹 
.背 山 婦女 庭訓」 の 「吉野 川」 や 「本朝 ニ 
十四 孝」 の 「十 種 香」 の 場を 見る と、 舞 
台の 右， 左に おいて、 陰と陽、 黒と 赤の 対 
照が 美しく 描かれて いる。 

八の字とは、 歌舞伎の 「型」 の あら ゆ 
る 場合に かならず 出て 来る 舞台へ 対する 
身体の 向き 方で あな。 

すなわち  ！ 入 て あろうと 多勢で あ 
ろうと、 芝居を する 場 ^ 、 一人なら ば 舞 
ム tj へ 八の字 (つまり 斜め) 二人なら ば お 
互いに八の字といつたょうに演技をしな 
ければ ならない- ■そうする ことが、 自分 
の 形を 美化し、 舞台 ぜんたいを 美しく 見 
せること |: なるのだ？歌舞伎の「型」に 
おいて、 八の字の 原理を 離れた 演出は、 

- _ つもない といえ よう。 

たとぇば、 「勧進帳」 で辨慶 が 1 虽 樫と 
の 問答を 終つ て 見得を する。 辨慶は 斜め 
後" (: れ 足を 出して、 大きく 元 M' 見得を 
する の だが、 この 時の 富 樫との 釣り合い 


疼：：' 


は、 ，八の字になつている」しかもおもし 
ろいこと {: は、理窘からゆけば、辨慶が 
富樓を 威嚇して 見得を する の だ、 が、 身体 
は逆 (: 富樓の外側へ向いている。そこで 
H で 辨慶へ テ モンス 卜 レ ー シ ョンす るか 
というと それは 眼で ある、 右足と 反対側 
を 眼は 向く の だが、 もちろん 富 樫は 見ぇ 
ない" しかし 富 樫を にらんで いるつ もり 
で 眼を 剝 いていなければ. ならない '0 
驮舞 伎の 「型」 は、 このょ. うに、 八の 
字の向き方ゃ動き方を基礎 (: 、均衡ゃ対 
照を 保たせて、 役々 の 心理状態を、 形式 
化し、 誇張 化しながら、 ょり 強い 感勤を 
す えようと している の だ。 

義 ~<人 節のは いる 人形芝居から 来たい 
ゎ ゆる. 丸本 物の 「菅原 伝 贤手 習鑑」 の、 
厂ィ .--屋」を例 (: 取り、世話物としての 

情 浮 名 横 櫛」 の 切られ 与 三 郎を補 
足して、 個々 の 型を 追いな、 がら、 歌舞伎 
の見方を考ぇて行こぅ。 

「寺子屋」 を テキストに して 


歌舞伎の 一幕と いう ものは、 長い 物語 
の ^' かの 一場面 だが、 その 一幕 もい くつ 
かの情景にゎかれる。そして、-寺 -1- 屋」 
のような時代物ならば、！景ごとに、-そ 
の 一区 切り 一区 切りが 誰の 持ち場で ある 
か、'、、 明らかにされて いる。 

今て は ほとんど やらない、 が'  千代が 小 
太郎を 連れて 弟子 人り する 「寺 入り」 の 
場面が はじめに ある。 これは 後の 悲劇を 
.引き立たせる ため、 よだれく りの 与太郎 
を 活躍 させて、 滑稽な 場面と なつて いる。 
もちろん、 人知れず 最後の 別れを する 千 
代の 心持ちを 忘れて はいけ ない が、. ぜん 
たい (: 軽い場であり、舞台面の構成から 
ゆけば、 源 藏の女 辱 戶浪が 主役、 松 王の 
女房 千代' が 脇役の 位置に つき、 よたれく 
り' が 前者に、 下男の 一 ヒ助が後者に附属し 
た 位置に つく。 

つまり、 戶浪は 中央より 舞台 上手 (向 
つて 右) で 芝居を し、 千代は F f-' (向つ 
て左)で演技をして、よだれくりは戸浪 
の 右う しろ、 三 肋は 千代の 左う しろに つ 


hhhbhk 


補義  11111111 11^ 


いて芝居をするのか原切となるのた  こ 
の 場面に おいての 見得は'  千代が 小 太郎 
にわかれ て 花道へ 引つ 込む 時、 後を 追う 
小 太郎を 叱り、 舞台から 花道へ 行く処 で 
扇子で 顔を 隐 して キッ となる 瞬間 だけで 
ある。 右足を 少しう しろへ 引き、 顔は 小 
太郎の 方を 向きながら 扇子で 隠して、 千 
代の 気持ちを 一瞬の ポ ■ 丨 スで 端的に 説 
明して いる。 見物は 千代の 心中に 同情す 
ると、も £: 千代を 演す る 俳！^ の 顔を 見 
て、 胸を ときめか すし 

千代、 が. 引つ 込む と、 「立. る あるじの 源 
藏 」という義太夫につれて、寺子屋の師 
E で'  もと 菅 丞相に 仕ぇて いた 武 部源藏 
が 花道 か A 出て 来る" 自分' がかく まつて 
いる 菅弟 相の： 一子 菅秀才 の 首を 討つ て 渡 
せとい う 厳命を 受けて 帰つ てく るの だ。 
~市る道す、がら、どうしようかと思案して 
いる 源藏の 姿を、 この 花道の 歩き 方で 説 
明す る。 

歌舞伎では、 物思いに ふけつて 歩く 時 
は、爪先'が浮いて踵がょけい着くょう {: 
歩く' が、！# は その 例で ある。 花道を ま 
つす ぐに 歩かないで、 多少 蛇行しながら 
腕を 組んで 歩いて 来る。 そして、 本来な 
らば、 美しい 形を 見せる のが 歌 
. 舞 伎な の だ •が、 源藏の 出では、 
せめん  うしろから 見て 変な 形になる の 
满た' か を 嫌わないで、 首を 垂れ、 いか 
麵 w I にも 思案して いる 気持ちを 形に 

I = _ 「S 變 V 「I 陣屋」 

_ 551 IT の 熊 谷 同様、 源 S 出は、 もの 
舞実て思いにふけつて歩く歩き方の典 
、 型で ある。 

その 源藏が 花道の 七三 (舞台 


我ょ TJII 
久に IT 
の鳥吉 
門睢の 
衛 の 
左 門； 
羽衛庭 
世 左 女 
15 仁婦 
也 山 
右 12 背 
真、： is 。 
写 助 F 場 
のる の 


へ 七 分 通り 寄つ たと ころ だが 
現在は 花道' が 長いので、 ぜん 
たいの割合はもつと舞台に近 
くな つてい る) 近く まて 来た 
時、 顔を 上げて 家の 方を 見、 
腕を解き足早に歩く。この動 
作については、いカ'—-な説 
明が つけられる が'  見物の 側 
から いえば、 源藏の 顔が まず 
見られる ので あり、 歌舞伎に 
おける 大事な 第一印象を 植えつ けられる 
の だ。 

歌舞伎の 主要な 役は、 たとえば、 「絵 
杯 欠 功記 」 十 段 目の 武智 光秀の ょぅに、 
出た時にまず見得をする。そぅして.好 
き 第一 印 ^ を 見 %; に 与えょぅ とする。 源 
萑 のこの 件は、 1ちろん見得までに至ら 
なぃが、見 ^ と !«] じょぅな「出 1- の印象 
を観客に植ぇっけてぃることに変りはな 
い。 源藏が 舞台を 一瞬 向く ために 源 藏の 
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顔は 客席の 方へ 少し 向けられる。 その 時 
見物は、 源 藏に扮 した 俳優の. 芸を 判断し 
ようとす るて あろう。 

本舞台へ来て、家 (: はぃり、小太郎を 
じつと 見る ところが あるが 気 持ちを 主 
{: すれば、 見 おろす だけで あり、 形を つ 
ければ、 小人 郎の あごに 手を 掛ける。 こ 
うした ところで、 形 本位で ある. か、 気持 
ち 本位で あるかぐ 区別され る。 

源 藏 、が 戾つて から 松 王が 来る までの 間 
が、 「ザ入り」 (: っ、>く「寺，广屋」の第 
-- 景で 、もちろん 源 藏が 主役、 戶浪が 脇 
役 だから、 源 藏が 上手、 戸浪' が 下手で 芝 
2T かつ、 > け られ る" 源藏 と戶浪 の 間で、 


小 太 郎を菅 秀才の 身替 りに しようと いう 
相談が まとま-る"、 そのせ り ふの 間、 二人 
は主役.脇役という位置附けと冏時に、 
舞台に おける 夫婦 間の 規律を まもつ てい 
る-. •つまり 女 辱 役は 亭主 役より 三寸 さが 
つて 芝 居 する ことを ， 

歌舞伎に おいては、 女房役が 亭主 役の 
前 (: 出て芝居する場合はない。直線を引 
いたなら ば 亭主 役より うしろで 話しを 
したり、 勤 作を したりす るの が 常識に な 
つてい る。 これは、 世話物で も、 時代物 
てもぃぇることだ。 

さて、 •「せま じき ものは 宮仕え」 と、 
心中の 苦し さを拆 えてから 源 藏は 立上り 


下にい る戶浪 と 背中 あわせ 
になつ て、 「ともに 淚 にく 
れに ける」の義太夫.につれ 
暗然と する の だ* か、 もちろ 
ん 見得と いぅ ほどの もので 
はなく、正面を切らずに下 
を 向いて いる。 なお、 源藏 
といぅ役は「寺子崔」ぜん 
たいから 見れば、 松 王が 主、 
1、 が 従で あるから、 源藏 
を中心にした見得を切ることはない。戶 
浪 に 至つ ては、 顔を はつき り 見せる 時は 
一つ もない。 

つぎの 第 三景， か、 「寺' J M J の 主 ^ 、 

松 王の ^ 場で ある。 松 王は 駕菴 ょり 出て 
合引ー腰掛ーにかける^この松王の出は 
「.^ — .レ お 侍ち なされ」 という せりふを 
前触れに する 以外は、 際立つ て H 立つ よ 
うな 工大が 附けら れ ていない。 しかし、 
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せる のが 第一の 目的で ある。 そして、 こ 
の門 11 は、筋から來た位置の転倒がぁり 
空 藩の 見 世 場で、 玄藩が 主、 松 王が 脇の 
位罱 について いる。 

玄藩をさきに門 [] へはいり、松王は源 
藏と見合つて、いわゆる附廻しの型にな 
る。 松 王 ♦か 主、 源 藏 •か 従で ぁり、 松 王は 
奥に ^ を 配り、 源 藏は松 王を M つてい る 
のでぁるから、こ、の觔きは源藏が調節 
することにょつて  好く も 悪く もなる) 

思わず 一' 人が 突き 当り、 キッと 見込む の 

ご 0 

松 王は、 いわず と 知れた 主役の 位置、 
立 藩が その 従で 以 h が と手、 源* 夫 ^ は 
临役の位蓠で、欠祕間の規定をまもり下 
ァ !: 哝ゎる。ぅしろの捕手は、源葳夫婦 
を取り备くと ^-] 時に、舞台の ^ ¥- をなし 
てぃる。ふっ面の玄潘と、 ^ 塗りの松王 
と、 砥粉 とい* つ^ •色の 源 葳と 、女方の 6 


門 1| に、敵役をぁらゎす赤つ面の # 藤女  浪が黒い捕手をバックにして並ぶのも、 
藩と c 塗りの 
松王が並んだ 
ところは、 歌 
舞 伎の 常 套 手 
段ながら、 ^ 

しい 色彩の 対 
照で ある。 こ 
、の 松 王は、 

どこて+次をす 
るか、 > \ に よ 
つての 型の 相 
違と なつて い 
る のても わ 力 
る通り、病中 
て ^ る ことを 
見物にゎか.り 


右 買の 写真は 吉右衛 門の 源藏、 
多 賀之丞 の 戸*。 戸澴は 中腰 か 
座った ま-で、 角度が 背中 合せ 
の 形式になる。 


写真 上 菊 五郎の 松 王、 吉右 
衛 門の 源 藏、 6 世 友 右衛門の 玄 
藩。 今は ほ tf ん t ニの 型に なつ 
ている 〇 


- • 


* i 

写真 下 幸 四 郎の松 王、 勘 三郎の 
源截 、吉之 丞の玄 落。 紙を ロに 咬え 
る 意味は 少 い。 


歌舞伎の 色彩 上の 用意で ある ■ 

源藏' が 首を切りに はいる 時、 二重 (一 
段 高い 舞台) へあがる 瞬間、 振り返ぇ る 
のは、 誰でも' かする 型で ある。 右左を 見 
て、. 松 王には 威嚇を し、 戶浪 には 「安心 
しろ 」 といぅ 気持ちを 伝ぇる 七 身体は 見 
た 目 本位の きつ ぱり した 形を 見せながら 
眼' が 心理描写を するとい ぅ、 これは 一例 

奥で ばつ さり 源 藏が小 太 郎の 首を 打つ 
A-. " を 聞いて、 ギ ックリ した 心の 動揺を 隐 
すため に、 「無扎 者め」 と 松 王が 見得を 


切る 場面は、 「寺 -/- 屋 J 1 幕 中での 高調 
した シ ー ンで ある。 のれんの 中に ^ . を 取 
られ て、 ほとんど 無意識に 立 上つ た 松 王 
は、 舞台 中央に 歩き、 「奥には ばつ さり 
首 打つ 音」 で、 戶浪に 突き 当り、 「無 ft 
者め」 の 大見得になる。 こ、 の 見得' が 舞 
台 真中で ' しかも 義太夫に 合つ て 極まる 
ょぅになる ためには、 戶浪が 気をつけて 
觔かな ければ ならない。 歌舞伎の 脇役は 
主役の 演技を 引き立たせるべく 約束 づけ 
られ ており、 脇役の むずかしい 点で ある。 

その 大見得には、 昔から 種々 の 型が 伝 
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わつ ている が 
もつ とも 形式 
本位で 派手な 
のは、 戶浪 に 
突き 当つ て か 
ら 、別に 正面 
を 切つ て (と 
• 言っても、 完 
全に 真正面 •し 
向く ことは、 

八の字の 原理 
からして あり 
得なぃ。 右足 
をう - ^ ろへ. 弓 
く) 刀を 前に 
突き、 右手を 
ぁごの 下で 開 
く か、 胸に 当 
てた 形で、 グ 
.丨ィ と 見得に 
なる ので ある- 
両手を 刀の 柄 
にかけ て 睨む 
の' が 次ぎに 派 
手で ぁり、 刀 

を トンと つい 

て 頭を おさえる 型になる と、 さらに 気持 
を 主にした 演出と なる。 ほかには、 左手 
を懷 にし、 右手で 刀を 突く といつ たょう 
に、 種々 な 型が ぁり、. どの 型を 使う かに 
ょって、演者が、気持(松王の苦悶)を 
主にす る -** 、 一瞬の 感情の 流露から 表出 
された 見た目の 形を 主にす るかの 違いと 
なる。 型の 差を 鑑賞す ると V うこと' か、 
歌舞伎 見学の 一方 法な の だから、 この、 
「無虬 者め」 は、 次ぎの 首 実験 同様、 好 


写* 上 沢 村* 十郎 （5 世宗 
+郎  > の 源藏、 4 世 梅 幸の 千代 
3 世& 国の 絵。 

写真 下 菊 五郎の 松 王、 吉右 
門の 源藏 、これは はつき り 見 
得まで いつて いない。 
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い 研究題目 だ。 

眼目の 首 実験は、 舞台 中央 か、 ぁるい 
はゃ、七手寄りで行ゎれる。だいた.い、 
一: 手を 蓋の 上に 重ねて 見 卜す、 同じ 形で 
11 !: 紙を 咬え る、 右手を 蓋に かけ、 左手 
を開ぃて歡杖の形 !: する型及び、玄藩が 
^• を持ち、松王に見せると、松王は刀を 
抜いて 源藏 につきつ け、 左手を 頰杖 にし 


形な な 、らあ 
もぅれ 王 かで 
によら 松郎型 
かの 見の 十の 
ぃ 車は 郎団家 
。中で 四 世 川 
王 、近 幸 7 市 
松が * 1 世 C た 
の だ 、 7 藩 つ 
車 型ら  玄伝 
中の か 右のに 
王ぃ 真郎郎 
左 松な 写 + + 
真のい。 長団 
写 位' か 型 村 世 
本人 ぃ沢 9 
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て 首を 見つめる 型' が 見られる 
が 昔は 種々 な 解釈を 加ぇ 
て、 いろ-^ おもしろい 型が 
あつたら しい。 だん-^-、 首 
実験 そのもの、 型と、 首を 見 
た あとでい * うせり ふ 廻し は、 
誰が やつても 違わない ょうに 
なり 松 王の 愁いと 覚悟、 源藏 
への 思い入れを、 見せ 且つ 聞 
かせる ょうになつ た。 舞台の 
構図と しては、 松 王を 中心に、 
空 藩、 源藏 、戶浪 ，が 左右 か 
ら 詰め寄つ て、 歌舞伎の クラ 
ィマックスにふさわしい立体 
的な 盛り 上' がりを 持つ ている 
場面 だ。 

首 実験の すんだ あと (門口を 出た 松 王 
丸は、 格子を しめる と、 思い入れ をして 
無病健康に変り、足早 (: 駕竜へはいる。 
この 技巧 上の 変化は、 •歌舞伎の 常套 でぁ 
る。 松 王が ^ つてから、 空 藩は 門口を 出 
花道へ 掛かる ところで、 どの 役で もす る 
ょぅ (: 、見得を切り、もぅー度自分の顔 
を 見物に よ ◊見せて、 引つ 込んで 行く。 


歌舞伎の 引っ 込みの 典型的な 形 だ。 歌舞 
伎は出と引っ込みを大切にし各役を観客 
に 強く 印象づけょぅと 工夫され ている。 

第 四景. の 首 実験が すみ、 源藏 夫婦が 喜 
んで いると、 千代が ® つて 来る。 その 第 
六景は、千代、が主、源藏が脇 (: 位置づけ 
ら J1 る 場面で、 二人の 立 廻りが ある。 こ 
この立迴りは案外むずかしくい形を見せ 
る 立 廻りに 過ぎても 写実 式の 立 廻りで も 
困る。 また、 源藏が 見得を すると、 いわ 
ゆる 性根が 違ぅ、 すなわち 源藏の 気持の 
解釈 違ぃになる ので、 演者の 脚本への 理 
解が わかる 個所 だ。 

衣裳を着替ぇた松王ニ度目の出になっ 
て、門ロへはいると、また附廻し'があ6 
て、 大 芝居を 見せるなら、 松 王' が 源藏の 
前に 刀を 投げ ルし、 右手を 出し、 左を 膝 
にするのだが、.大小を前 (: 手をついて、 
平伏す る 松 王を ょく 見かける。 いずれ 
にしても 人形芝居に くらべて、 前の r 無礼 
虬 者め」 同様、 歌舞伎の 長所を 生かせる 
場面と なつて いる。 

以下、 松 王と 千代が、 主役と、 主役の 
従.の位置、*源藏が脇役の位置 (: 着ぃて、 


15 世 羽左衛 門の 与 
三 郎3  「おぬしは 俺 
を 忘れた か」 ビ頻 か 
ぶりを 取る 与三郎 
(上） ビ 、手拭を 肩、 
尻を まくり、 ニ; > ぐら 
を かいて 見得を 切る 
「しがね え 恋の 情が 
仇」 のせり ふは ニ、 
から ••••••.下） 


95 


む 一 - — 


W& 


た。たとぇば、切られ与三郎の歩き方女 
例に とれば、 a： 戶ッ f 独特の つ" かけ 草 
履のはきぐせをその歩き方に持ち込んで 
あり、 指の つけ 根を 下に 突き、 踵を 浮か 
せて 歩き、 しかも、 膝を 曲げずに 前へ 突 
き 出せば よいと されて いる。 江戶 ッ子の 
ちよこ-^,^ 歩く 歩き 方は、 こうして 歩く 
型と して 規定され ている の だ。 

与 三郎の 活躍す る 「支 冶 店」 の 場は、 
今日では、 すでに 時代物 同様の 型' がで き 
ており、 誰' が 演じても、 与三郎 とお 富の 
冉 会の 1瞬と、後の段取りは同じ (: なつ 
てしまう。とくに、与三郎'が立上つて、 

お 富の ほうへ 近寄り、 お 富が 気味 悪そう 
(: 身を よけてから、 お 互いが 顔を 見合い 
与 1 一一郎が 見得を きる までの クラィ マック 
ス は、 一言の せりふ も 一足の 踏み出し 方 
も、 万人 共通の 演出で、 形式 化された 江 
戶 情緒の 世界へ 見物を 引き 人れ て くれる。 

歌舞伎の 「型」 によつ て、 時代物の 場 
合で も、 世話物の 場合で も、 われ^- は 
種々 のイ メージ を 与えられる。 


小太郎の身替りを中心 (: 、三人が語り合 
ぅ' が、 「こりや女房 (: つこりと笑ぅたと 
いやい」 と 泣き笑いの 技巧を 聞かせ' ると 
ころは、義太夫でさぇむ.ずかしい語り埸 
所と されて いるた め、 歌舞伎では やらな 
い 入が ある。 すぐ その あとの 「源 
梅が :: 藏 どの 御 めん 下され」 の大泣 きは 


王 次 藏松型 観客の 拍手を 受ける 場面で、 松 王 
|菊源=はぃま、で堪ぇてぃた咸禱の樞を 
郎代 前ろ は 切つ てし まぅ 0 
菊の生で切 .第 七 景を終 つて、 第 八景は ラス 
w_ う！# ト •シ —ンの いわゆる 「いろは 送 


# 編： ：齡ミ  ， . 

一!^  j 


0」て、营承-相の御台と菅秀才を中心に 

忪王夫婦、源藏夫婦が+ん郎の死骸を駕 

竜に乗せて、野辺の送りをする。人形芝 


居では 音楽 的 効果を 発揮して 哀愁を 漂わ 


<? 


すが、 歌舞伎では、 さした る 効果的な エ 
夫もなく、幕切れの晃得となる。 

幕切れの 見得が、 歌舞伎の 重要な 見せ 
場で あるのは、 その 件 質 上 当然で、 均 合 
いょく 並ぶ、 いわゆる 「引つ 張りの 見得」 
て 幕を しめる。 「寺， ]- 甾」においては、 
鉀台親子がニ電真中に、松王夫婦が下手 
の駕菴 に附 添い、 源藏 夫婦が 上手に 来て 
松 王が 御台を 敬い、 源藏が 平伏す るのと 
富士山の 形に する ため、 源藏も 立身で 敬 
ぅのと、 二通りの 型' が あ ■る。 

こ \. て、主役の松王が下手に来るのゼ 
筋の 上から と、 もぅ 一つ、 •「いろは 送り」 
の前に格子戶を取りはずすことでもわか 
るょぅに、すつかり里尔色を改める必要か 
ら来 ている。 衣裳の 色 も、 松 王は 白装束 

になり、 慕 切れの 色彩の 対照は あざやか 

ご 0 


きられ舆三郎 


人形芝居から 来 
たいわ ゆる 丸本 歌 
舞 伎の 時代物が、 
場面の 変化と、 対 
照の 妙で 見せて い 
るの なら、 はじめ 
から 歌舞伎の 脚本 
として 童！！ かれた 世 

話 物は、 徳川 時代 
の 人々 の 日常 生. 活 
を 美化す る ことに 
工夫' が 積まれて 来 


先代 聿四郎 の* 辺 謂 

(阐本 一 乎®) 


四 世 尾 上 松 助 五 世 荀 五郎の 番頭と 称せられた 名 ワキ 役 。そ 
W 篝 台 経歴は、 裏 永 元年 六 + で 初 簿台以 米 八十 年に 及んだ。 


(: 作 られる G の だが、 それ も •個人の 力 
のみではなく、实 (: 充祖伝來の芸統の上 
!: m み 承ね られ なければ ならない。 この 
場合、 修行の 0 やすとす る ものは、 光 辈 
達人の 皮相な 技 だけで あるので なく、 む 
ろん 単なる 知識の 習得に あるの でらない。 
達人の 境地に 達しょう とする 全人格 的な 
1のがあつて、いわゆる芸道と呼ばれる 
梢 神 的な 修 赉を岌づけとする一つの道に 
向つての褚進にあるのである。 

した* かつて、 芸の 奥底を 究めた 人 遠* か 
折にふれて漏らした贲蜇な体験や見聞談 
というものは、後輩 (: 技芸美の神秘を解 
明す る ばかりでなく、 ひろく わたくした 
ちに とつても 人生の 指針と して傾聴に値 
する 金玉の 響きを 持つ たもの が 多い。 こ 
ういう 意味で、 「芸談」 という ものが 古来 
電 要 文献と して 伝ぇられて 来たが、 明治 
以後にぉぃても、九世市川_十郎、五世 
尾上菊五郎、七世市川 ^] 藏をはじめとし 
て、 わたくしたち にも 身近 かに. 感じられ 
る 故 五世 中 村 歌 右衛門、 六 世 尾 上 梅 幸、 
四世尾上松助、ニ世市川左_次、七世松本 
幸四郎 、六 世 尾 上 菊 五郎、 二世 實川延 若、 
七 世 市 川 中 車から 現在の 中 村吉 右衛門、 

坂 東三津 五郎に 至る まで、 それ 公刊 
の 芸談 集が あつて、 その 至芸と ともに ま 
こと (: 掬すべき芸道.の妙諦が説き沄ぇら 


はないが、(芸は死ぬまで修行)を座 |||| に 
して 八十 年間 孜 々として 舞台に 精進した 
彼の 真摯な 態度が うか、' 、える し、 芸道の 
極まる ところの ない ^ さとい ラ ものに つ 
いて、あらなめて考えさせられる。 

いつたぃ、 歌舞伎 劇が、 占 典 芸術と し 
て 誇る 力は 主として その 様式 美に あるの 
だが、その骨 7- が洗錬された俳優の技芸 
{: ある ことい うまても ない  すぐれ /.- 俳 
優の 芸の 力は、 脚本を 超えて 観客を 一 種 
独特の境地に誘導するもので 銳 客 もま 
た 俳優の 技芸を 鑑赏の 対照と する ので ぁ 
る。このょうに、俳險の技芸美こそは歌 
舞伎美形成の中心なのでぁつて、俳優そ 
の もの、 魅力と、 俳優の 演技を 演出の 焦 
点に 紅いて いると いう ことは、 歌舞伎 劇 
の 著しい 特色と すると ころ だが、 歌舞伎 
劇が本来俳優中心に成立し発展して來た 
ことを 思えば 当然の ことても あろう。 こ 
うして、歌舞伎釗は三百五十年にゎた 


hv 


演技 演出の 
伝統を 尊電 
して今日に 
及んだ。 

この こと 
は俳優側に 
すれば 容易 
ならぬ 芸の 
修業が 要求 

される わけ 
である。 立 
派な 芸 境は 
不断の 錬磨 
と 血み どろ 
の 修業を 永 
年 続けた 末 


昭和三年に八十六才て世を去るまで.一 
貫して歌舞伎の芸道をつ"ましやか (: 歩 
ぃた四世尾上松助は、真に名人の名 (: 値 
する 人で、 ヮキ 役、 殊に 「入 谷」 の丈賀 
や 「浮 名 横 櫛」 の 蝙蝠 安な どでは 天下一 
品の 至芸を 見せた ので ぁる' が、 彼が 老齢 
{: 及んで 何度 目 かの 蝙蝠 安を 勒 める 時 こ 

ぅいつ ている。 

「ばい、 はい、 また 編蝠 安を やり ますん 
で。…：. ぃや、 どぅも 年々 体が 利かな く 
なるせいか、舞台にぃてもなか->^-骨が 
折れます ょ。 それ !; 人様が 何の かのと 仰 
しやつ て 下されば 下さる だけ 嘘の 芸は ，出 
米ません から、 やつ ばり 初役の つもりで 
1生懸命に勤めておめます。いや、やれ 
ばやるだけ難かしいのが芸でございまし 
よう」 (松 助 芸談) 

これは、別に珍.らしぃ言葉とぃぅので 


松 助の蠼 《 安明 治 二十 五年歌 舞 伎 座で 初役 
以来の当り役、衣裳 |; * の « 巻を用いたとい.？> 


中 村 児 太®  (現 福助） の 「盛#! 陣屋」 の 小四郎 

歌舞伎 俳優は、 幼い 時から 子役 _ としての 芸は勿 
論、 踊 •） や 音楽を 仕込まれ 4。 


なく、 教わ 
る方はー 倍 
徳を 得る 道 
理で 、気の 
ある 若手 俳 
優は これを 
記録す る 者 

も あつて、 

記録が ぁれ 
ば 長く 後世 
に 伝える 事 
も 出来る の 
であり、 名 
優の 編 出し 
た’ 工夫、 役 

役に 成 切つ た 心の 滲みから 完成した 型、 
苦心の 菴つ たものは 誤りな く 残して おき 
たぃ 事で、 自分の 知つ てぃる 事を 語り. 残 
して 置く の も 敢て徒 事では なかろうかと 
思つ て 編む ことにした j という。 芸談 集 
の意義 (: つぃては、大体これで明らかに 
されて いるょう である。 

現代の 芸談に つぃて 語る 前に、 一応 歌 


fl *l <? $l 、 美 ^1 , ^ l f 


个丨 4 ' A ^ 不 ^ 

^ 2.6^,  」.vy tl- >t/ y ^ c f-> 

不. 一 炙謂： ^ 誰卻座 

d v 'i. ^,  へ .^^ .^ の- 丨丨 


舞 伎の 芸談 集と して 最も 古い 「役者 論語」 
のことに触れておきたい。これは「耳塵 
集」 「続 耳 塵 集」 「藝鑑 J 「ぁやめ 草」 「賢 
外 集」 「- 佐 渡 島 日記」 から 成り立つ てい 
て 元禄 歌舞伎の 名優 坂 田 藤 十郎を 初めと 
して、 名 女形 芳澤 ぁや 办の 言行な どが 記 
載され ている が、 いずれも 歌舞伎 芸術の 
真を 衝こ ぅとして 苦心した 名優の 言葉と 
して 今日に 生きて いる。 

坂 田 藤 十郎は 元禄の 上方 劇団を 代表し 
た 人で、 濡れ事の 名人と いわれた' が、 •菊 
池 寛の 藤 十郎の 恋で 有名な、 彼が 密 夫役 
を勤めるために苦心した末祗園町の料亭 
の 人妻に 偽りの 恋を 仕 懸けた といぅ 話は 
賢外等に載つている。彼はせりふにつ.い 
て、 「けいこの 時 せりふを ょく 覚ぇ 翌日に 
は 根から 忘れて 舞台に て 相手の せりふを 
聞き、その時思 1' 出してせりふ言ぅなり」 
と || つているが、これは「歌舞伎役者は 
何 役を 勤め 候と も 正 真を 写す 心' がけょり 
他な く」 といつ たのと 共に、 舞台を 自然 


:; 養 


らしく 見せよう とする 
彼の 写実主義 的 態度を 
窺わせる もの だ。 だが 
「然れ ども 乞食の 役を 
勤め 候は、 > 顔 のつ くり 
着物 等に いたる まで 大 
概 {: 致し、 正 真の 如く 
にならざる ようにす ベ 

上坂田藤 + 郎 「なんとく 
太夫 まめな か 今朝の 雪」-* J ある 
ように、 傾城 買の 姿で あ 4。 

左 藤 十郎の 恋 初代 铒治郎 や 
延若 •か 得意に I た 新ら しい h 方 
歌舞伎の味のもの。ぢ真は海老 
* と 友 右 術 門* 


れ ている ので ある。 

六 世 菊 五郎' が、 その 著 「藝」 編著の 動 
機について語つているのを左に抄録して 
てみ ると、 「私は 此 本の 上で、 芸道に 就 
ての 話' をす る 事に なつて います。 しかし 
この 『藝』 •という ものは、 教ぇた から そ 
の 通り 出来る もので もな く、 まして や 話 
をした くらいで はとても 完全に 会得は 出 
来ない 方が 本当で しよう 

ところが 今度 計らず 

も 実を 結ぶ ようになつ た 
訳は、 若手 俳優 一座が 組 
織され て 示 導の 任に 当つ 
て、 『團 十郎 はこうして 
いたが 菊 五郎は こうやつ 
た』 また 『占い 役者の 型 
にはこう いうの も あ. る. j 
といつ たように、 今まで 
忘れて いた 事を 思い出す 
場合 も 多く、 教ぇる 人 も 
身の 為になる 事が 少なく 


d 

y 


し 


歌舞伎芝居はなぐさみに見物する 
ものなれば随分物每花美 (: ありたし」と 
いつて いるのは、 傾城 買の 狂言で、 波が 
草履を 脱いだ とき、 藤 十郎の 足は 大きい 
と 思われて は 色消し f：v からと、 わざと 小 
さい 草履を はいたと いう 話と 同じく、 偉 
しく も 芸術 美を 衡 い /: ものと いぇょう 
芸術美の本質 (: ついては、当代の偉大な 
作家 近 松 門左衛 門' が、 旣 に 「芸 という も 
のは 虛実 皮膜の 間にある ものな々」 と喝 
破した が、 歴代の 歌舞伎 名優が 苦心した 
のは、要するにこの美を如何 |: して生む 
かに あつた" 

立 役の 坂 田 藤十郎 に対する 女形の 芳澤 
あやめは、 その 心構ぇと して 「女形は 楽 
k {: て も 女形と I う 心を 持すべし 一 とい 
/、 女形は 色、 が もとだから 平生を 女子に 
て 生活し なければ 上手の 女形とは いわれ 
ぬ'、 こゝ' が 女子と して 肝要な ところと 意 
識 すれば する 程 男になる の だから 平素が 


り、. 皮相な 
外形を 似せ 
るの てな く 
その 精神に 
入つ て 常住 
座臥 女性の 
生活を 身に 

つけるべき 
だとい うの 
だ。 このょ 
うに、 女に 
なり 切る こ 
とを 心 懸け 
た 末は、 自 
己 暗示に か 

、つて、 旅で 駕菴 から 下りて 「今日は 一 
H 駕菴 (: 揺られて 血の道' が 起り ました」 
といつ て 連れの 者に 笑われた という、 同 
じ元禄時代の女形俳優吉澤小溥次の逸話 
、が 伝ぇられる 程で ある。 女形に 対して 己 
n の 私生活を 曲げねば ならない ほど 極端 
な 用意が 要請され たのは、 大体 江戶 歌舞 
伎 前半期までの ことでは あつた' が、 歌舞 
伎 美の 粋 ともいうべき 女形 美の 表現には 
格別の 苦心と 錬磨' がな されねば ならない 
のは 今 も 昔 も 変らない て あろう。 何とな 
れば 、男性' が 女性を 表現 するとい うこと 
は、それだけで芸として並々ならぬこと 
だからで ある。 九 世 團十郎 は 七、 八才の 


大事 だ 


という ことを 強調して いる。 つま 


頃、 太 兵 肥満の 四 世 歌 右衛門 M 勤めた、 
「双面」のお組が色氕に満ちて美事だつ 
たのを河原崎権之助が感心したのに吋し 
「女形を する 柄では ない が、；！： り雔 いこ 
とに 踊りの 素養が 助けて くれる のと、 今 
J つ 女形、 が 守るべき 紀律を 厳重に 守り お 
るから 出来る ので ある。- 体 男と ^ とは 
骨格 もち' がう のを 女に 見せようと いうの 
だから、自然どこかに苦しいところ'かな 
くて は 適わぬ」 と 歌 右衛門の 答ぇた のを 
聞いて 今 だに 感銘 
している といつ て 

九 世 も 「女形を 演 
る ほど 苦しき 事は 
なし、 第 
一 股を 拡 
げる こと 

適わず、 

後 姿まで 
が女に見 
ぇねば な 
らぬな り 
外 あるき 

!: 歩る き、 

ムリ？.^、、、 

力 力 
るように 
ては 決し 
て 女形と 

ぃうべ か 

ら ず」 と 
感慨を 述 

ベて いる。 

(團州 百 
.話) 

團十郎 
自身、 時 


代物 役者に ふさわしぃ 人 まかな 顔立ちで 
武張つ た 身 ^ つきの 入 だつ たが、 その 取 
の井や政岡ではさながらの ^ \で、 ^ 悅 
妬五郎をしてっ今：^-:^土の夂形を演じ得 
る 人は [« 并1人のみなり」とぃわせた程 
だとい ぅ。 

その [»1 十郎も、狄 ^1 衛門と11!じょぅ {: 
與 に 俳 ^ たらん と 欲する ものに なくて 逾 
わぬは舞踊なり、舞踊と演劇とは仝く別 
の種類に ^ するょぅなけど、 W 劇を なす 


中 車の 仁 木 » 正 岡 木. f. 両、 


九 世 市 川 團十郎 明治 驮篝戊 斗の 最長 色で 活栌 
。釗始 行*:' 班 刺 〇 向丨 ..を pg へた 功績: j . し% ぃ. 


(: 附添つ ている 腰元.' がその 身を 遊ばせて 
いるょう ではい けません" 腰元は 淀 ^ の 
汪 態 !: 気を とられて どうなる 事 かと ハラ 
ハラして いる 様 广で、共にそのぢへ意氕 

がそ.ぐはなくてはなりません 舞ム" へ 

出て は どこまでも 自分が 活き ており、 そ 
うして他を活かして行くという事に注意 
する のが 肝要です」 という 言葉を 遺しで 
いる。まこと {: 平凡である、が、ー体真理 
は 平 a なと ころ !: あろう'」 た、 >. 身を 以て 
これを実践するところに緣さがある。 ^ 
は山岡鉄舟から「脱身心.」の三字を額 !:* 
書いて 貰い、 始終 これを 座右銘と したと 
いう''  つまり、 舞台の \とな つては、 歌 
右衛門という身も心も脱却して、淀汽な 
り八電 垣 姬 に 成り切る ことのみ に 專念し 
たの だつ た'  鴆治郎 の 「紙 治で 勤めた 
小. 春を、 嗎治郎 の 家内から 【惚れて いる 
^〇 ^ )はじめて03^ま 1 — ^ 广、 と：^ si  f 
太 阪の魁 串から 教ぇを 乞われた の !: 吋し 
「格で外へ出てから小 # の ^ 、が拔けては 
いけない、 あの 間 !; ょつ ぼと しなく ち や 
いけ ない、 といつ て やりました といつ 
て、文句のあるところは^1宋るけれど 
間のところは ^ が拔けるものですという 
成； J 想を 屯.、. M - い る'  また、 一 , b . が 崎の 操！- 


す、 子は 孝行に 面瘦せ ては ごくみ 返す 
烏羽玉の 涙を 隱 すよう な髮 ，— ) のと ころ 
で 鶴 千代を 一寸見て お盆で 顔を隐 して ニ 
重へ 上がる 間が よろしう ご ? いまし. た」 
また、 「十 種 香の 八重垣 姫で も、 御殿の 
お 三輪で も 後ろ姿' がよ ろしう ございまし 
た」 と 評して いる" 顔立ちの 美しくない 
の も 全身の 芸で 覆うて 余り あつたの だ " 
この 九 世 や、 五世 菊 五郎の 相手役と し 
て 若年ながら 女形を 勤め その 無類の 美 
貌と 気品と を 以て 現代、 が 生んだ 最高の 女 
形と讃ぇ .^ れた五世歌右衛門とぃぇば、 
政 岡、 重の 井、 淀 君 等の 名 舞台が 今尙人 
々，の 記憶に よみがぇる ので ある' が.、 波 !: 
は 伊原 青々 園の 編んだ 「歌 右衛門 自伝」 
演芸 画報に 掲載した ものを 安部 豊' が 最近 
まとめた 「歌舞伎の 型」 の ニ 著' が あり、 
その 芸談を 聞く ことが 出来る。 彼 も 先輩 
と同じよう !: 役に成り切ること、が第ー'た 
として、 「下 廻りの 役者' がた' > 先輩の 真似 
ばかりしてはこれも進歩するもの.じやあ 
り ませ/ a ,' また、 定 ^ 、 が ヒス テリ ー を 起 
して 泣いたり 笑つ た. りして いる 時 !; 、 傍 


母の 皐月が 突かれてから 出て 来て、 母の 
手負いと 見て 懐剣に 手を かけ、 敵は 何者 
かと思う。見ると圯秀だから繁きます、 
大て いの 入は しないそう です」 といつ て 
いる、 が、 いずれも、 役に 溶け込んだ 結 ^ 
自然に 発露す る 仕草な ので あつた' 

役にと ^ 込むためには’いろ-^の而 
で乎素から研究が歌ねられていなけれ-ば 
ならない。歌右衛門に対抗して、女形な 
、がら 帝劇の 座頭を 勤め、 特に 世話物の 女 
忭 !: 妙 ^ を発揮した尾上梅幸'がいる。梅 
幸は 「梅の ド 風 j 「女形の 事」 など 芸談 
集を 1 して る *' その 一 梅の^-風 j の 
中て こう 述べて いる 

『私 どもは お 大名の 奥方 !: もな り、 九 
尺 ニ 間の 裏長屋の 女勞 に もな り、 また 
«- 1.ム者 !: も娘 !: もなるのてすか.ら、その 
研究はその時急 (: やり初めたのでは間 
に合いません"常々心がけていなけれ 
ばなりませ /1 」 

梅のド風は、研究心 !: 富み、孩博な5> 
識を 持つ た 梅 芋ら しく、 各種 狂 一一 一 £の演 >|| : 
チ順をていねいに語り、阐荀を初めと寸 
る 名優の 技 ；を !^ ぇ、自分の創意 1: >;- を 
も 照会した 芸 の 奥 儀 書と もい うべき も の 
で、# 」来 1: 忪 !1-1 茂 )4 氏の斐の研究'がある 
のでー罾貴乘な研究文献である 
松 助の ^ : H V/ 、 羽 : ^-. 衛 n の 一郎と if-- 
んでーニ幅対ともいうべきお ^ :: へ：ニ--、 
梅 の F 風が 語る-こころを ^ こ* っ 

『私の お 富は P1  '-'て⑷ー一”ゲ-使いなが. 
片 ア で 化 机を (. ' たします 私は神&-,> 
飲んだ後はァ持無沙汰てすヵ.リ抻芥 ' 
摇除 をして いま 寸と. ^ c-) 卜の ^ ま' 
も皆俺の物だ——. .と；.-?： Tv  - 、M, . 
ぃぅの.'たみぅと ^ ^ '>-リ-&て, ^1 !;,, -- 


四 世 中 村 歌 右衛門 天 保 ニ 年 九月、 江 戶 中； t 
座所演「信田盛咪響悚人」の葛の葉姫''筆者は 
五 渡 亭國 貞" 

中 !: も 自然 !: その 必要を 感ずるな り」 と 
力説して いる = 彼の 舞踊の 名手で あつた 
ことは いぅ まても ない この舞沉の素養 
と、 「芝居を する !: 一大 用 慎は、 なんでも 
自分が 演る 役の 当時の 精神を 呑 込んで 演 
る'がー番必要だといぅ、役の -|1; 根をお 
さぇて 勤める 態 ft 、 それが 優れた 演技 わ 
と相俟つて柄にない女形にも至芸を見せ 
たのであろぅ 
坂 東三津 五郎の I 
「三 津 五郎 芸談」： 

は、己れを語ら 
ず 多く 故 名優 !: 一 

就いて 述べて ぃ 
るが、 その 中て 
「九 世の 政 岡は | 

本当 (: 腹でやっ| 

ていました。 チ i 
ョボの (忠 と教 | 

ぇる 親鳥の 钎 端” 

の竹に飛びがわ一 


〇 


んぇ .のか、 りになる ので、 この間 

に 一服の みます。 与 三 郎の立 上つ た 時 
ボンと 一つ 灰 吹を 音 高く 叩く のです。 
煙管の 掃除は 安が 「草 桂 銭を 下す つた」 
の 辺りからは じめ ます' が、 半紙の ニつ 


左上 » 右衛門の 「心- B-IK tfl A J の 女房 おさん 治 兵 

術_は先4^治郎タ烈婦ゃ高位の女性に至芸を見せ 

た波は、こぅした世話物にも妙手を発柯した。 


、りで ポンと 叩いて 莨の 箱を 持ち上げ 
ょうとす ると、 「ィ ヤサお 富」 と 声を 力 
けられる ので 鳥渡 後へ 逃げる ょうにす 
ると、 「久し 振 だ ナア」 というので 誰れ 
だろうと 甲 3 つて崗 を ふるわして 「そう 
ういう お前は」 と 膝から 顔へ と片 唾を 
呑み、 左の 膝を 立てながら 硯き 込む と、 

「与 三郎だ 」 というので、 びつ くりし 
て 右の 膝に 替えて 驚く 形を して 右の 掌 
で 左の 乳 ^ 抑えます。 これは 御 婦人は 
直に 乳へ 動悸が して 来る から， て、 それ 
からは 安が 『エ  '御新造 あり 難う ござ 
います」 という 始終 その 気持で 押えて 

いて、 この 一言を 聞いて 我に 返り、 今! 

度は 多左衛 門： j 面 S なくう つむいて い 
ます'^ 

この ー籴だ けに 就て みても、 実に 細 


心な 注意の 払われて いるのに 気 附くで あ 
ろう。 お 富の 心理 過程の 表現を 最も 効果 
的に、而も様式的に美しくするために、 
小道具 類の 扱い方と い、、 眼の 配り 方と 
い、 寸分の 隙の ない 運びを している。 そ 
して 一見 自然の 瑣事と して 見過ごされ そ 
うな ことに も 実は 研究の 集 稍した もの ♦か 
秘められて いるので ある。 役に 成り切ろ 
うとす る 精神は、 末梢的と 思われ. る抆芸 
の 細かい ところにまで 工夫が 施され、 た 
とえば 煙管の 持ち 方に ついても 「芸妓と 
か|!^**^とか区 ^> をする法かあるかと申し 
まして、 別に これと い ラ 持 方 も ございま 
せん •か、 伊勢 音頭の お 紺が 「お前 じ やお 
前 じ や」 で 押える のに、 煙管を 斜に出 す 
のは 情婦と 見せる ためで、 之を 立て、 演 
つて 見せる と 「女房になります』 という 
注意が 払われて いる。 指差しを する にも 
女形と して 男性の 大きな 指を その ま、 #: 
すのは 無骨 だからと 不用意に 指先を 縮め 
るとかえつで美しくない。 「中指 •薬指 
•小指の 三本を 力めて 手の 中に 握り 込む 
ように 小さ  /\  見せ、 人差指の 光に 力を 人 
れ て ピンと 反らす ように キユ ーッ と #: 出 
します。 かように 致します と Hr もい さ、 
か 小さく、 向う から 見た 人差指の 形 も 好 
く 見えます」 という。 これが 芸の 秘密と 

» . ' « .V- 


r . 


« 
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六 世 尾 上 梅 幸 五世 菊 五郎の 養子で、 幼少 
時か.り父の訓阳をぅけ、又その相手役も勤め 


た。 歌 右衛門と 並 称された 名 女形” 


いう ものであろう か。 理窟で なく、 不断 
の 観察と 貴重な 体験から 帰納した ものに 
ほかなら ない。 


ぇる という 面白い のは 幽霊の 眼で、 眠 
いょうにするの'が大事で'パッと見開い 
ている it 物になる という ことで ある。 

各 優の 絶ぇざる 工夫と 経験と が、 こう 
して 一つず つ 積み重ねられて 今日の 歌舞 
伎の すぐれた 演出 様式を 敗り 立たせた こ 
とを しみ 感じさせられる ではない か。 

本来 女形 俳優で なくと も 加役と して 
女形を 勤める ことがある。 團十郎 は 勿論 
そうで あった。 昭和 二十 四 年に 世を 去っ 
た 六 世 菊 五郎は かなり 広範囲な 役を 勤め 
た 人 だ' が、 女形 も 娘 役から 老け役まで も 
やつた。 ょく 語り、 ょ. く談 じた 人で そ 
の 生まの 芸談は 特に 著名だった。 雑誌に 
掲載され たもの も あり、 第三者の 著述に 
もしば^-その 言行が 紹介され ている が 
芸を 語っ た 単行本と しては、 「菊 五郎 百 
話」 「おどり」 前 !: 引用した 「藝」 な. ど 


梅 幸と 言ぇば 
当り. 役で ぁつた 
「四 谷 怪談」 の 
お 岩 も 想像され 
るが その 幽霊 
が 膝頭へ 両手を 


童ね て 載せる と 
き'  膝頭へ コン 
モリと 高く 置い 
てはいけ ない、 
手首の 次のと こ 
ろを 膝の 上に 乗 
せ、 一方の 手は 
矢張り 下の 手首 
の 次のと ころへ 
おくょぅにすれ 
ば、 手が ダ ラリ 
下って 凄く 見 
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があ -2» 。その「藝」にょると「現在の私 
は 目方が 十八 貫 四百 匁 も あ ります) そう 
してこの白髮親爺が十四五肀の『羽根の 
禿 j に. もな れば 十七 八才の 『道 成 寺』 の 
白拍子にもなり、又は道行のお軽にもな 
れば 『鏡 獅子』 の 小姓に もなります、 こ 
れ' が 苦心 だとい うこと' が 出来ます」 と述 
ベ、 如何にして 肩幅の 広い 身体を かくす 
かとい うことの 一. 例と して'  見物に 対し 
て斜 になつ て 踊る といつ ている。 こ 

の 肉体的な 悪条件は、 相手' が 先代 羽 
左衛 門の ょうな 優 さ 型の 人で あつた 
場合 対比 的に も 自分を 殺すべく 苦心 
は 倍加す る わけで、 波は 腹を. びつ た 
りへ こませて、 その上に 帯を 堅く 締 
める の だそう である。 せりふ も 調子 
の 割れない ように 小さい 声を 細く 出 
すわけ であるが 「こういう 時に 大き 
な 声を 出す と 反吐を はいて しまい ま 
す-という。 あの 体 梅： て 可 隣な 女の 


子、たとえば羽根の禿などを見事 (: 演れ 
たのも、こぅいぅ蔭 (: かくれた苦労があ 
れば こそで ある。 羽根の 禿と いえば、 そ 
の あど 気な さを あらわす ために、 履き物 
は意表に出て大きなのを用いた。また 
対照的に、 これ !- からむ 男には 身体の 大 
きな 俳優を 使ぅ といぅ 注意 も 払つ たので 
ある 

菊 五郎は'  在来の 古典、 持 !: 義太夫 劇 
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* 五部の 羽* の 禿 可憐に 見せようと L て、 大道 H から 带 
や 下肚の 傾まで 大ぷ りに あつらえた 苦心 か •うか、 H 


•か 推赏 している 話が ある。 弟 チてあヵ狎 
の 女房役で あった 尾 上 菊 次 郎の逸 活 であ 
る。それは、彼の直侍 (: 対する菊次郎の 
三千歲 について，、 ある ♦か、 「知らせ ^ しく 
三千 歳は」 の処で 互いに 手を 取り 含って 
久 々の 逢瀬を # ぶ 仕草の 時、 菊 次 郎は冷 
たい 手を していた ので 思わず チを 揮り し 
め、 暖めて やりたい 気持て 芝居を したと 
いうので ある。 ところが それは、 格 ,1， 場 


に 彼 一流の 新 解釈を 加えて 写実的な 演出 
を 試み、 世間から 「菊 五郎 歌舞伎」 と 称 
せられる ものを 決定 づけた 人で ある。 事 
の 可否は 別と して、 確かに 一つの 芸境を 
作り. 上げた のだった。 彼は いう。 

「私は 人様から、 六 代 目の 舞台は 八 分 
— ^ か 芸を しない といわれます かどう 
致しまして、 はじめは 十分に も 十二分 
にも 考えて 工夫を つける のです。 昔の 
狂言を 勤める 時で も 必ず 一度は 故人の 
型は 調べます が、 何の 意味て こういう. 
形を する か、 腑に 落ちない 場合は 別人 
.が 工夫を した 型を 用いる とか、 乃至は 
自分で 新規に 考えて する 事に して 古名 
優の 型 だから 何でも その 通りに やれば 
い、 とは 思いません」 

事実 波は 台本に っいてい っも 深い 研究 
を 重ねた。 そして 自分の 納得の いかない 
限り 不用と 思える 仕草は 捨て去っ たので 
ある。 したがつ て、 彼が 性根を 解剖して 
その 時 その 場合に 応じた 心理的 解釈に よ 
つて 再生した 人物は、 いずれも 現代的 感 
覚を帯 びて いた。 たとえば 「野 崎 村」 の 
お 光、 「合 邦 」 の 玉 手。 


•私の 手に か、 つ 
た 役は いずれも 今 
まての 演^: から 一 
歩を 進めて、 土台 
は 院本に 忠実に し 
ながら 在来の 木 偶 
式で なく、 人間の 
息吹を 吹 込んだ 幾 
分で も 生活に ふれ 
るよう に-七が けて 
いるの が 私の 主張 
であり、 持論で も 
あるの てす。 しかし 何と 言 つても 旧劇 
に 現われる 人物は 心理の 描写が 大体に 
単純で、 精々 『ロには 云え ど 心には』 
とか、 又は 『泣き笑い J とかいう 程度 
•か 多く、 充分に 性格を 掘 下げて ない の 
ですから、 先ず 役の 吐を 確乎と 掴む 用 
意 ♦か 必要です。 とはいう もの、 如何に 
本人が 吐で 見せて いるつ もりで も、 そ 
れを 見物へ 通わ. せる 技俩が なければ 役 
者と 言われないで しよう」 

こういう 考えを 根底と して、 彼は その 
表現に 「諺の (言葉 多き は 品 少し) と 言 
われて ある 通り、 口数を 多く 盛 上げる よ 
りは (目 も ロ ほどに 物を い、) の 方が 言 
葉は 少 くつても 利き目が あると いう」 た 
とえの 態度を とつた。 菊 五郎 歌 ^ 伎の 特 
質が、こ、に端的に語られているようで 
ある。 

要するに 菊 五郎は 演技に 写実 性を 強調 
したので あるから、 庶民 層の 生活を 写し 
た 江戶生 世話 狂言になる. と、 彼の 特性は 
遺憾な く 発揮され た。 

こういう 彼の 好みに いかにも びつ たり 
したと 思われる 女形の 0 溝え として、 波 


で 「舞台で 女の手を 權つた 場合 生 ^ い T 
で出されると風祁でも引いたのじやない 
か、ァスピリンでも飲むがい、とい、た 
くなつて色消しだ」と何氕なく六代目が 
いつたのを 党ぇ ていて、 その 通りに して 
相 f に 実感を 侍た せた の だとい ぅ。 菊 次 
郎は平素亭主役の菊五郎に纣しては本丐 
の女 ^ のょぅに身の廻りの世話をしたば 
かり か、 自分の 本^-の 年を ニつ かくして 


亭主ょり .ui ■下の ^; ^ と — * ての 
色気を失わないょうにとまで 
気を遣つ ていた こと、 が、 その 
死後に なつて わかつ たという" 
これは、 平！^ 心で いると か 
舞台で急に女性になろうとし 
て も 駄目で あると いう、 古来 
の 女形 心得を 身を 以て 体現し 
ていた ものに 他なら ない。 

菊 五郎の 芸談では、 名品と 
いわ. れた 「髮結 新 三」 「四千 
両」 「勧 平」 「直 次 郎」 --1 松 王」 
などについても細ヵな演出手 
順 や、 自分の 創意 工夫 等 も 語 
られ ている が、 彼、 が 舞台で し 
ば*^- 見せた ある勒 作、 手つ 
き等の巧妙な仕草について、 
それが どういう ^ 機から 得た 
かとい う 話な ど 興 深い もの' が 
ある ('たとぇば 「六 歌仙の 文 
屋」 の 踊の 中で 「術 士の 焚く 
火は 沢辺の 螢： J i: ついては、 
「榮 はどうい う 飛び ぢを する 
か、先ずそれから研究して」 
その 正体を 突きと めた 
とい ラ こと、*^ いとこ 
0 ろで 物を 搜す 時は、 「眼 
0 〇/ てなく指の先て」さ'が 
1:1 が す もの だと 按摩に いわ 
補 1 れ て、 ^ 速 「保 名」 の 
1 攻 振りに 応用した と：， う 
水 i ことな どは その 一例で 
ね S . ある ◊波は また、 「なる 
W 料 べくその人物に昆せる 
i (:l 苦心は だれで. もす る、 が 
菊砧 役に よつ て 歩き 方の 足 


を 変ぇる 事は 殆ど やつて いる 人が 尠な い、 
といつ て、 仕事師 (鳶 者) の 役を すると 
きはー本筋に、即ち両足ともー線上を真 
直 {: 歩けばその人に見ぇるもので、これ 
は 仕事師" か 足場を 渡る 足癖を 取つ たもの 
だとい うこと や、 手 古舞 姿で 出る 芸者は 
男心だが、元来男性で女性 (:' 扮したもの 
だから、片足を内輪に、片足を外輪 {: 土 
まると ょいと いう、 細心な 注意と 研究と 
を 例示して いる。 

-波はこういう細緻な演技には実にエ夫 
を^^ら ~ ^ たもの て ある 力 それと-*うの 
も父五代目菊五郎の芸脈をうけてのこと 
でぁつ た。 

五代 目は、 團十郎 と共に 團 菊の 名で 明 
治劇壇を担つた名優で、特に世話物に巧 
緻な芸 を 見せた。 その 凝り性 だつ たこと 
は 有名で、 旺盛な 研究心は、 演出 面に 幾 
多の 新規 軸を 生み、. 新 工夫を 創始した 
彼には 口述筆記になる 「尾 上 菊 五郎 自 fe 
'が ぁり、 技芸の 巻と 履歴の 巻から 成り ヶ 
つてぃ 气 

技芸の 巻では、 波の 当り 芸 といわれた 
もの、演出をていねい {: 記述してぁるが 
処々 に 逸話' が 混つ ていて 興味深ぃ もの' が 
ぁる。 彼 もし ば- 「舞台を 常 (： 念頭」 
おいて、ぁら§るもの (: 細心の注意をれ 
つて おくべき だ」 という こ-^ を 強調し、 
「凡そ 世の中に 考ぇて 見ます と 役者 ほ 
どむ ず かしい ものは ないど 思う のです 
，が …… 役の事でも何でもその時に聞ぃ 
てす ぐ 間に合う ものでは ない ので、 ふ 
だんから 聞いて 吐の 底へ しまつて おか 
ないで は 急場の 役に立つ ものでは ぁり 
ませぬ、 早い お 話、 が 手拭の 持 方 !: した 
ところ 力 色々 の 差！ 5； ゲ こ、 さ-^ ま — ^ て 
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同、 いがみの 権 太 桶を か、 えて 
注進に 行こうと する t ころ。 钵をや 
衣 灾 に 注意され たい 0 


-■HHI 

権太の衣裳で、すんなりと見せるために 
恪 ;f 縞の 縦を 一寸 ニ. 分、 横を 一寸に した 
というよう. に、 常に 形を ^ にした 波は、 
ー切をい、加滅で済まされなかつたもの 
と 思われる' 

これに対して_十郎は 令 く 対照 ¥ た 
つたら しい。 極めて お、 らかで 弟子に 対 
しても 各個 人の 個性を 認め 自由に その 長 
所を 伸ばす という やり方で あり、 ^ M の 
人に 対しても、 応 脚で、 扮装や 舞台の こ 
とに ついても 極めて 無頓着 だつ たという。 
それでいて 真に迫る 技芸を 見せた という 
から、 いろくの 点で 菊 五郎の 細緻に 対 
して 豪快 だつ たのであろう。 二人の 対照 
的だつたこと'については「三津五郎芸談」 
の 語る ところに も 窺ぇる ので ある" 

「團州 百 話」 は、 松 居 松葉の 編した もの 
であるが、 _ 十郎が 身の锭 とした ものと 
して 次のように 語つ ている。 

「われ 若き 時より 身の 淀と もな して、 七 
を 用いし 事は、 あくまで 他の 模倣を せ 
ずして 何处 まで も 一機軸を 出さん とい 
う 事な り、 人には その 人 相応に 長所と 
いう もの ある ゆぇ、 他の 模做を する は 
大きな 損なり、 他に よき 所 あら ば これ 

一 • n 1 A I Vkr  こ 旧. し \し  _ O ら^ > 
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時代と 世話とは 丸でち がいます」 
といつ て 例示す るの だが、 侍 •職人 •商 
人 •百姓な ど、 夫々 相違' が ぁり、 浅黄の 
濃い手拭を持つと野暮 (: なり、また水浅 
黄はィナセになる。手拭を細長く八つに 
折つたのをヮシづかみにすると時代にな 
るが、 辨天 小！ E や 権 太な どは 時代の 中の 
ィナ セな 役 だから、 これを もうつ 折つ 
て 手へ 握り 込んで しまう と 世話になる' 
それから手拭を細長くニつ折にしてー寸 
肩へ かける にも、 時代なら 両端を 揃ぇて 
かける とか、 世話なら ば 却つ て 揃わない 
方' がょ いという で頰 冠り にしても、 伝 兵 
衛どか 忠兵衛 は 時代で、 ぁ ァ頤か らかけ 
て左の耳の下で挾むと時代で野暮に見ぇ 
る、それを鼻の下で捨つてー寸はさむと 
ィナ セに 見ぇる とか.、 頰 冠り も # の ニを 
出す と 意気になる といつ た 具合 !; 、 観察 
と 研究に 基づいて 一種の 型を 発見して い 
るのてある 

その他泣き方や、火鉢 (: ぁたるぁたり 
方に ついても 驚くべき 研究が 積まれて い 

る 0 - ' 

火鉢の 場合は、 大名は 成るべく 火鉢を 
遠くに おいて、 手を 培る 時は 火鉢の 縁へ 
拇指と 食指を 開いて かける。 町人は 火鉢 


治 代 の 前のと ころへ 両手を 
明 寺 

た 新 撤 えて Hp を 3：! して あた 
ば M た る o. ィナ セな 鳶な どは 
びで， 1 ' 火箸で 火を かき 廻して 
か； C A*- 火鉢を か、 え 込む ょう 
r 物 取 {: して真中に手を也す 
5 W ^ というの だが、 なる ほ 
社. ど 夫々 の 風格 特色と ぃ 
ぅ ものが、 この 一点で 
巧みに 捉えられ ている。 
こういうことは芸の末梢とも思える'が 
.If すると ころ、 それらし く 見せよう とす 
る 努力の 究極 点が 語られて いる わけなの 
だ。 されば 彼 も あらためてい つてい る。 
「役者は その 役を 勤めて いる 中は、 ど 
こまで も その 人物の 心 持に なつて 勤め 
るの' が 肝要な の だ、 と* 
要するに彼は芸に紈着していたのでぁ 
るぐだから、己れの芸を育てるため (: は 
他に 聴く という 態度 も 失わな かつた。 次 
の言葉には、.芸ー途に生きる者らしぃ謙 
虛さが 窺える- 


「私は 若い 時から 解らない 事は だれに 
でも 聞く という 性質な ので、 俗に 聞く 
は 一時の 恥、 聞かぬ は 末代の 恥と い、 
ますから、 何でも 解らない 事は 聞く 事 
•にして おりました」 
菊五郎は後輩を仕込むのに人ー倍ゃか 
まし かつた という。 相手' が 己れ の 期 侍す 
るょうに出来ない限りは小言ばかりいつ 
たらしい •。彼は 己れ と 同じ ものを 他に 求. 
める 態度の 人の ょうで ある。 これは 芝居 
の日常でも同じことで、周囲 (: 対して注 
文が 細かく やかまし かつた という あの 


の十孳 
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團十郎 の 「鈴ケ 森 J の長 兵衛 時代物 役者の 
彼は、 こういう® 達な 役に も、 その 流暢な セ 
リフ と相挨 つて 壮快な 芸を 見せた。 


吉 右衛門の ••又 七 •' 

(岡 本 •平 画') 


中村吉 右衛門の 熊 谷 時代物を 得意と する? 4 
の 得意 芸の 一 ^ 5 に 数えられ てい 厶。 


松 助の 丈* 明治 十四 年、 三十 九 ネの析 、怒 阿弥が 
松 肋に 当て、 書いた 役で、 本来 人と 役と V —- 5 にな 
つた 至芸が 康 えられた。 
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ない !: 拘らず 、序幕から 大切までを ニ 
日 {: 分けてチャンと見物しました。『松 
さん、 モウ 私達の 芝居を 見る ことは な 
いじ やない か』 と 申します と、 イエ、 
そうて はありません、 拜 見させて 貰い 
ます。 と 真面目て 見て おります よ 一 


となす こと !: 、 七 # くべ し、 それに 尤も 
必要な 事は 品行を 慎む 事な り、 おのれ 
の 身の 行い 立たず しては 立派なる 役 勤 
•まるものに非ず」 

彼が品行を憒まねばな.>ぬと説いたの 
は 極めて 意義深い。 彼は 芸を 所詮 人格の 
現れな りと したので あるが、 役者の. 地位 
を 向上 させ、 演劇. の 品位を 高める ごと !: 
努力し /* 高踏 癖の 波の 人となりが、 この 
片言のう ちに も あらわれて いるつ 

なお、 一時 波は 演劇 改良 運勒 にうな、 が 
されて、 在来の 歌舞伎を 厭悪して 活歴 !: 
夢中に なつた ので ある' が、 後 再び 占 典に 


ついて 正しい 認識を する よう !: なつた。 
次 0. 言葉はその意味で聴くべきものがあ 

气 

「，演劇は 時勢と 共に 移り行かん こと 尤 
も 必要な り、 われら.、 がいう まで もな き 
ことなれ ど、 適者生存の 今日に 演劇 ば 
かり 後れて よき 訳は なけれ ど、 古昔よ 
り ある 狂言は 甚 しく 張襄 なる ^ とか、 
あまり不倫理なる処とかの外には手を 
入れぬ が 好し と 思いは じめ たり、 一体 
旧来の 芝居は 不自然なる' が 如き 間に 一 
種の趣味のあるものゅぇ、徒に理窟の 
みに て墙 正す る 時は' 却て 全体の 趣向を 
全滅す る 恐れ あれば なり」 

経験を 積んで 活眼した 嘵の 感懐で ある 
だけ {: 貴い-'この歌舞伎観は、今日 !: ぉ 
いても 通ず るであろう し、 現状 及び 将来 
{: おいて 更に 考えさせられる 問題と もな 
る ものであろう- 

現代、九代目の芸風を慕って時代物に 
その遺鉢をっぃでぃる者に中村吉右衛門 
が ある。 垵は 最近 「吉 右衛門 自 fc J を 上 
梓した。 熊 谷 や 石切梶 原な どを 初め、 主 


として自分の演じた役々を中心に、見聞 
を 交ぇて 経歴を 年代順に 述べて いる。 彼 
は芸 に 就いては 余り 己れ を 語つ ていない 
、が、やはり、先人の 1)| ぇを受けて「役に 
成りき ろうと 努力して いる」 こ 1を事每 
に 強調して いる。 そして 全編を 貫いて 感 
じられ るのは、 歌舞伎 俳優と しての た ゆ 
まざる 修行の 愉し さで ある。 

各種の 芸談に 共通す る ものが ある。 即 
ちいず れぢ 役に なり 切る ための 努力を 重 
ねたと いう 平凡な 一事で ある。' が、 この 
ことこそ芸の終極の目標とするところで 
あろ ラ。 それが ために、 師 について 辛い 
修行を した こと、 研究と 工夫に ょつ て 先 
人の型の上に出ょうと努めたことなど、 
真摯な 生活 体験、 が 後人を 動かしっ、、 貴 
重な 劇 術を 伝ぇて 行く であろう。 それに 
しても 芸道には これを 以て 究めつ くした 
という 境地は ない。 梅 幸の 語る ところに 
ょって、 最後 !: もう 一度 松 助を溫 ぼう， 
「松肋は八十六 ^ で死にますまで、自 

分の 出勤して いる 一 芝居は 面白い 面白く 


女形 風俗 

いつたい 女形と いう ものは、 歌舞伎を 
特色づけているには相違ないが、決して 
日本 だけの 特産物では ない。 たとぇば シ 
ナ劇 にも あり、 シヱー クス ビヤ 時代 も そ 
うで ぁつた。 然し、 元祿 歌舞伎 以後の ょ 
うな、 徹底した 女形 芸術' が ザ ラに あつた 
とは 思われない。 

その 女形の 特徵の 一つは、 日常の 生活 
に 女性の 生態を 模し 、それを 舞台の 上 一 J 
まで 持ちき たそうと した ことで ある 起 
居動作、風俗までも、つとめて女忭らし 
く 振舞つ て、 女性 臭を 身に つけょうと し 
た。た'>し、性生活だけは(青年期まで 
は倒錯的としても)男性であつた証拠に 
は、 れつき とした 細君が 存在して いた" 

この 女性 風俗の 模写は、 近き ころまで 
も踏襲され_.」ぃた。明治三十何年の頃の 
市 川 門 之 助 (いまの 男女 藏さん の お 父 さ 
ん.) が、 ある 時 人力車に 乗つ て 外出した 


途中で胃痙爭を 
おこして、 と あ 
る家で休ませ て 
もらつ た。 しば 
らくして 痛み も 
おさまつ たので 
ハべ；；^ をい つて -)# る 
辨見_時まで、その家 

のく あ 

g ょ“ の 人たち は、 相 

_ r!: ■当な 家の 奧 さま 

E 龄猶だ とば かり 思つ 
絵 パ！ 

柙 羽 一 


てぃたの てび つ 
^ りした という 
それ も そのは ず 
で、 欠 形の 門 之 
助は、 撫で肩に 縮緬ず くめ、 頭 髮も婦 \ 
同様に楽屋結びにしてぃたのでぁつた( 
それにつぃて面^;ぃ |?- 'がぁる"八世岩 
井 半 四郎 とぃぇば 、美貌で 知られた 明治 
初年の 女形で、 「十六夜 清“」 の 十六夜 
や三千歳を書きおろしに勤めたひとだが 
この 人 も 女性の 生態で 終始した ところ 
、が明治十ー年六月に、新築落成した新富 
座が開場式を挙げることになつた。当日 
には 陸海 軍の 軍楽隊に 出演しても らぃ、 
時の 大臣から 外国 使臣まで も 招待し、 式 
場たる舞台にならぶ俳優や幕内幹部共は 
全部燕尾服を着用することになつた。こ 
れは 、抒才 縦横、 放瞻だ つた 興行師の 4- 
二世 守 田 勘弥' が、 ぁゎょ くば 国立劇場の 
支配人を夢見ての、空前絶後の企画だつ 
たの. /: r 

だから、. 團十郎 •菊 五郎. 左團 次の 諸 
優も燕尾服を着用して、椅子に掛け、開 
十 郎は立 つて 式辞を 朗読した ので あつた 
黙阿弥も当時はニ世河竹新七を称してぃ 


たが、明治八年以来の散髮頭 {: 、 ||): 
代の燕尾眼姿を ^ 真 (: と、、、めたぐノ、ケ夂 
形の 3 ?../ 井 1:- 四郎に至つては、女 ^ の紫吊 
結びで 燕尾服を 着用して、 舞台に 整列し 
たので、 拍 f 喝采を あびた という ( あや 
しく もまた 愉快な # ではない か 

o 

夂形 {: ついての話’之もうつ 
天 保 十三 年 六 月のこと、その頃 ^: ;' 耿 
舞伎 (: おいて、代表的の女形だつた尾卜 
菊 次 郎と 坂 ^ - しうかと 吾奏 C •藏 とゲ 、女 
湯には いつたと いう 理由で、 手鎖に処せ 
られ、三廣文の_金刑 {: 問われたという' 
'天 保ト三 ¥ というと ?/ 十年ばかり前だ 
が、老中水野越前守が乒きびしい綱紀肅 
正を やつた ときて ^ ' る'. 七代目阁-^-郎の 
海老 莼や大 阪の中 村 富 4-郎が奢侈游卜の 
名の もと !: 十 里 四方を 追放され たと き 
だ。江戶三座が当時は辺びな浅草観荇の 
裏の、 ほうに 移転を 命ぜられた の も 
このと き だつ た。 女髮結 渡世を 禁 
じたり、風紀をみだすょうな行動 
にも弾吊を加ぇた。尾上菊次郎ら 
の 女形の やられた の も、 このため 
である。 


し 


かし、 ずいぶん 乱暴 


H 刀 


日へ 烈 


なは なしても あり 物騷日 • *« ». る。 
チ 万で も あつた もの だ。 


• l ffi Kt 

) 0. 、演 

女形は 女性 風俗に 徹底し， wr cr 
てぃたので、 江戸 市民は 

ィ k ' 
メ衣 彩 « 
( ft  、老 
芳 。杉、 

ろからか長ぃぁぃだ黙.認|£花5 

していた ことが これで 判 且形老 1 
# > rA  の 女*、 

る 一方から いえは 渺*の日： *« 
舞 ^ 芝居を いかに 熱愛し 


女形が町の铐湯の女湯に 

はいる ことを、 いつの こ 


ていた かとい うこと も ^ ノえ ら れるが. |"! 
(: しても おどろき 人つ. たこと というの ほ 
かは ない。 さいわいに もこの 頃の线 渴 は 
へ T のょうに 硝 f 張りで もな し、 屯 价が婶 
いている- c {t でもな し、 i^ lu をく，、 つ 
てはぃる式で、 ^ 間でも中はぅす喑かっ 
たから 侍つ たもので は ある" 


本 


H 


み 


本 :-* ..»1 みということは、.炼内の儀苁 0 
っでもあった。次興行のための始袋式で 
顔 寄せと ぃう 仝 座 艮 集 八：： した h で、 本 .^ 
みとい うこと ゐ ^ る"これヵ無ボ {: すめ 
ばゝ彺-ぽ毛本極まりになってすべり出寸 
ので ある、 本 ^ みとい うのは、 脚 木を ,^ 
むからの呼称である'脚木という呼称~' 
おもに 明治 以後で ある 
昔しは、脚本が維誌や电行木 «: 発犮( 
れ る こと もなかつ たし  5；： 米 あかつ た ^ 


1 〇e 


本をフリント (: して、 1;. 要俳優にわたす 
こと もで きな かつた" だから、 次 狂言の 
脚本としては、狂言作者の手許において 
完成 された 稿本' がた つた 一部き りし かな 
いのである。そこで、この本読みを真剣 
に謹しなで聴かなければ、自分の役がど 
ん な 役 か、 また どういう 筋の 芝居な のか 
皆目 判ら なくなつ てし まう。 

の； H I 寒： n 

るだけうまく  役者の頭に投げ入れておく 
こと、 が 肝要で ある" 脚本の 情調な り、 人 
物の往 ^ なりを、ぉ^<ょそ判かるょぅ (: 
また感得してもらぇるため (: は、朗読技 
衍 に も 修練を 要する わけで、 狂言 作者と 
しては 本読みのう まいこと も 一つの 要件 


だった む 力し の 作者ても 奈河 亀輔 とか 
青 水 賞 七な どは うま かつた というし、 近 
世では 黙 阿弥の 本読みと いう ものは 定評 

、が あった。 

これ {: ついては、実際に聴いたことの 
ある 坪 内 逍遙が しば^-書いて いるし、 
定評の あった 逍遙の 脚本 朗読の 参考に な 
っているょうだ。さて、その黙阿弥の本 
読みのうまかったにっいて、 一っの お 話 
が ある。 


カ.、んゃ去に1きの-*みじば 

黙阿弥の作に「鏡山錦紅葉」とぃぅ 


作が ある。 加賀騷 動の 狂言で、 明治 十二 
年の書きおろし」このニ幕目 (: 浦井主膳 
切愎の 場と いぅ ものが あつて、 当時 三枚 
后 作者の 竹 柴進ニ 一に、 筋書きを 与ぇて 書 
かせた。 進 三は 三枚目の 作者では あつた 
、が、 後 !: 黙 阿弥の 俳名 其 水を 譲られた、、" 
けあつて、かなりの高弟て  ？ '■& 心して 書 
いたので い、 出来 ばぇ だつ た。 

ところが、 いざ 本読みと なると、 執筆 
した作者に読ませるのが習慣だつたから 
その 慕は 其 水が 朗読した。 しかると ころ. 
この 幕を 主演す る 中村宗 十郎 といぅ 役者 


'が おさまらない。 こんな 本では 気 
(: 人らない、 何. とかもう ひと 直し 
訂正して くれと、 黙 阿弥に 苦情 か 
たぐ 要請した。 黙 阿弥は よろし 
うご ざ います、 私が なおして 御 相 
談 しまし ようと 受け合つ た。 

けれども、 宗十郎 の 気む ず かし 
いこと も 知つ ていたが、 この 幕は 
進三にしては、よく書けていたの 
だし、 必要な 修訂 も 自分 もした の 
て ある。 改めて 一応 眼を 通して 見 
たが、特に筆を入れることなしに 
その 翌日、 こんどは 黙 阿弥が 自身 
で 宗十郎 に 読んで 聴かせた。 する 
と、 宗十郎 はに こくして、 「い 
や、 けつこう です、 お蔭で よくな 
おりました」 と 納得した という。 


fM 
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大入袋 


太平洋戦争が はげしくな つてから ;' 姿 
を 消して しまつた が、 劇場には 大入 & と 
いぅ ものが あつた。 歌舞伎 ばかりで はな 
く、 新派で も 新劇で も、 大入 満員、 売 切 


.■••; >;. 't ,A.. -> /; v, :c' 
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で 


平ぅ 身た 
はい y 入 
形と 娜 Iril 
女 た. 洋 と. 

のつ^2调弥 
昔ぁ下版一: 
、.レ > < た 黙 
がす 。1な 
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ぁ特 ： 1 ダ 
でる もで そ 
月 人て ^ い 
正にとの な 
は 湯は 者 米 
絵 女で 作 出 
の 。度。 用 
こた 尺 弥 B 
。しの 阿寸 
俗過簸 黙 一 
風. て 常 者 , 
形し の 作 /t 
女装 代 だて 
} 女 現 んつ 
上-*^  .-T 
f * かを と 

4 


れになつた日には、表方、事務所 
すなわち 会社が 大入况 として 全 関 I " 


姫 でる 
iH- fi ぁ 

係 者に 出した ◊映画館で も、 それ i n/ i A-* * 一 

兀さ見 のでの 

こ •^6らつて^^すよぅ (: なてた  成を孝、' *& 
(/  - 形完 si 四 門 三 

袋の 大きさには 大小ぃ ろく  M lii- k --t-- g い 
のは 一 〇 センチに 六 セ = iitf; n{i 味 f 


て、 小さ 

A チ、 大きい のは 十五 センチに 一 
◦センチく らい、 普通の 怳儀 袋の ょぅに 
作つ て、 表に 「大人」 ま '/: は 「売 切况」 
と勘亭流で赤く刷り出し、その上 (: 劇場 
や座紋.'が書いてぁる。中 (: 入れるのは五 
銭の 白銅が 一つ。 ずつ と 以前の 帝国 劇場 
だけ十銭だつたこともぁる。幹部の役者 
に は 大きな 袋のを 出す が 中味は 全く 同じ 
だつ たと. 聞いて いる。 しかし、 映画館で 
は、 その 日の 売上げ 高に 応じて 五 円と か 
十円とか封入したとぃぅことだった" 
この 習慣の はじまり' が 何年 何月 どこ、 の 
則 場で 何人の 発案で あつたか、 今は づき 
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吉衛 やぐの C 
も かるぅ 
七 ^ て のれろ 
& ^( くもら あ 
。 A な 何 じで 
古 一！. 一し い感芸 


お 


装 


こ 


o ) 

山門 〇 ■ 女 

背 衛 } 


扮 ゴ 

故 相 門は わは‘ 


.り 知らないが、 明治の 末には じ； H 
り、 全国的に 行なゎれ、 築地 小 劇 
場な ども 出した。 素人の 臨時 興行 
物で も 出す ことにな つていた ので 
紙屋さん には 名前を 入れたり スタ 
ンブを 押せば 使ぇる 大人 袋を 売つ 
てぃ ^ 

そこで、 こぅいぅ もの、 生れた 起源は 
大入り 祝いに、 じつ さいの そばを 出した 
ことに ある： 芝居 道て は 何 かにつ けて そ 
ばを 出す。 そばは 細く 長くて 縁起が い、 
のて 心 附 けの 金を ちよつ と 包んでも そ 
ばと 書く。 つまり 実際の そばでは ぞ 扱 
ぃそのほかの場合 {:- 不便なので、大入袋 
{: 代つ たわけで ある。 


芝居 好きの 人の 中には、 各 座の 大人 袋 
を もらい あつめて、 ニ 枚 折 や 衝立， などに 
張つ た， の も 見受け ^ 。 形は 二三 種類で も 
三 都を はじめ 神戶 .博 多. 広 島 •名 古屋 
.仙 台と いつた 地方の も あり、 輪郭の あ 
るの やを いの や、 張り まぜに すると おも 
しろく もなる わけで ある。 もはや 大入袋 
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の 復活され る こと も あるまい から、 芝居 
風土記の 史的 ー插話 になつ てし まつた* か 
売 切れの 日毎に 大人 袋の 出る こと も、 ま 
た ほ、 ぇまし く 楽しい 景物 だつ たと 思ぅ 4 

VJ  んぼ 

、「とんぼを 切る」 のは、 その 場て ひょ い 
と宙返りをやること.たから、ー種のアク 
ロバ チック •ダンスで ある" 歌舞伎には 
つきもの だが、 とんぼの 切れる 役者が す 
くな くな つた，' 

考ぇてみれば、 たぐ 手ぎ わょ く 身の 轻 
いところ を 見せる 軽業の 一種で 演技 ( 芸) 
としでは 末梢的な ものであろぅ が、 歌舞 
伎には なくて はならない 一つの 景物 だ。 

悪人とは 限らない が、 大勢の 補 手が づ 
めょせるひ孤四无といぅ’けば^^^しい 
赤ぃ 花模様の っぃた 軽装、 手 甲 脚絆に 鉢 
卷 をし、 槍 や 花の 折 枝を 手に 手に 取り ま 
いて 立 廻りになる。 エィと 気合を かけて 
捕手の  八が からむ、 それを 払つ てポン 
と あてる と、 くるつ と 宙反一 りを してす と 
んと撕れるなり、両足を開いて高く上げ 
両手の 掌を 開いて 下腹に あてて ギバに き 
まる。 一つの 軽い 芸当に •しかす ぎない ♦か 
歌舞伎の あそびを かもし 出す 一つ 
林 额 の 要素では ぁる。 

S 40 「妹 背 山」 の斯七 、「蘭 平 物狂ぃ」、 
g ’ か f お 軽 勘 平の 道行 や 「盛 綱」 の 幕 切 
顾哪； ; れ 、などと いつたと ころに、 まる 
料 深* ハで とんぼの きれる 役者* かいな かっ 
*2 社 £ たら 、歌舞伎 フアンは どんなに 物 
^•か、 §| 足りなく感ずるであろぅか。 

龄 Q Hft 九 世 團十郎 は、 晚年 になっても 

者 も ニ、.  . 

作の ど こん ぼを きつて 見せた。 この あい 

だな くな つた 菊 五郎は 「土： S- で 


に 澜さ 
場、 出 
刺 V は 
は 館に 
と 画 日 
も 映の 
〇 てめ 
» つ 止 
入ら 札 
大な U 


とんぼを きつて 見せた という。 歌 
舞 伎 役者の 基本的 研究には、 三味 
線と か 舞踊と か ある ♦か、 とんぼの 
如き も その 一 課目に なつて いたら 
しいで 練習のは じめ には、 両手を 
左右から もつ て もらつ て 稽古を し 
砂場を こしらぇて ひつく り 返る 練習を や 
る。 未熟のう ちには、 お 民を ぶつたり、 
足を くじいたり、 けがを する でも あろう。 
なか-^ 容易では ない。 

現今の 役者の 中で も 八電之 肋な どと い 
うと あさ やかな もので 高足の 二重から 
とびぉりな*からとんぼをきってしゃんと 


関い 

のし 〇 

道楽 4 

のは あ 


•つ C 

のと I 
もに の 

た 者亊 
れ « 行 


(上）. はとん ばを 裸に して 絵に した もの、 明; 場訓 
蒙这 絵より。 （下） は 信 西 古楽 図に 見られる 曲芸。 
この 埴楽 系の 曲芸が、 上は 歌舞伎の とんぼから、 
下は 浅 草の 小屋の 曲芸まで 生んだ 産みの 親で 办 J 


立ち、 またもや とんぼを きる。 こぅいぅ 
人々«踊りのお浚い.にも引っばりだこに 
なつて 忙しい。 

ところが、 歌舞伎の 世界では、 じたい 
薄給な上に、こぅいぅ特技の持主にも特 
別の待遇をしなぃ.ので、ぉぃ-^* (: すく 
'なくなる 1 方 だとい ラ。 何とかして、 こ 
ういう 特別の 修練を 要し、 年期を 要する 
面 到な 又 危険を ともなう 演技を やろうと 


する 人の 減る のを 防止したい。 こと !: とん 
ぼな どは、 いくら 歌舞伎が 典雅 化しても 
発生 的 歴史的に いつて 必要な もの. だ。 つ 
まり、 その 北 日、 中央アジア 方面から 舶来 
した 散 楽 (曲芸、 軽業な ど) の 名残りで 
代表的な もの だとい つてよ いからで ある。 


馬の足 


「あいつは 馬の足 だ I 」 といぇば、 地 
位のひくい役者を軽蔑した言葉になつ -L 
いる。 もちろん 名 題 以上の 役者が 馬の足 
をつ とめる わけ もない' が 
されば といつ て、 馬の足 
とは、. じつ 
ことでは な. 
いの だ。 何しろ 人間 二人 
が 馬 体の 中にはい つて、 


人、 に抵 のる 
一の 上大 r 踊 
G 並 男て 
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をつ とめる こ 
は 生やさし い 


え 

、いそ 

づなを i ょ 力 
人ら 花芸 ) { 人 

歡2^雜 ';;, 大の男を乗せょぅとぃぅ 
H 匹 足で、 なにので ある。 三人の 呼吸' が 

前一ッ のは 中 

。も 四る でのぅ まく 合わなければ 見ら 

足て 様 乗の こ / ァ ォ 丨 j 
のけ，；^  •かも.。 れた ものではなくなる。 


馬抜 .--7| 人.な猫 


足つ き 


つに しても むず 
力 一 ) い 首の^* 
たげ かたで、 馬ら 
しくもなり、 4- み 
たいにもなる。乗 
つてる 人を 振 落 
さない と 限らな 
い。 人を 乗せな く 
たつて、 熊 谷の 
■須 磨の 浦の 馬 だ 
の 塩 原 多 助の 馬 
などは、 馬が 大 
芝居を しで、 あ 
のしん みり した 
情調を 作り だす 


■ 


If 


の だ。 あべこべ に 馬が まず かつたら メチ 
ヤメ チヤに してし まう。 「 大森彦 七」 の 
馬が たど ノ\ しかつたら どうだろう® 「あ 
れは 馬の足 役考だ 」 などと いぇた わけの 
ものでは ない。 仕出し 役者の 代りは あつ 
て も、 馬の足 役者の 代りは なか'^ 得ら 
れな い。 

この馬の足もとん①同様ーつの特技で 
あつて、 相当の 経験者で なければ だめ。 
その上 十数 貫 も ある 人を 乗せる の だから 
体力を 要する から、 代用食. ではまい つて 
しまうとい* ?- 。聞けばもつともだ。劇場 
からは、 馬の足には、 別 !: 飼 葉 料と 称す 
る手当女出すのたか 二十 五日 間の 一と 
興行 (: 五六千円ょけい (: もらつて1、栄 
養 食を 毎日 とれば それ以上の もの、 が 消え 
てし まう の だからな りて がない。 そんな 
わけで、 今日の 歌舞伎 界 (: は、 東京、， 京 
.阪を 通じて 三 頭分、 すなわち 六 人し か、 


まんぞくな 馬の足 役者は いないそう だ。 

いつたい、 歌舞伎の 馬' が こんにち のょ 
う (: 精巧になつたのは、そう古いことで 
は. なく、 百年 ばかり 前からの ことで ある 
らしい。 では、 その 前の 馬は というと、 
子供 だましに 類した ホ ニ ホロ 式の もの だ 
つたら しい。 ホ ニ ホロと いうのは、 江戶 
の街頭に見かけた飴屋で、左右の腰に、 
馬の 胴体と 首を 画いて ばれん をつ けた も 
のをぐ つ、 けて、 ホ ニ ホロ  と 呼 
んで IE け まわる と、 馬に 乗つ て 走り まわ 
るょうに見ぇるのである。それを応用し 
た 程度の 不体裁な ものだった。 だから 初 
代 並木 五瓶は 寬政 年度に、 大名行列の 舞 
台に ほんもの、 馬を ニ 頭 引き だした. の だ 
つた。 大阪の 劇場の こと だつ たが、 八日 
目までは無事にすんだが、九日目に、花 
道の 七三で、 尾菴な お 話 だ' が、 勒 物の 悲 
しさに、 一匹' が ジャ ア^'-^* やつた。 する 
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と 続く 一匹 も 誘われて やつた から 大騷ぎ 
になつ た。 土間の 見物が 立ち ぁがつ て わ 
ぁ-^ 立ち さわいだ ので、 ニ 頭の 馬は び 
つくりして 駔けだ したから、 芝居 どころ 
か 怪我人が 多勢 出る 仕 末、 ようやく 町 串 
行 が 出張して 取り I ずめ、 五日 間の 興行 
停止を 命ぜ _ られた 上い う。 これで ほん も 
の、 焉は おじ やん になつ た。 


市松 模様 


江戸時代の 民衆の 歌舞伎にたい する 人 
気、 熱烈な 支持ぶ りと いぅ ものは、 われ 
われ.の想像以上のも 0- だつた。こん !: ち 
の 映画と 新劇と レビユ  1.JJ スト リツ フと 
にたいする 熱狂ぶ りを 綜合した ものと 思 


ぇ ばょ かろぅ。 

だから、 内外の 映画 スタ— の 風俗、 ゴ 
ユ ー ルックといぅものが、直ち (: 今の若 
き男女のスタィル.ブック (: なることを 

思ぇば、 歌舞伎 役者の 舞台 姿、 当り 役の 
服飾な どが 流行の 源泉に なつた こと も 思 
いやら れ る。 「移 風 易 俗は 楽に 如くは な 
し」 の 語が 思い あたる わけ だ。 

元祿の「女電宝.記」にも「時のはやり 
模様は、 大方 歌舞伎 芝居ょり 出ず るな れ 
ば I 」 と ある。 上 村吉弥 から 出た 吉弥 


結びといぅ帯のしめょぅ、水木辰之助に 
出た 水木 結び、 瀬 川路 考の 路考 結び。 染 
め 物の 小 太夫 鹿の子、 千弥染 、伝 九郎染 
小 六染 、路考 茶、 芝翫 茶、 梅 幸 茶、 三 升 


i 
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關 

__ 

ぬ 

わつ 

ま- 

かの 


_鼷 


繫 

字 

萬 

略 


圓 _ 


染 


松 


市 


格子、 菊 五郎 格子。 頭の ものて 宗十郎 頭 
巾、 沢之丞 帽子、 や でん 帽子、 金 作花笄 
路考髯 、路 岩 井 櫛な ど。 これ. らの 
中には 流行と して 短 かいの も 長いの も あ 
つたろう が、 市松 模様は いまに 至る も 行 
なゎれて、ー般諝になつている。 

市松は、四角な钱盤目を1つ置き (: 、 
黒、 青な どの 色で 染め分けた、 あの 石 だ 
たみ 模様の ことで ある。 これは 宝 贈 ごろ 
の歌舞伎役者佐野川市松に出発してぃる。 
市松は 佐 野 川 萬 菊の お 弟子で、 寬保 元年 
ニ 七 四 一) の 春 江戸の 中 村 座に 下つ て 
大近 松の 「心中 万年 草」 の 改作 「高野山 
心中」 の 小姓 籴之 助に 扮した ◊ 

これが 非常な 好評で、 ことに 
その時に用いた 
袴の 石 だ、 み模 
様が大評判にな 
つた。 しかし 市 
松は 画期的と U 
う ほどの 名優で 
はな かつた' が、 

「芸 にはに くい 
ほど 面白き とこ 
ろの あるな り」 

と 評判記に ある 
ょうに、 この 役 
'が 大ぁ たりで、 

C 石 だ、 み 模様が 

滿 
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ばつと 江 戶 中に 流行し、 これを 市松と 呼 
ぶょぅになつたのである。 

それ. がい まもつ てつ、 > き 、•おそらく 普 
通名詞として今後も永くのこるにちがい 

な匕 

市 松 模様は ほんの 一例で ある 
が、 歌舞伎 役者の 舞台 姿、 当り 
役の服飾が、市井の風俗にぉょ 
ぼした 影響には 大きな ものが あ 
り、 当時の 人々 の 歌舞伎の 熱愛 
ぶり もしの ばれる ので ある。 
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世話と ー應 分類した。 しかし 狂言の 中には 畫然 と區 別の つけ か 
ねる ものが ある ことを 詰 承せられ たい。 
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